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第１章  研究背景と視点  

 

1 節  本 研 究 の 背 景 と 目 的  

国 連 食 糧 農 業 機 関 （ 以 下 、 FAO） に よ る と 、 世 界 の 水 産 物 消 費 量 は 増 加

傾 向 に あ る （ 年 平 均 3%、 1961～ 2019 年 ） 。 こ れ は 世 界 人 口 の 増 加 率 （ 年

平 均 1.6%、 同 期 間 ） よ り 約 2 倍 高 い も の で あ る 。 こ れ に 伴 う 世 界 水 産 物

の 供 給 状 況 を 見 る と 、水 産 資 源 管 理 の 強 化 な ど に よ り 海 面 漁 業 に よ る 生 産

量 は 停 滞・減 尐 す る な か で 、海 面 養 殖 生 産 量 は 増 加 し て い る 。養 殖 生 産 は

水 産 物 の 持 続 可 能 な 供 給 を 実 現 す る 上 で 国 際 的 に 注 目 を 集 め て い る 。日 本

でも「 養 殖 業 成 長 産 業 化 総 合 戦 略 」等 によって養 殖 業 の育 成 を 図 っている。  

水 産 物 の 消 費 量 増 加 は 国 家 間 の 水 産 物 交 易 量 も 増 加 さ せ て い る 。こ れ に

は 貿 易 制 度 の 変 化 が 関 連 し て い る 。 国 際 社 会 は 、 1947 年 か ら は 関 税 貿 易

一 般 協 定（ 以 下 、GATT）1 )、1995 年 か ら は GATT を 継 承 し た 世 界 貿 易 機 関 (以

下 、 WTO) 2 )に よ っ て 貿 易 自 由 化 を す す め て き た 。 水 産 業 に 関 し て は 、 過 剰

漁 獲 に 対 す る 漁 業 補 助 金 の 撤 廃 が 2001 年 か ら 議 論 さ れ 、 2022 年 に 21 年

ぶ り に 合 意 点 に 達 し た 。 WTO 下 の 交 渉 は 全 会 一 致 を ル ー ル と す る た め 、 加

盟 国 間 の 合 意 に は 長 い 時 間 が か か っ て い る 。 最 近 で は 二 国 間 ・ 多 国 間 の

RTA 3 )（ FTA 4 )や EPA 5 )な ど ）を 主 軸 に 貿 易 自 由 化 が 加 速 し て い る 。昨 今 の 日

本 は TPP や RCEP な ど 21 件 6 )の 貿 易 自 由 化 に 関 す る 交 渉 （ FTA・ EPA） を 締

結 し て お り 、日 中 韓 FTA な ど は 交 渉 中 に あ る 。こ の よ う な 貿 易 自 由 化 の 流

れ は 、関 税 及 び 非 関 税 障 壁 の 見 直 し を も 迫 り 、そ れ ら の 撤 廃・緩 和 は“ も

の ”だ け で は な く 人・金・情 報 等 の 越 境 を よ り 活 発 化 さ せ る 。つ ま り 、国

内 の 産 地 と 消 費 地 や 、貿 易 の 担 い 手 間 の 関 係 に さ ら な る 変 化 を 促 す こ と が

想 定 さ れ る 。  

し か し 、海 苔 産 業 を み る と 、貿 易 の 拡 大 な ど 産 業 の 変 化 に は 産 業 内 経 済

主 体 の 行 動 が 大 き く 関 わ っ て い る 。日 本 で は 輸 入 割 当 と い っ た 貿 易 を 制 限

す る 制 度 が 存 在 す る こ と に も か か わ ら ず 、海 苔 の 輸 入 は 増 え て い る 。国 際

的 に は 欧 米 や 東 单 ア ジ ア な ど の 海 外 海 苔 市 場 が 成 長 し て お り 、韓 国 や 中 国
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と い っ た 後 発 生 産 国（ 日 本 対 比 ）の 輸 出 拡 大 が 現 れ て い る 。こ れ ら を 主 導

し て い る の は 海 苔 流 通 業 者 で あ り 、彼 ら の 業 務 拡 大 、企 業 行 動 が 国 際 取 引

の 拡 大 を 誘 発 し 、 両 国 海 苔 産 業 の 変 容 に も 関 わ っ て い る と み ら れ る 。  

し た が っ て 、本 研 究 で は 海 苔 産 業 に 注 目 す る 。元 々 、海 苔 は 、お に ぎ り

や 寿 司（ 日 本 ）、韓 国 風 味 付 け 海 苔（ 韓 国 ）、海 苔 ス ー プ (中 国 )な ど の 伝

統 的 食 文 化 を 支 え る 食 材 で あ る こ と か ら 、海 苔 生 産 国 が 海 苔 消 費 国 で あ っ

た 。 す な わ ち 、 生 産 国 の 中 で 消 費 が 完 結 す る こ と が 基 本 的 構 図 で あ っ た 。

し か し 、日 本 食 市 場 の 世 界 的 な 広 が り や ス ナ ッ ク 海 苔 な ど の 新 し い 製 品 開

発 と 市 場 の 誕 生 に よ っ て 、 海 外 （ 日 韓 中 以 外 の 国 ） で は 寿 司 や お に ぎ り 、

菓 子 と し て 海 苔 を 食 べ ら れ る よ う に な り 、こ れ に よ る 海 苔 の 国 際 交 易 量 が

増 えている。日 本 と類 似 した海 苔 市 場 を国 内 に形 成 してきた韓 国 を見 ると、

日 韓 間 で 第 二 次 世 界 大 戦（ 以 下 、戦 争 ）の 時 か ら 続 い て き た 海 苔 流 通 取 引

と 、そ れ を 支 え て き た 海 苔 養 殖 技 術 の 移 転 、同 種 海 苔（ ス サ ビ ノ リ 、ア サ

ク サ ノ リ ） の 養 殖 生 産 、 同 形 同 サ イ ズ 7 )の 干 し 海 苔 の 取 扱 い は 、 両 国 の 海

苔 産 業 の 関 係 が 濃 い こ と を 示 唆 し て い る 。し か し 、韓 国 は 、最 近 で は 海 苔

輸 出 を 中 心 に（ 世 界 的 に 拡 大 す る 海 苔 市 場 を 前 提 に ）海 苔 産 業 を 大 き く 拡

大 さ せ て い る 。国 内 の 海 苔 市 場 が 減 尐・停 滞 傾 向 に あ る の は 日 韓 で 大 き く

変 わ ら な い が 、 そ の 生 産 と 商 品 流 通 の あ り 方 は 日 韓 で 異 な っ て い る 。  

本 稿 で は 、海 苔 を 巡 る 国 際 取 引 は 世 界 的 に 拡 大 す る 中 で 、養 殖 業 者 、流

通 業 者 と 呼 ば れ る 経 済 主 体 の 対 応 が い か な る も の で あ り 、そ の 変 化 が ど の

よ う に 生 じ て い る の か を 明 ら か に す る 。こ れ に よ り 、日 韓 海 苔 産 業 の 現 局

面 の 特 質 を 明 確 化 し な が ら 、各 経 済 主 体 や 生 産・流 通 段 階 の 変 化 が 及 ぼ す

影 響 は 何 な の か を 考 察 す る 。  
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2 節  海 苔 産 業 研 究 の 系 譜 と 論 点  

 

海 苔 産 業 に関 する既 往 研 究 を海 苔 の養 殖 段 階 と流 通 段 階 に分 けて時 期 別

に 論 点 を 整 理 す る 。主 に 日 本 側 の 既 往 研 究 を 検 討 す る が 、最 近 の 海 苔 産 業

の 変 容 と 強 く 関 係 し て い る 2000 年 以 降 に つ い て は 、 韓 国 や 他 国 の 既 往 研

究 の 検 討 も 加 え る 。  

 

1.1960 年 代  

1960 年 代 の 海 苔 養 殖 に 関 す る 既 往 研 究 に は 、 採 苗 と 養 殖 の 技 術 が 発 展

す る 前 の 、 農 業 と の 兼 業 が 多 く み ら れ る 海 苔 養 殖 の 姿 を 表 す も の が 多 い 。

漁 場 ・ 漁 業 免 許 を め ぐ る 理 解 関 係 に 注 目 し た 中 村 昌 久 （ 1960） 8 )と 、 養 殖

経 営 体 間 の 生 産 性 の 格 差 を 検 討 し た 村 田 昭 （ 1961） 9 )が あ る 。 当 時 の 海 苔

養 殖 に は 海 苔 生 産 量 の 安 定 化 や 漁 場 配 分 等 が 主 な 課 題 で あ っ た 。海 苔 流 通

に つ い て は 、共 販 制 度 に 注 目 し た 研 究 が 多 い 。新 延 孝 明（ 1959） 1 0 )は 千 葉

県 、松 田 信 清（ 1961） 1 1 )は 佐 賀 県 を 事 例 に 、流 通 機 構 、と く に 共 販 体 制 の

発 達 阻 害 条 件 や 問 題 点 を 整 理 ・ 検 討 し た も の で あ る 。 生 明 登 （ 1966） 1 2 )

は 海 苔 の 流 通 経 路 と 共 販 現 況 に 加 え 、海 苔 業 者（ 現 在 の 海 苔 メ ー カ ー に 相

当 す る ） の 業 務 を 検 討 し 、 流 通 の 改 善 点 を 指 摘 し た も の で あ る 。  

こ れ ら の 既 往 研 究 に よ っ て 、 1960 年 代 に は 各 海 苔 産 地 に 漁 連 に よ る 共

販 制 度 が 導 入・定 着 さ れ る こ と が 確 認 で き る 。海 苔 の 共 販 制 度 と は 、海 苔

養 殖 業 者 と 海 苔 メ ー カ ー 間 の 直 接 取 引 を 減 ら し 、生 産 者 の 利 益 を 図 る と し

た も の で 、こ れ は 現 在 も 維 持 さ れ て い る 。こ れ ら の 他 、日 本 国 内 の 生 産 者

へ の 悪 影 響 等 の 観 点 か ら 、韓 国 産 輸 入 海 苔 を め ぐ る 流 通 改 革 の 必 要 性 に 言

及 し た 山 本 勲（ 1966） 1 3 )も あ る 。そ れ は 、国 内 海 苔 養 殖 業 者 の 保 護 の た め

の制 度 的 措 置（ 韓 国 産 輸 入 海 苔 の過 剰 流 入 に対 する）への言 及 もみられる。  

海 苔 産 業 に 関 す る 1960 年 代 の 既 往 研 究 は 、 生 産 の 安 定 化 と 流 通 シ ス テ

ム の 確 立 に 注 目 し て い た 。  
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2.1970～ 80 年 代  

1970～ 80 年 代 は 、 海 苔 養 殖 に 近 代 的 な 生 産 体 制 が 確 立 さ れ る 時 期 で 、

種 苗 ・ 養 殖 技 術 の 発 展 、 漁 場 拡 大 等 に よ る 生 産 量 増 加 が 現 れ る 。 そ こ で 、

こ の 時 期 に は 、小 規 模 生 産 者 が 多 い 海 苔 養 殖 の 特 徴 に 注 目 し 、当 産 業 の 成

長 下 に み ら れ る 問 題 に つ い て 論 じ た 論 稿 が 多 い 。こ の 問 題 と は 養 殖 業 者 間

の 過 当 競 争 、海 苔 の 過 剰 生 産 、密 殖（ 無 届 け 養 殖 で は な く 過 剰 な 密 度 で の

養 殖 の こ と ） な ど で あ る 。  

堀 口 健 治（ 1970） 1 4 )は 有 明 海 (佐 賀 、福 岡 、熊 本 )の 小 規 模 生 産 者 間 の 生

産 競 争 に よ る 漁 場 の 過 重 利 用・密 殖 へ の 進 行 を 、八 木 庸 夫（ 1972） 1 5 )は 有

明 海（ 熊 本 、福 岡 、長 崎 ）の 密 殖 及 び 経 営 体 数 の 過 剰 を 検 討 し た 。全 国 的

な 生 産 過 剰 が み ら れ る な か で 、岡 山 県 の 漁 場 制 限 や 海 苔 養 殖 業 者 の 海 面 漁

業 へ の 転 換 な ど に 注 目 し た 磯 部 作 （ 1982） 1 6 )も あ る 。 坪 井 利 一 郎 （ 1972）

1 7 )は 養 殖 技 術 の 発 展 等 に よ る 専 業 業 者 数 の 増 加 、専 業 業 者 と 兼 業 業 者 間 の

養 殖 収 益 差 に 重 点 を お い た 。浜 野 春 雄（ 1972） 1 8 )は 海 苔 の 大 量 生 産 、大 量

消 費 の 時 代 に 注 目 し て 、海 苔 価 格 形 成 の あ り 方 、需 給 調 整 販 売 等 の 検 討 に

よって海 苔 の流 通 問 題 を取 り上 げ 、共 販 制 度 の定 着 以 降 の海 苔 メー カー（ 当

研 究 で は「 海 苔 問 屋 」と 表 現 し て い る ）主 導 に よ る 入 札 価 格 形 成 問 題 の 提

起 も 試 み て い る 。  

1970～ 80 年 代 の 海 苔 産 業 に 関 す る 既 往 研 究 は 、 生 産 段 階 の 増 産 と そ れ

に よ る 問 題 点 、 共 販 制 度 の 定 着 ・ 見 直 し に 着 目 し て い る 。  

 

3.1990 年 代  

1990 年 代 に は 海 苔 生 産 量 が ピ ー ク に 達 す る に も か か わ ら ず 、 海 苔 養 殖

や 養 殖 経 営 を 検 討 軸 と し た も の は 尐 な い 。こ の 時 期 の 研 究 に は 海 苔 流 通 に

注 目 し て い る も の が 多 い 。主 な 既 往 研 究 に は 、生 産 ∙経 営 ∙流 通 を 含 ん だ 海

苔 養 殖 業 の 総 合 的 な 検 討 を し た 赤 井 雄 次 (1996) 1 9 )が あ る 。 こ の 論 稿 に は 、

海 苔 養 殖 生 産 に 関 す る 検 討 も 含 ま れ て い る が 、海 苔 の 共 販 シ ス テ ム や コ ン
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ビ ニ エ ン ス ス ト ア を 主 軸 と す る 流 通 段 階 の 再 編 を 論 じ て い る 。こ れ は 、コ

ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア が 日 本 全 国 に 普 及 し よ う と す る 段 階（ 本 論 文 執 筆 時 点

で は こ れ が 淘 汰 局 面 に 入 っ た と の 見 方 も 示 さ れ る よ う に な っ て い る ）で の

論 稿 で あ り 、需 要 の 変 化 と 量 販 店 の 業 務 拡 大 、そ れ に よ る 海 苔 メ ー カ ー の

役 割 の 変 化 と 縮 小 を 論 じ た も の で あ る 。  

小 高 正 稔（ 1999） 2 0 )は 佐 賀 県 と 兵 庫 県 の 事 例 を 分 析 す る こ と で 、産 地 サ

イ ド か ら の 市 場 対 応 行 動 の 可 能 性 と 限 界 を 明 ら か に し た 。こ の 論 稿 は 、海

苔 生 産 量 は 増 加 し て い る も の の 贈 答・家 庭 用 海 苔 の 需 要 減 尐 と コ ン ビ ニ エ

ン ス ス ト ア な ど 中 食 需 要 の 拡 大 に よ っ て 、市 場 構 造 が 変 化 し て い る と 評 価

し た 。こ れ に よ っ て 、海 苔 の 流 通 構 造 や 価 格 形 成 は 、旧 来 の 流 通 川 中 主 導

（ 海 苔 問 屋 ）か ら 川 下 主 導（ 大 手 小 売 資 本 ）へ と 変 化 し て い る と 整 理 し た 。

ま た 、海 苔 産 地 の マ ー ケ テ ィ ン グ リ ー ダ ー と し て 漁 連 が 一 定 の 役 割 を 果 た

し て い る こ と か ら 、共 販 主 体 で あ る 漁 連 に よ る 流 通 合 理 化 等 の 改 革 が 必 要

で あ る と み て い る 。  

こ れ ら の 既 往 研 究 か ら 、 1990 年 代 の 論 点 は 量 販 店 （ 大 手 小 売 資 本 ） を

軸 と し た 流 通 チ ャ ネ ル の 再 編 に あ る 。一 方 、こ の 時 期 に は 、張 瑛 秀（ 1993）

2 1 )や 山 本 尚 俊・亀 田 和 彦（ 1998） 2 2 )な ど 水 産 物 の 市 場 開 放・貿 易 自 由 化 に

関 す る 論 稿 は 多 数 あ っ た が 、輸 出 入 量 が 大 き く な か っ た 海 苔 に 関 す る も の

は な か っ た こ と を 付 記 す る 。  

 

4.2000 年 以 降  

2000 年 以 降 の 海 苔 養 殖 に 関 す る 既 往 研 究 に は 、 日 韓 共 通 に 海 苔 養 殖 経

営 の 改 善 に 重 点 を お い た も の が 多 い 。 日 本 で は 1990 年 代 か ら 現 れ た 協 業

化 が 、海 苔 養 殖 経 営 体 の 経 営 改 善 策 と し て 注 目 さ れ る 。片 岡 千 賀 之 (2003)

2 3 )と 増 田 裕 二 (2014) 2 4 )は 佐 賀 県 を 、 篠 原 満 寿 美 ‧中 原 秀 人 (2019) 2 5 )は 福 岡

県 を 、そ れ ぞ れ 対 象 と し て 、協 業 化 の 実 態 を 検 討 し た 。そ の 中 で 、佐 賀 県

を 事 例 と し た 片 岡 は 、海 苔 養 殖 の 協 業 化 と 漁 協 委 託 加 工 に よ る 投 資・加 工

コ ス ト の 削 減 と 労 働 の 軽 減 効 果 を 検 証 し な が ら 、① 協 業 体 と 個 人 経 営 の 経
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営・労 働 面 で の 比 較 、② 協 業 体 と 漁 協 委 託 加 工 の 経 営 の 比 較 、③ 協 業 化 と

漁 協 委 託 加 工 の 意 義 と 展 望 、に 関 し て 論 じ た 。婁 小 波 (2000) 2 6 )は 、海 苔 市

場 の 変 化 に よ る 産 地 移 動（ 主 産 地 の 変 容 ）を 明 ら か に し 、産 地 対 応 の 方 向

性 を 考 察 し た 。産 地 に 求 め ら れ る 対 応 と し て は 、製 品 差 別 化 と コ ス ト・ダ

ウ ン の ２ 点 を 取 り 上 げ た 。  

韓 国 に 関 す る 既 往 研 究 に は 、韓 国 の 海 苔 養 殖 業 の 改 善 方 向 を 検 討 し た L

ee,K.H（ 2006） 2 7 )、韓 国 海 苔 産 業 の 分 業（ 生 産 と 加 工 の 分 離 ）の 経 済 的 意

義 と 問 題 点 を 海 苔 養 殖 業 者 に 注 目 し な が ら 分 析 し た Kim,B.H et al.（ 201

6） 2 8 )、 韓 国 側 の 海 苔 養 殖 業 者 の 経 営 改 善 事 例 と そ の 効 果 を 検 討 し た 金 ら

（ 2016） 2 9 )が あ る 。 Lee は 生 産 、加 工 、流 通 の 空 洞 化 に よ る 集 団 管 理 体 制

の構 築 と漁 場 環 境 の改 善 による品 質 向 上 及 び多 様 な加 工 品 の開 発 による消

費 促 進 と 輸 出 の 多 角 化 な ど を 提 示 し た 。 Kim は 干 し 海 苔 1 枚 あ た り の 価 格

構 成 比（ 加 工・養 殖 業 者 の 費 用・利 益 ）を 明 ら か に し 、海 苔 養 殖 業 者 の 利

益 が 尐 な い こ と を 指 摘 し た 。さ ら に 、養 殖 業 者 に よ る 海 苔 加 工 な ど に よ っ

て 不 均 衡 な 利 益 分 配 構 造 を 改 善 し 、養 殖 経 営 の 安 定 化 を 図 る 必 要 が あ る と

評 価 し た 。金 ら は 、海 苔 養 殖 業 者 に よ る 製 品 加 工 や 直 接 販 売 活 動 な ど 、韓

国 の 海 苔 養 殖 業 の 共 同 管 理 体 制 の 成 功 事 例 を 検 討 し た 。  

海 苔 の 流 通 に 関 す る 研 究 で は 、輸 出 入 実 態 と そ の 影 響 に 重 点 を お い た も

の が 多 い な か で 、世 界 の 海 藻 類 あ る い は 海 苔 の 市 場 拡 大 に 触 れ た 海 外 の 既

往 研 究 も あ っ た 。日 本 で は 、海 苔 の 生 産・消 費・輸 出 入 を 検 討 し た 婁 小 波

(2011) 3 0 )、韓 国 産 海 苔 の 日 本 市 場 へ の 導 入 実 態 を 観 察 し た 自 然 産 業 研 究 所

(2014) 3 1 )が あ る 。婁 は 、海 苔 に 関 し て 産 地・市 場・貿 易 の 動 向 を 整 理 す る

な か で 、 2006 年 ま で の 韓 国 と の 海 苔 貿 易 実 績 の 変 化 を 取 り 上 げ た 。 自 然

産 業 研 究 所 は 、日 本 海 苔 メ ー カ ー に と っ て 韓 国 産 海 苔 は ど の よ う に 評 価 さ

れ て い る の か を 、イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を も と に 整 理 し た 。ま た 、海 苔 を 対 象

と し た 研 究 で は な い が 、水 産 物 の 国 際 流 通 取 引 関 係 に 注 目 し た 山 本 尚 俊（ 2

006） 3 2 )が あ る 。 山 本 は 、 日 本 の 業 者 に よ る 対 韓 国 タ チ ウ オ 輸 出 を 巡 る 流

通 取 引・ビ ジ ネ ス の 実 態 と 変 化 を 、担 い 手 と 産 地 に 着 目 し て 検 討 し た 。輸

出 ビ ジ ネ ス の 拡 大・強 化 は 担 い 手 の グ ル ー プ 化 、産 地 業 務 の 再 編 に 繋 が っ
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て い る こ と が 特 徴 で あ っ た 。海 苔 メ ー カ ー の 業 務 実 態 に 触 れ た 秋 谷 重 男 (2

006) 3 3 )、戦 後 の 日 韓 間 の 海 苔 貿 易 関 係 を 述 べ た 藤 井 賢 二（ 2001） 3 4 )も あ っ

た 。  

海 苔 の 流 通 に 関 す る 韓 国 側 の 既 往 研 究 を み る と 、海 苔 メ ー カ ー に 関 し て

は Cho et al.(2009) 3 5 )と Beak（ 2020） 3 6 )が あ る 。 Cho et al.は 韓 国 産 海

苔 加 工 品 の 種 類 、海 苔 の 輸 出 入 現 況 、地 域 別・従 業 員 数 別 海 苔 メ ー カ ー 数

な ど を 整 理 し 、 2 次 加 工 業 者 で あ る 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー へ の ア ン ケ ー ト 調

査 （ 15 社 ） に よ っ て 輸 出 動 向 を 検 討 し た も の で あ る 。 Beak は 干 し 海 苔 加

工 業 の 実 態 と 問 題 点 を 論 じ た も の で あ る 。こ の 論 稿 で は 韓 国 の 1 次 加 工 業

者 で あ る 干 し 海 苔 メ ー カ ー の 350 業 者 へ の 電 話 調 査 に よ っ て 、韓 国 の 干 し

海 苔 加 工 能 力 を 算 出 し た 。そ の 結 果 、韓 国 の 干 し 海 苔 加 工 業 界 は 海 苔 の 養

殖 生 産 量 を 大 き く 上 回 る 加 工 能 力 を 保 有 し て い る こ と を 明 ら か に し 、干 し

海 苔 メ ー カ ー は 過 度 な 競 争 状 況 に あ る こ と を 指 摘 し た 。ま た 、韓 国 の 海 苔

貿 易 に 関 し て は 、 Oak,Y.S et al（ 2009） 3 7 )、 Jang,H.S（ 2016） 3 8 )、 Beak,

E.Y and Li,Y.H(2018) 3 9 )、 Jun,E.C and Han,S.O(2019) 4 0 )が あ る 。 こ れ ら

は、貿 易 デー タの統 計 的 な分 析 によって海 苔 輸 出 の拡 大 戦 略 を取 り上 げた。

な お 、 海 外 の 海 苔 市 場 や 消 費 に 関 し て は 、 T . Mc h u gh＆ A. S inr o d (2 0 1 8) 4 1 )

と H.Kang and Z.Yang and Z.Zhang(2021) 4 2 ),M.Young et al.(2022) 4 3 )が

あ る 。 2000 年 以 降 の 日 韓 の 海 苔 産 業 に 関 す る 既 往 研 究 の 多 く は 、 海 苔 の

国 際 取 引 の 拡 大 を 背 景 に 置 い た も の で あ っ た 。し か し 、国 際 取 引 関 係 の 変

化 等 による海 苔 養 殖 や流 通 段 階 へのインパクトに注 目 したものはなかった。

と く に 、日 本 で は 国 内 産 業 の み の 検 討 が 多 く 、韓 国 を 含 む 海 外 生 産 国 の 動

向 や日 本 海 苔 メー カー の輸 出 実 態 など国 内 海 苔 産 業 の対 外 環 境 変 化 に 関 す

る 論 稿 は ほ と ん ど み ら れ な い 。  

 

5.海 苔 産 業 研 究 の 論 点 変 化 と 今 日 的 な 課 題  

 こ れ ま で の 海 苔 産 業 研 究 の 論 点 を 、 養 殖 生 産 と 流 通 に 分 け て ま と め る 。

海 苔 養 殖 生 産 に 関 す る 既 往 研 究 の 軸 は 、漁 場 利 用 と 生 産 安 定 化 → 過 剰 生 産
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の 問 題 点 → 養 殖 経 営 体 の 経 営 改 善 、と 変 わ っ て き た 。最 近 の 海 苔 養 殖 に 関

す る重 要 論 点 は協 業 化 の拡 大 、それによる 経 営 収 支 の改 善 にある 。しかし、

佐 賀 県 を 除 く と 実 際 に は 個 人 経 営（ 協 業 化 に 参 加 し な い タ イ プ ）が 最 も 多

い こ と か ら 、個 別 経 営 維 持 の 理 由 を 、協 業 化 の デ メ リ ッ ト や 障 害 等 に 注 目

し な が ら 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る 。さ ら に は 、海 苔 養 殖 経 営 環 境 の 変 化

など個 別 業 者 が直 面 する要 素 や個 別 経 営 体 の生 き残 り戦 略 など従 来 型 の海

苔 養 殖 経 営 の今 日 の変 容 とその原 因 の把 握 を主 要 論 点 とするべきだと考 え

る 。加 え て 、日 本 か ら の 技 術 移 転 に よ っ て 活 性 化 し た 韓 国 の 海 苔 養 殖 業 が

ど の よ う な 姿 に 到 達 し た の か 、両 国 の 海 苔 養 殖 生 産 は ど の よ う な 技 術 的 ・

構 造 的 な 相 違 点 を 持 つ に 至 っ た の か を 検 討 す る 必 要 も あ る 。  

海 苔 流 通 に 関 す る 既 往 研 究 は 、共 販 制 度 の 導 入・拡 大 → 共 販 制 度 の 定 着・

見 直 し → 量 販 店 主 導 の 流 通 → 輸 入 海 苔 の 取 扱 拡 大 、の 様 に 論 点 を 変 わ っ て

き た 。最 近 で は 、韓 国 産 海 苔 の 輸 入 増 加 、そ れ に よ る 国 内 市 場 へ の 影 響 の

把 握 が 重 視 さ れ て い る 。そ れ 故 、日 本 に よ る 韓 国 産 海 苔 輸 入 の 拡 大 の 原 因

を 明 ら か に す る 必 要 が あ る し 、今 日 の 海 苔 メ ー カ ー に 関 す る 検 討 で は 日 韓

間 の 取 引 関 係 が 主 要 論 点 だ と 考 え る べ き で あ る 。と く に 日 本 に お け る 今 ま

で の 海 苔 流 通 に 関 す る 論 稿 は 日 本 国 内 産 業 だ け を 対 象 と し て い た が 、世 界

市 場 との関 係 から現 局 面 を解 くには 海 外 海 苔 市 場 の変 容 や韓 国 海 苔 メー カ

ー の 動 向 な ど を 見 据 え た 検 討 が 必 要 で あ る 。  

以 上 を 踏 ま え る と 、海 苔 産 業 に 関 す る 既 往 研 究 は 産 業 内 の 個 別 業 者 の 行

動 変 化 に 重 点 を 置 い た も の は 尐 な い 。ま た 、海 苔 養 殖 ま た は 流 通 段 階 の 一

部 に 集 中 し た 俯 瞰 的 な 検 討 が 多 く 、生 産 と 流 通 の 相 互 連 携 や 外 国・世 界 市

場 と の 関 係 を 対 象 と し た 論 稿 が 尐 な い 。こ れ は 韓 国 側 も 同 じ で あ る 。こ れ

ら か ら 、海 苔 産 業 の 担 い 手 の 対 応 行 動 、主 体 間 関 係 、ま た は 世 界 市 場 と 日

韓 国 内 市 場 と の 関 係 に 関 す る 検 討 が 求 め ら れ 、生 産・流 通 の 各 段 階 の 動 き

と 海 苔 産 業 の 構 造 規 定 の 関 連 性 に 着 目 す る 必 要 が あ る 。  
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3 節  検 討 課 題 と 方 法  

1.検 討 課 題 と 構 成  

既 往 研 究 の 検 討 を 踏 ま え 、 本 研 究 で 設 定 し た 目 的 に 接 近 す る た め に 、 4

つ の 検 討 課 題 を 設 定 し た 。ま ず 、最 大 の 海 苔 生 産・消 費 国 で あ っ た 日 本 の

需 給・市 場 の 変 化・特 徴 と 絡 め て 、韓 国 と の 貿 易 関 係 や 世 界 市 場 の 動 向 を

俯 瞰 的 に 整 理 す る 。こ れ は 、養 殖 業 者 や 加 工・流 通 業 者 の 経 営 環 境 の 変 化

を 確 認 す る こ と と 同 義 で あ る 。そ れ を 踏 ま え 、第 2 に 、韓 国 の 海 苔 産 業 の

構 造 的 な 特 徴 と 絡 め て 、生 産・輸 出 の 実 態 等 を 整 理 し た 上 で 、韓 国 の 海 苔

養 殖 業 者・メ ー カ ー の 対 応 行 動 を 分 析 す る 。海 苔 養 殖 経 営 の 検 討 で は 経 営

タ イ プ 別（ 養 殖 方 式 別 ）の 違 い 点 に 、海 苔 メ ー カ ー の 場 合 は 日 本 を 含 む 国

際 取 引 関 係 に 重 点 を 置 く 。第 3 に 、日 本 の 海 苔 養 殖 業 者・メ ー カ ー の 対 応

行 動 を 分 析 す る 。海 苔 養 殖 経 営 は 経 営 形 態 の 変 化 に 、海 苔 メ ー カ ー の 対 応

行 動 は 日 韓 海 苔 流 通 取 引 と 海 外 業 務 展 開 に 注 目 す る 。 最 後 に 、 第 2 と 第 3

の 検 討 を 経 て 、海 苔 産 業 に お け る 担 い 手 の 行 動 変 化 の 特 徴 と そ の 影 響 を 明

ら か に す る 。  

そ の た め に 、 本 研 究 は 次 の よ う に 構 成 す る 。  

第 1 章 で は 研 究 背 景 お よ び 既 往 研 究 の 整 理 に よ っ て 、こ の 研 究 の 視 点 を

明 確 に す る 。 第 2 章 で は 、 ① 日 本 を 軸 と し て 海 苔 養 殖 業 者 ·メ ー カ ー の 経

営 外 部 環 境 は ど の よ う に 変 化 し て い る か を 検 討 し 、② 海 苔 に 関 す る 日 本 と

韓 国 と の 間 、 両 国 と 世 界 海 苔 市 場 と の 間 、 の 関 係 を 明 ら か に す る 。  

第 3 章 で は 、日 韓 の 海 苔 養 殖 経 営 体 の 行 動 変 化 に 注 目 し て 、両 国 海 苔 経

営 体 の 業 務 展 開 の 方 向 性 を 明 ら か に す る 。そ の た め に 、① 日 本 海 苔 養 殖 生

産 及 び産 地 の特 性 の確 認 、② 日 本 の海 苔 養 殖 経 営 の与 件 と形 態 変 化 の分 析 、

③ 韓 国 産 海 苔 養 殖 生 産 の 特 徴 ·成 長 背 景 ·現 況 の 整 理 、④ 韓 国 産 海 苔 養 殖 経

営 体 の 養 殖 方 法 別 の 経 営 現 況 お よ び 特 徴 の 分 析 、を お こ な う 。第 4 章 で は 、

海 苔 の 加 工 、製 品 生 産 、国 内 流 通 お よ び 輸 出 入 を 担 当 す る 海 苔 メ ー カ ー に

目 を 向 け る 。こ こ で は 、ま ず 、① 韓 国 の 海 苔 輸 出 拡 大 と そ の 背 景 を 明 ら か

に し 、② 韓 国 海 苔 メ ー カ ー の 国 内 外 市 場 へ の 対 応 変 化 を 、主 体 間 の 関 係 再
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編 を 基 に 分 析 す る 。続 い て 、③ 日 韓 の 海 苔 流 通 取 引 の 実 態 を 把 握 し 、そ の

特 徴 を整 理 する。最 後 に④ 日 本 メー カー の海 外 業 務 展 開 の現 状 を把 握 する。

こ れ ら か ら 、世 界 海 苔 市 場 の 拡 大 と い う 共 通 の 状 況 の 下 で 、両 国 の 海 苔 メ

ー カ ー の 業 務 は ど う 成 立 し て い る の か 、両 国 の 海 苔 メ ー カ ー の 相 互 関 係 は

ど う 変 化 し て い る の か 、 を 検 討 す る 。  

第 5 章 で は 、本 論 の ま と め と し て 両 国 の 海 苔 産 業 に お け る 養 殖 業 者 、流

通 業 者 と 呼 ば れ る 経 済 主 体 の 対 応 が い か な る も の で あ り 、そ の 変 化 が ど の

よ う に 生 じ て い る の か 、そ し て 、こ れ を 通 し て 、日 韓 海 苔 産 業 の 現 局 面 の

特 質 を 明 確 化 し て 、各 経 済 主 体 や 生 産・流 通 段 階 の 変 化 が 及 ぼ す 影 響 は 何

な の か を 示 す 。  

 

2.研 究 方 法 及 び 用 語 の 定 義  

1)研 究 方 法  

本 論 文 は 聞 き 取 り 調 査 に よ っ て 経 済 主 体 の 動 向 把 握 に 努 め 、統 計 資 料 や

文 献 調 査 に よ っ て 概 況 と 検 討 内 容 を 補 完 し な が ら 、日 韓 の 海 苔 養 殖 業 者 と

海 苔 メ ー カ ー の 対 応 行 動 の 変 化 を 考 察 す る 。そ の た め に 、ま ず 、海 苔 養 殖

業 者 と海 苔 メー カー を取 り巻 く外 部 環 境 を 統 計 資 料 や文 献 調 査 によって 整

理 す る（ 第 2 章 ）。海 苔 養 殖 経 営 体 の 行 動 変 化 を 、経 営 形 態 の 変 化（ 日 本

海 苔 養 殖 業 者 ）と 養 殖 方 式 別 の 相 違 点（ 韓 国 海 苔 養 殖 業 者 ）を 中 心 に 検 討

す る（ 第 3 章 ）。海 苔 養 殖 経 営 体 の 行 動 変 化 の 動 機 と 種 苗 業 者 な ど 関 連 業

者 と の 関 係 、業 務 の 外 注 化・相 互 協 力 関 係 の 構 築 と コ ア ビ ジ ネ ス 領 域 の 位

置 づ け の 変 化 に 注 目 す る 。海 苔 メ ー カ ー の 場 合 は 、海 苔 養 殖 業 者 な ど 流 通

川 上 と の 垂 直 的 関 係 、同 業 他 社 と の 水 平 的 関 係 、に 重 点 を 置 く 。合 併 や 資

本 関 係 の グ ル ー プ 化 、業 務 協 力 関 係 の 構 築 な ど 、主 体 間 関 係 の 変 化 か ら 海

苔 メ ー カ ー の 行 動 を 読 み 解 く （ 第 4 章 ） 。  

第 3 章 の 日 本 の 海 苔 養 殖 業 者 へ の 検 討 で は 、 海 苔 養 殖 の 主 産 地 の う ち 、

有 明 海 に 面 す る 福 岡 県 に 注 目 し 、同 県 で も 最 も 生 産 量 が 多 い 柳 川 地 区 で 聞
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き 取 り 調 査 を 行 な っ た 。こ の 聞 き 取 り 調 査 の 対 象 は 柳 川 漁 協 関 係 者 及 び 柳

川 地 区 の 海 苔 養 殖 業 者 で あ る 。こ の 海 苔 養 殖 業 者 に つ い て は 、サ ン プ ル と

し て の 代 表 性 を 確 保 す る た め 、養 殖 施 設 規 模（ 使 用 す る 海 苔 網 の 数 ）を も

と に し て 7 経 営 体 を 対 象 と し た 。こ の 調 査 対 象 は 、経 営 形 態 の 変 化 と 戦 略

を 明 ら か に す る た め に 当 地 域 の 主 な 経 営 体 タ イ プ を 3 類 型 に 区 分 し た こ と

に 沿 っ た も の で 、 最 近 3 年 間 （ 2017～ 2019 年 ） の 収 支 内 訳 を も と に 検 討

さ れ た も の で あ る 。こ れ ら に 対 す る 聞 き 取 り 調 査 は 2020 年 6 月 13～ 14 日

に 実 施 し た が 、聞 き 取 り 調 査 の 実 施 前 に 、上 記 漁 協 の 上 部 組 織 で あ る 福 岡

県 漁 業 協 同 組 合 連 合 会（ 以 下 、福 岡 県 漁 連 ）の 関 係 者 と の 間 で 複 数 回 の 事

前 協 議 と 聞 き 取 り 調 査 を 行 な っ た 。  

韓 国 の 海 苔 養 殖 経 営 に 関 し て は 、 2017 年 以 前 に 著 者 が 実 施 し た 現 場 労

務 と 経 営 内 容 に 関 す る 実 態 調 査 の 結 果 に 加 え て 、 2017 年 以 降 の 情 報 を 同

国 内 で の 聞 き 取 り 調 査 に よ っ て 追 加・補 完 し て 基 礎 デ ー タ と し た 。韓 国 で

の聞 き取 り 調 査 では養 殖 方 式 別 の海 苔 養 殖 経 営 の違 いと特 徴 を明 らかにす

る こ と に 重 き を 置 い た 。 各 経 営 体 の 年 間 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル を 整 理 し 、 1 年

間 の 海 苔 養 殖 生 産 に か か る 費 用 を 算 出 し た 。 船 舶 等 の 減 価 償 却 期 間 は 10

年 と し 、そ の 他 養 殖 機 材 等 の 耐 用 年 数 は 聞 き 取 り 調 査 先 の コ メ ン ト に 従 っ

た 。養 殖 利 益（ 出 荷 額 ）は 年 間 変 動 が あ る た め 調 査 時 直 近 の 3 年 間 の 平 均

を 適 用 し 、 各 養 殖 方 法 別 の 調 査 対 象 が 各 1 経 営 体 で あ る こ と を 勘 案 し て 、

同 養 殖 方 式 の他 養 殖 業 者 と 比 べた時 に 偏 差 が大 きい部 分 については平 均 的

な 数 値 を 勘 案 し て 適 用 、再 整 理 し た 。聞 き 取 り 調 査 の 実 施 時 期 と い う 点 で

は 日 韓 同 時 期 実 施 と い う わ け で は な い が 、両 国 で 実 施 し た 聞 き 取 り 調 査 で

収 集 した内 容 の質 的 側 面 については、論 文 作 成 には有 効 であると判 断 した。  

第 4 章 の 日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー に 関 す る 検 討 の た め に は 、両 国 の 海 苔 メ ー

カ ー へ の 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。対 象 選 定 の 基 準 は 、両 国 の 大 手 海 苔 メ ー

カ ー と し た 。当 章 で 注 目 し た 国 際 流 通 取 引 関 係 は 現 時 点 の 実 態 だ け で は な

く 、今 後 の 各 業 者 の 戦 略 や 対 応 も 重 要 点 な の で 、両 国 の リ ー デ ィ ン グ・カ

ン パ ニ ー を 調 査 の 対 象 と し た 。加 え て 、日 韓 間 の 海 苔 流 通 取 引 で は 大 手 メ

ー カー が大 きく関 与 していることもあり、これらは妥 当 な調 査 対 象 である。
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具 体 的 に は 両 国 の マ ー ケ ッ ト シ ェ ア 上 位 10 社 の 中 で 3 社 ず つ 選 定 し た 。

日 本 が 設 定 し て い る IQ 制 の も と で の 対 日 海 苔 輸 出 に つ い て は 、 韓 国 の 水

産 貿 易 協 会 へ の 調 査 も 含 め て 、 2018 年 7 月 か ら 2019 年 6 月 の 間 に 韓 国 と

日 本 で 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た 。  

本 論 文 では直 近 の局 面 として海 苔 産 業 内 部 の動 きならびに主 体 間 関 係 の

変 化 を 俯 瞰 す る 必 要 が あ る 。そ の た め 、上 記 以 外 に も 日 本 の 地 方 回 転 寿 司

店 、韓 国 の 海 苔 関 連 団 体（ 干 し 海 苔 生 産 者 連 合 会 ）、韓 国 の 小 規 模 国 内 流

通 専 門 業 者 な ど 、両 国 間 の 取 引 線 上 に あ る 関 係 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 も 実 施

し た 。  

聞 き 取 り 調 査 以 外 に 、定 量 的 な デ ー タ の 収 集 に あ た っ て 、海 苔 貿 易 実 績

や 海 苔 養 殖 生 産 量 な ど 統 計 デ ー タ は 、各 国 の 関 係 を 整 理 す る 場 合 に は 主 に

FAO の 統 計 を 利 用 し 、特 定 国 間 の 関 係 に つ い て は 当 該 各 国 の 貿 易 統 計 や 専

門 調 査 機 関 の 報 告 書 な ど を 素 材 と し た 。た だ 、中 国 の デ ー タ な ど 信 頼 性 に

つ い て 種 々 の 議 論 が あ る も の に つ い て は 、 既 存 の 調 査 資 料 を 活 用 し た 。  

 

2)海 苔 と 海 苔 メ ー カ ー ： 用 語 の 定 義  

海 苔 と は 養 殖 段 階 で は「 の り 」ま た は「 ノ リ 」、製 品 化 段 階 で は「 海 苔 」

と 表 記 す る 場 合 も あ る が 、本 論 文 で は 先 行 研 究 や 参 考 文 献 の タ イ ト ル 以 外

は 全 て 「 海 苔 」 に す る 。  

「 干 し 海 苔 」 は 、 日 本 で は 縦 21cm×横 19cm を 基 本 サ イ ズ と し た 「 板 の

り 」 で あ り 、 こ の 1 枚 当 た り の 重 さ は 3g で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 韓 国 の

「 干 し 海 苔 」 は 通 常 2.6ｇ /枚 を 基 準 と す る の で （ サ イ ズ は 同 じ ） 、 日 韓

デ ー タ を 同 時 に 示 す 時 は 、 日 本 側 基 準 に 換 算 し た デ ー タ を 使 用 す る 。  

本 研 究 で 述 べ る「 海 苔 メ ー カ ー 」と は 、基 本 的 に は 海 苔 の 製 造 加 工 と 流

通 を 兼 ね る 事 業 者 を 指 す 。「 韓 国 の 海 苔 メ ー カ ー 」に は 一 次 加 工 業 者 と 二

次 加 工 業 者 が 含 ま れ る が 、 こ れ に 関 す る 具 体 的 な 内 容 は 本 文 中 で 述 べ る 。 
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第 2 章  日本海苔市場の変容と国際取引の拡大  

 

1 節  日 本 海 苔 市 場 の 変 容  

1.海 苔 養 殖 の 成 長  

日 本 で 海 苔 が 初 め て 文 字 と し て 登 場 し た の は 西 暦 700 年 代 で あ る 4 4 )。し

か し 、 海 苔 は 1600 年 代 （ 江 戸 時 代 前 期 ） ま で は 天 然 も の を 採 っ て 利 用 さ

れ て い た 4 5 )。 海 苔 の 養 殖 は 、 1700 年 頃 （ 江 戸 時 代 中 期 ） に 東 京 湾 で 始 ま

り 、 1800 年 前 後 （ 江 戸 時 代 終 期 ） か ら は 海 苔 養 殖 が 海 苔 商 人 を 介 し て 全

国 に 広 ま る 4 6 )。こ の 時 期 の 都 道 府 県 別 の 海 苔 養 殖 導 入 を 、表 １ に 示 す 。江

戸 時 代 に は 東 京 部 、広 島 県 、愛 知 県 、愛 媛 県 な ど 、明 治 時 代 に は 瀬 戸 内 海

の 山 口・香 川・徳 島・大 分 県 、有 明 海 の 熊 本 ・ 福 岡 県 で 海 苔 養 殖 が 始 ま っ

た 。 佐 賀 県 と 兵 庫 県 は 、 大 正 ・ 昭 和 時 代 に 海 苔 養 殖 が 始 ま っ た 。  

表 1 に 示 し た よ う に 海 苔 養 殖 の 新 規 産 地 の 開 拓 は 続 い た が 、海 苔 生 産 量

は 大 き く は 増 え な か っ た 。こ の 原 因 は 主 に 戦 前 ま で に 見 ら れ る 養 殖 技 術 面

で の 限 界 で あ る 。 し か し 、 1949 年 に 海 苔 の ラ イ フ サ イ ク ル が 解 明 さ れ て

か ら は 4 7 )、 人 工 採 苗 技 術 が 開 発 さ れ る な ど 海 苔 養 殖 の 近 代 化 が 始 ま る 。  
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表 1 都 道 府 県 別 海 苔 養 殖 開 始 時 期  

時 期  西 暦  都 道 府 県  時 代  西 暦  都 道 府 県  

江 戸  

時 代  

1673～ 1680 東 京  

明 治 期  

1874 三 重  

1741～ 1743 広 島  1876 福 岡  

1822 千 葉  1885 同 山  

1818～ 1829 静 岡  1891 鹿 児 島  

1830～ 1847 和 歌 山  1899 大 分  

1841 愛 媛  

大 正 ・  

昭 和 期  

1926 兵 庫  

1843 愛 知  1937 北 海 道  

1853 宮 城  1941 大 阪  

1854～ 1859 福 島  1952 佐 賀 ・ 長 崎  

1864 岩 手  1955 青 森  

明 治 期  

明 治 維 新 頃  熊 本  1956 京 都  

明 治 初 年  
山 口 ・ 香 川  

・ 徳 島  
1958 石 川  

1871 神 奈 川  1967 福 井  

出 所 ： 「 わ が 国 の 水 産 業 「 の り 」 」 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 、 p.14（ 2004）

に よ り 作 成  

 

海 苔 養 殖 の 技 術 発 展 と 生 産 量 の 変 化 を 図 1 に 示 す 。人 工 採 苗 の 普 及 以 降

（ 1964 年 ）、 1970 年 代 に は 冷 凍 網（ 1970 年 ）と 浮 流 式 養 殖（ 1971 年 ）が

定 着 に 向 か う よ う に な っ た 。 そ の あ と 、 1980 年 代 に は 大 型 自 動 乾 燥 機 器

（ 1981 年 ） と 酸 処 理 技 術 （ 1989 年 ） 、 1990 年 代 に は 海 苔 の 新 品 種 が 開 発

さ れ 普 及 し た 。  

1960 年 代 から 1990 年 代 までの海 苔 養 殖 の発 展 は次 の 3 点 に整 理 できる。

第 1 は 、生 産 安 定 化 と 増 産 で あ る 。採 苗 済 み の 海 苔 網 を 冷 凍 保 存 し 、漁 期

中 に 海 に 戻 す こ と に よ っ て 、海 苔 養 殖 の 二 期 作 が 可 能 に な っ た（ 冷 凍 網 の

導 入 ）。採 苗 技 術 の 発 展 、海 苔 品 種 の 改 良・開 発 は 安 定 的 な 増 産 を 支 え た 。

第 2 に 、漁 場 の 拡 大 で あ る 。従 来 の 海 苔 養 殖 は 支 柱 式 養 殖 に よ っ て 干 潟 域

帯 で の み 行 う も の で あ っ た 。浮 流 式 養 殖 方 法 の 開 発 は 、海 苔 養 殖 が 漁 場 の

制 約 を 克 服 で き る き っ か け と な っ た 4 8 )。こ れ ら か ら 、海 苔 養 殖 は 岸 側 か ら
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（ 支 柱 式 ）沖 側 へ と（ 浮 流 式 ）拡 大 す る こ と が で き た 。第 3 は 、加 工 の 機

械 化 で あ る 。元 々 、海 苔 養 殖 業 者 は 生 海 苔 を 干 し 海 苔 に 加 工 し て い て 、こ

れ は 手 作 業 に よ る も の で あ っ た 。し か し 、自 動 海 苔 乾 燥 機 器 の 導 入 に よ っ

て 、労 働 力 の 削 減 は も ち ろ ん 、海 苔 の 大 量 加 工 が 可 能 に な る と と も に 、均

一 な 品 質 の 海 苔 を 出 荷 で き る よ う に な っ た 。  

こ の よ う な 養 殖・加 工 技 術 の 発 展 に よ っ て 、海 苔 生 産 量（ 暦 年 卖 位 。生

海 苔 基 準 ）は 1960 年 代（ 30～ 40 億 枚 ）か ら 90 年 代（ 100 億 枚 前 後 ）ま で

2 倍 以 上 に 増 加 し た 。し か し 、 2000 年 代 に 入 っ て か ら は 、生 産 量 は 減 尐 傾

向 に あ る 。 平 均 卖 価 は 1990 年 代 か ら 停 滞 し て い る 。 こ の 動 き に は 養 殖 経

営 体 数 の 減 尐 や 海 苔 養 殖 経 営 環 境 の 変 化 が 関 与 し て い る が 、次 に 述 べ る 海

苔 市 場 や 海 苔 メ ー カ ー の 変 化 が 大 き く 関 わ っ て い る 。  

図  1 海 苔 養 殖 の 技 術 発 展 と 生 産 の 変 化  

注 ： 干 し 海 苔 基 準 。 平 均 単 価 は 2020 年 基 準 で デ フ レ ー ト 済 み  

出 所 ： 生 産 量 ・ 平 均 単 価 は 日 刊 経 済 通 信 者 「 酒 類 食 品 統 計 月 報 」 お よ び

全 国 海 苔 貝 類 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 の 資 料 、 養 殖 技 術 の 発 展 は 全 国 海 苔 貝

類 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 の 資 料 に よ り 作 成  
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2.近 年 の 海 苔 市 場  

日 本 に お け る 現 在 の 海 苔 市 場 は 大 き く 三 つ に 区 分 さ れ る 。手 巻 き 用 や 味

付 け 海 苔 な ど の 家 庭 用 、祝 い や 慶 事 用 の 贈 答 用 、お に ぎ り や 弁 当 、寿 司 等

の 業 務 用 で あ る 。 こ の 三 つ の 各 市 場 は 時 代 と と も に 拡 大 し て き た 。 婁 （ 2

011） は 、 1960 年 代 は 家 庭 内 需 要 の 増 加 、 1970 年 代 は 贈 答 用 市 場 の 伸 長 、

1980 年 代 は コ ン ビ ニ ・ お に ぎ り 用 な ど の 業 務 用 市 場 の 拡 大 を 指 摘 し て い

る 4 9 )。 1980 年 代 後 半 に は バ ブ ル 経 済 下 で 贈 答 用 を 中 心 に 海 苔 市 場 が 大 き

く 成 長 し た こ と も あ っ た 。  

し か し 、 1990 年 代 に 入 っ て は バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 で 日 本 国 内 の 海 苔 市 場

は 縮 小 局 面 に 入 り 、 2000 年 代 か ら は 生 産 と 消 費 （ こ こ で は 全 体 規 模 の こ

と 。家 庭 支 出 に 関 す る 動 き は 次 文 を 参 照 ）の 両 面 が 縮 小 を 続 け て い る 。と

こ ろ が 家 計 支 出 金 額 の 経 年 変 化 を 見 る と 、興 味 深 い 動 き を 知 る こ と が で き

る 。  

日 本 の 家 計 調 査 統 計 を 参 考 に し て 、干 し 海 苔 に 関 す る 家 計 支 出 額 の 最 近

の 変 化 を 図 2 に 示 す 。 家 庭 で の 海 苔 支 出 額 （ 年 平 均 ／ 世 帯 ） は 1980 年 代

の 6,000 円 前 後 か ら 縮 小 を 続 け て い た が 、 2010 年 か ら は 3,000 円 前 後 を

維 持 し て い る 。 2005 年 以 降 の 支 出 額 の 変 化 を 、 年 齢 階 層 別 に み る と 、 30

歳 代 は 20％ 増 え 、 29 歳 以 下 は 維 持 傾 向 に あ る 。 し か し 、 40 歳 代 以 上 で は

年 齢 層 が 高 く な る と 減 尐 率 は 大 き か っ た （ 40 代 ： -7%、 50 代 ： -19％ 、 60

代 ： -19％ 、 70 代 以 上 ： -23%） 。 若 い 世 代 の 支 出 額 の 増 加 ・ 維 持 、 年 齢 階

層 別 の 支 出 額 の 差 が 小 さ く な っ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。同 じ 期 間 で 購 入

頻 度 （ 100 世 帯 平 均 ／ 年 ） を 見 る と 、 603 回 か ら 754 回 へ と 25%、 増 え て

い る 。  
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1980 年 代 後 半 か ら 最 近 ま で の 海 苔 の 用 途 別 需 要 の 変 化 を 図 3 に 示 す 。

海 苔 の 国 内 需 要 量 は 年 変 動 を 伴 い な が ら も 2000 年 代 初 期 ま で 概 ね 100 億

枚 程 で あ っ た が 、 以 後 は 減 尐 し 、 10 年 以 降 は 80 億 枚 程 で 推 移 す る 。  

強 調 す べ き は 、こ う し た 国 内 海 苔 市 場 の 縮 減 が そ れ を 構 成 す る 主 な 需 要

構 成 の 変 化 を 伴 い 進 む こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 1980 年 代 後 半 当 時 は 、

家 庭 用 を 中 心 に (4 割 強 )、 業 務 用 (3 割 強 )、 贈 答 用 (2 割 強 )で 構 成 さ れ て

い た 国 内 需 要 が 、 2020 年 に は 、 業 務 用 が 6～ 7 割 に 拡 大 し 、 家 庭 用 は 3 割

弱 、贈 答 用 に あ っ て は 1 割 未 満 に 縮 小 し た 。高 価 格 帯 の 海 苔 製 品 が 対 応 す

る 贈 答 用 需 要 の 縮 小 は 、海 苔 の 市 場 価 格 の 相 対 的 下 落 を 誘 発 す る な ど 、養

殖 業 者 や 加 工 流 通 業 者 の 業 務 経 営 に も 変 化 や 影 響 を も た ら し て い る 。  

図 2 海 苔 の 家 計 支 出 額 の 変 化  

注 ： 「 家 計 収 支 編 」 の 「 ほ し の り 」 を 2020 年 基 準 で デ フ レ ー ト 済 み  

出 所 ： 総 務 省 統 計 局 「 家 計 調 査 」 （ 各 年 ）  
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3.海 苔 市 場 の 変 容 に よ る 影 響  

元 々 、 海 苔 は そ の 用 途 別 に 多 様 な 加 工 工 程 が 求 め ら れ る 。 し た が っ て 、

海 苔 メ ー カ ー が 保 有 す る 加 工 技 術 は 各 社 の 独 自 性 の 源 泉 で も あ っ た 。例 え

ば 、業 務 用 の 手 巻 き 海 苔 の な か に は 、太 巻 き 、中 巻 き 、通 常 の 手 巻 き 、小

さ な 手 巻 き が あ る 。 太 巻 き は 干 し 海 苔 1 枚 の 全 体 （ 縦 21cm×横 19cm） を

そ の ま ま 使 用 す る が 、中 巻 き は 干 し 海 苔 1 枚 の 8 割 の サ イ ズ を 、手 巻 き は

干 し 海 苔 1 枚 の 半 分 に 切 っ た も の を 使 用 す る （ 図 4） 。 こ の よ う な 、 海 苔

製 品 の 原 料 の 2 次 加 工（ 半 製 品 ）だ け で は な く 、海 苔 メ ー カ ー は 消 費 者 向

け の 完 成 品 を 作 る 2 次 加 工 も 行 っ て い る 。家 庭 用 (日 常 消 費 用 )か ら 贈 答 用

(ギ フ ト や 儀 礼 用 )ま で 、あ る い は 大 衆 品 か ら 高 級 品 ま で と 、海 苔 メ ー カ ー

が あ た か も Full Line Up 型 の 品 揃 え を し て 利 益 を 得 て い た 。  

図 3 海 苔 の 用 途 別 需 要 の 変 化  

出 所 ： 全 国 海 苔 貝 類 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 の 資 料 に よ り 作 成  
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し か し 、最 近 は 業 務 用 海 苔 が 取 り 扱 わ れ る コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど の

量 販 店 、回 転 す し な ど の 大 手 チ ェ ー ン と の 取 引 が 海 苔 メ ー カ ー の 業 務 の 中

心 に な っ て い る 。勿 論 、す べ て の 海 苔 メ ー カ ー が 業 務 用 海 苔 に 関 わ っ て い

る と い う わ け で は な い が 、現 在 で は 、海 苔 メ ー カ ー の 中 に は こ の 大 手 チ ェ

ー ン専 用 の製 造 ラインを備 えるところも ある。家 庭 用・贈 答 用 と比 べると、

業 務 用 需 要 に は 安 価 で 定 質 な 原 料 が 求 め ら れ る の で 、結 局 、海 苔 メ ー カ ー

の 原 料 調 達 は 中 低 価 格 帯 の 海 苔 の 買 い 付 け が 主 流 に な っ て い る 。業 務 用 向

け の 流 通 取 引 で は 海 苔 メ ー カ ー の 利 益 幅 が 薄 い と 言 わ れ る の で 5 0 )、安 価 な

原 料 の 調 達 が 生 産 コ ス ト の 抑 制 面 で 重 要 に な る だ ろ う 。こ う し た 動 き に 同

期 し て 、海 苔 メ ー カ ー の 取 り 扱 い 商 材 に は 、業 務 用 に 適 し た 外 国 産 海 苔 の

導 入 が 進 ん で い る 。  

こ の よ う な 海 苔 メ ー カ ー の 動 き は 、海 苔 養 殖 業 者 に も 影 響 を 及 ぼ す 。海

苔 養 殖 業 者 に と っ て は 、自 身 の 生 産 技 能 の 意 義 と は 、価 格 評 価 の 高 い（ 実

務 ベ ー ス で 表 現 す る な ら 、共 販 で 高 額 評 価 さ れ る ）海 苔 を 生 産 す る 能 力 を

図 4 用 途 別 に 見 た 海 苔 の カ ッ ト 加 工  

出 所 ： 地 元 回 転 寿 司 店 へ の 聞 き 取 り 調 査 (2019 年 10 月 21 日 実 施 )を も

と に 筆 者 が 作 成  
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持 っ て い る こ と な の で あ る 。こ の こ と は 、海 苔 養 殖 に よ っ て 得 ら れ る 利 益

の 大 き さ に つ な が る と い う の が 海 苔 養 殖 現 場 で 言 わ れ る 通 り 相 場 だ が 、高

い 能 力 を 発 揮 し て も 用 途 配 分 的 に 業 務 需 要 へ の 集 中 、換 言 す れ ば 高 額 評 価

が 得 ら れ な い 局 面 が 続 く よ う に な っ た 最 近 の 状 況 は 、海 苔 養 殖 経 営 に 対 す

る 逆 風 を 意 味 し て い る 。  
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2 節  日 本 に お け る 輸 入 海 苔 の 取 り 扱 い 拡 大  

1.海 苔 輸 入 の 背 景  

日 本 で は 元 々 、海 苔 メ ー カ ー に と っ て 、韓 国 や 中 国 か ら の 輸 入 海 苔 は 国

産 海 苔 を 補 完 す る た め の 扱 い で あ っ た 。し か し 、最 近 は 川 下 ニ ー ズ に 対 応

す る 不 可 欠 な 商 材 と し て 海 苔 輸 入 を 拡 大 し て い る 。  

2017 年 時 点 の 日 本 の 輸 入 海 苔 の 利 用 配 分 を 表 2 に 示 す 。 海 苔 メ ー カ ー

が 扱 う に よ っ て 取 り 扱 わ れ る 外 国 産 海 苔 は 、 韓 国 産 が 14 億 枚 、 中 国 産 が

5 千 万 枚 で 、ほ と ん ど が 韓 国 産 で あ る 。2017 年 の 輸 入 海 苔 の 用 途 配 分 を 見

る 。2017 年 で は 、回 転 す し 業 界 の 需 要 量 は 約 3 億 枚 で 、こ の う ち 7 割（ 2.3

億 枚 ） は 外 国 産 海 苔 が 占 め て い る 。 家 庭 用 海 苔 の 需 要 量 22 億 枚 の う ち 約

3 割 （ 7 億 枚 ） が 韓 国 産 で あ る 。 韓 国 産 の 海 苔 は 、 韓 国 風 味 付 け 海 苔 と し

て そ の ま ま 日 本 に 輸 入 さ れ る の は 4.5 億 枚 、日 本 国 内 で 家 庭 用 需 要 に 向 く

加 工 原 料 と し て 輸 入 さ れ る の は 2.5 億 枚 で あ る 。  

 

表  2 輸 入 海 苔 の 用 途 別 利 用 現 況 (2017 年 ) 

   (卖 位 ： 億 枚 ) 

区 分  韓 国  中 国  外 国 産 合 計  
項 目 別 の  

国 内 需 要 量  

回 転 す し  2.0 0.3 2.3 3.1 

お に ぎ り  1.5 0.2 1.7 26.0 

そ の 他 業 務 用  3.5 尐  3.5 27.9 

家 庭 用  7.0 尐  7.0 22.0 

合 計  14.0 0.5 14.5 79.0 

注：韓 国 産 の 家 庭 用 ７ 億 枚 は 韓 国 風 味 付 け 海 苔 4.5 億 枚 と 家 庭 用 原 料 2.5

億 枚 を 含 む 。 表 中 の 項 目 別 国 内 需 要 量 の 合 計 は 業 務 用 と 家 庭 用 の 合 計 。  

出 所 ： 日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー 各 3 社 お よ び 韓 国 水 産 貿 易 協 会 へ の 聞 き 取 り

調 査 (2018 年 7 月 ～ 2019 年 6 月 )を も と に 筆 者 が 作 成  
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韓 国 産 海 苔 は 、日 本 が 輸 入 す る 外 国 産 海 苔 の ほ と ん ど を 占 め 、特 定 価 格

帯（ 利 用 配 分 的 に は 業 務 需 要 向 け ）で 日 本 産 と 競 合 し て い る 。例 え ば 、お

に ぎ り 用（ 家 庭 用 で は な く 業 務 需 要 向 け 。主 軸 は コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で

売 ら れ て い る「 お に ぎ り 」に 使 わ れ る 商 材 ）の 原 料 価 格 帯 で は 、韓 国 産 海

苔 は 主 に 10～ 11 円（ FOB 価 格 5 1 )）に 集 中 し て い る 。こ れ は 、 9～ 15 円 の 日

本 産 海 苔 と 競 合 し て い る 。 2000 年 頃 ま で は 、 韓 国 産 海 苔 は 海 苔 加 工 設 備

や 品 質・食 品 安 全 管 理 面 で 日 本 国 内 需 要 用 と し て は 足 り な い 点 が 尐 な く な

か っ た 5 2 )。し か し 、現 在 で は 、価 格 評 価 だ け で は な く 、品 質 と 量 も 業 務 用

に 適 す る も の と し て 評 価 さ れ て い る 。  

海 苔 メ ー カ ー に よ る 韓 国 産 海 苔 の 取 り 扱 い が 拡 大 す る こ と を 受 け て 、韓

国 産 海 苔 の IQ 枠 に つ い て は 2006 年 と 2015 年 に 日 韓 両 国 政 府 は 拡 大 を 合

意 し て き た 。2015 年 の 合 意 に よ る と 、2025 年 に は 韓 国 産 海 苔 の 輸 入 IQ 枠

は 27 億 枚 ま で 増 え る 予 定 で あ る 5 3 )。 最 近 の 日 本 国 内 生 産 規 模 (70～ 80 億

枚 )を考 えると、この韓 国 産 海 苔 の輸 入 規 模 はこれの 33～ 36％ に相 当 する。

こ の こ と に つ い て は 、卖 な る 枠 の 拡 大 と い う よ う な 表 面 的 な 評 価 に 留 ま ら

ず 、日 本 国 内 の 海 苔 需 要 が 業 務 筋 に 集 中 す る と い う 構 造 を 、韓 国 産 海 苔 の

品 質 管 理 技 術 が支 えていると理 解 するべきであろう。産 地 としての韓 国 は、

今 や 日 本 国 内 の 各 産 地 と 並 ぶ 原 料 供 給 地 で あ る 。日 本 で は 、中 国 産 海 苔 は

韓 国 産 海 苔 よ り も 輸 入 量 は 尐 な い が 、韓 国 産 海 苔 は 日 本 を 含 む 世 界 市 場 に

展 開 し て い る 。日 本 の 海 苔 メ ー カ ー の 一 部 は 韓 国 や 中 国 に 現 地 法 人 を 設 立

し て 原 料 調 達 力 を 強 化 し て い る 。  

繰 り 返 す が 、 日 本 は 、 海 苔 に IQ 制 を 適 用 し て お り 、 そ の 歴 史 も 長 い 。

同 制 度 の も と で 以 前 か ら 海 苔 の 輸 入 が 行 わ れ て い た が 、そ の 量 は 尐 な か っ

た 。し か し 、最 近 で は 、国 内 産 地 と 比 べ る と 、価 格 の 割 に 良 品 な も の を 探

せ る と 韓 国 産 海 苔 は 評 価 さ れ て お り 、そ れ を 選 択 す る 海 苔 メ ー カ ー や 流 通

末 端 に あ る 業 者 が 増 え て い る 。現 在 、日 本 の 量 販 店 で 容 易 に 見 る こ と が で

き る 韓 国 味 付 け 海 苔 の 他 に も 、お に ぎ り や 弁 当 、回 転 寿 司 な ど の 業 務 筋 に

も 外 国 産 海 苔 が 積 極 的 に 利 用 さ れ て い る 。続 い て は 海 苔 IQ 制 を 検 討 す る 。  
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2.日 本 の 海 苔 IQ 制 度 と 海 苔 取 引  

海 苔 の 貿 易 は 、日 本 の 海 苔 IQ 制 の 下 に あ る 。こ こ で は 、海 苔 IQ 制 が ど

のように実 施 されているのかを韓 国 との取 引 実 態 をもとにして整 理 したい。  

IQ に は 、三 つ の 割 り 当 て 枠 が あ る (図 5)。ま ず 、需 要 者 割 当 で あ る 。こ

れ は 農 林 水 産 省 を 通 じ て 日 本 の 海 苔 関 連 5 団 体 を 介 し て 、日 本 国 内 の 海 苔

メ ー カ ー や 加 工 業 者 等 に 割 り 当 て ら れ る 。海 苔 関 連 の 5 団 体 と は 、全 国 漁

業 協 同 組 合 連 合 会 、全 国 海 苔 貝 類 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 、全 国 海 苔 問 屋 協 同

組 合 連 合 会 、全 国 加 工 海 苔 協 同 組 合 連 合 会 、輸 入 海 苔 問 屋 協 同 組 合 で あ る 。

韓 国 において実 施 さ れる韓 国 産 海 苔 の 入 札 会 と相 談 会 における取 引 に基 づ

く 輸 入 が こ の 枠 に あ た る 。次 に 、実 績 商 社 割 当 で あ る 。こ れ は 経 済 産 業 省

が 配 当 す る も の で あ り 、韓 国 産 海 苔 の 輸 入 実 績 が あ る 場 合 に 申 請 で き る た

め 、大 手 海 苔 メ ー カ ー が 主 と な っ て い る 。第 3 は 先 着 順 割 当 で あ る 。こ れ

は 、 新 規 で 韓 国 産 海 苔 の 輸 入 に 参 加 す る 加 工 ∙流 通 業 者 等 を 対 象 に す る も

の で あ り 、 毎 年 、 小 規 模 で 実 施 さ れ て い る 。  

 

図 5 日 韓 海 苔 IQ の プ ロ セ ス  

出 所 ： 韓 国 水 産 貿 易 協 会 の 資 料 を も と に 筆 者 が 作 成  
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日 韓 間 の 主 な 海 苔 取 引 は IQ 制 に よ る 需 要 者 割 当 と 実 績 商 社 割 当 に よ っ

て 行 わ れ て い る 。韓 国 産 海 苔 の 輸 入 割 当 の 内 訳 を 見 る (表 3)。2009 年 ま で

は 需 要 者 割 当 の み で あ っ た が 、 韓 国 産 海 苔 の 輸 入 量 が 大 き く 増 え る 2010

年 からは実 績 商 社 割 当 が生 じて、その量 は増 加 してきた。先 着 順 割 当 ては、

毎 年 1,500 万 枚 で 尐 量 に 固 定 さ れ た ま ま で 変 わ ら な い 。 2020 年 の 日 本 に

よ る 韓 国 産 海 苔 輸 入 割 当 て は 19 億 5 千 万 枚 で 、 需 要 者 割 当 と 実 績 商 社 割

当 が 半 分 ず つ で あ る 。 需 要 者 割 当 に は 各 海 苔 関 連 団 体 か ら の 様 々 な 加 工 ∙

流 通 業 者 が 参 加 し て い る 。 2020 年 の 例 だ と 、 需 要 者 割 当 の 取 引 場 と な る

韓 国 産 海 苔 入 札 ·相 談 会 に は 日 本 側 の 29 社 、 韓 国 側 の 46 社 が 参 加 し た 。

実 績 商 社 割 当 は 大 手 海 苔 メ ー カ ー 中 心 の 自 由 契 約 方 式 で あ る 。  

 

表  3 韓 国 産 海 苔 輸 入 割 当 て 量 (IQ)の 推 移  

(卖 位 ： 百 万 枚 ）  

      

年  

割 当 区 分  

2 0 0 4 2 0 0 6 2 0 0 8 2 0 1 0 2 0 1 2 2 0 1 4 2 0 1 6 2 0 1 8 2 0 2 0 

需 要 者  1 4 9  1 8 7  3 1 8  4 3 3  3 4 9  4 3 8  6 7 5  8 4 4  9 7 5  

実 績 商 社  -  -  -  2 8 9  5 6 4  6 6 6  6 7 5  8 0 6  9 7 5  

合 計  1 4 9  1 8 7  3 1 8  7 2 2  9 1 3  1 , 1 0 4 1 , 3 5 0 1 , 6 5 0 1 , 9 5 0 

注 ： 実 績 商 社 割 当 は 先 着 順 割 当 (1,500 万 枚 /年 )を 含 む  

出 所 ： 韓 国 水 産 貿 易 協 会 の 資 料 に よ り 作 成  
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3 節  世 界 の 海 苔 市 場  

1.海 外 の 海 苔 消 費  

Food and Agriculture Organization of the United Nations(FAO)の G

lobal Aquaculture Production 統 計 に よ る と 、 世 界 で 海 苔 養 殖 が 行 な わ

れ て い る の は 日 本 、韓 国 、中 国 の 3 ヵ 国 で あ る 。統 計 デ ー タ の な か に は 台

湾 や 北 朝 鮮 の 生 産 量 も あ る が 、 そ れ ら の 生 産 量 は 全 体 の 0.01％ 未 満 で あ

り 、 毎 年 生 産 量 の 変 動 が 大 き い こ と か ら 本 論 文 で は 論 外 と す る 。  

2019 年 、 世 界 の 生 海 苔 の 総 養 殖 生 産 量 は 約 298 万 ト ン で 、 中 国 が 212

万 ト ン 、韓 国 が 61 万 ト ン 、日 本 が 25 万 ト ン を 占 め る 。し か し 、こ れ は 海

苔 類 全 体 に つ い て の 統 計 で あ る の で 、通 常「 海 苔 」と 呼 ば れ る「 ス サ ビ 海

苔 」 と 「 ア サ ク サ 海 苔 」 に 限 定 し た 世 界 の 海 苔 供 給 (2017 年 )を 図 6 に 示

す 。図 6 に よ る と 、韓 国 は 最 大 海 苔 生 産 国 で あ る 。日 本 は 国 内 需 要 量 が 最

も 多 く 、 輸 出 と 比 べ て 輸 入 量 が 多 い 。  

図 6 2017 年 の 世 界 の 海 苔 需 給  

注：生 海 苔 1kg は 、干 し 海 苔 25.8035 枚 (最 近 10 年 平 均 換 算 率 )と 見

な し 、 ス サ ビ ノ リ ∙ア サ ク サ ノ リ 基 準 。 中 国 産 ハ イ タ ネ シ ス は 除 外 。 

出 所 ： FAO「 Global Aquaculture Production」 、 各 国 「 貿 易 統 計 」 、

海 洋 水 産 開 発 院 「 内 部 資 料 」 を も と に 著 者 が 作 成  
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中 国 は 海 苔 類 で み る と 最 大 の 生 産 国 で 、そ の 生 産 量 の 約 9 割 は 中 国 固 有

種 の「 ハ イ タ ネ ン シ ス 」「 タ ン シ サ イ 」「 タ ン シ ン ノ リ 」な ど で あ る 。こ

れ ら は 、日 本 で 養 殖 さ れ て い る「 ス サ ビ ノ リ 」や「 ア サ ク サ ノ リ 」（ 本 論

が 注 目 す る「 海 苔 」の こ と ）と は 異 な る 。同 じ 海 苔 類 に あ っ て も 、中 国 固

有 種 は 丈 夫 で 硬 い 食 感 が 特 徴 で あ る た め 加 工 が 難 し く 、食 べ 方 も 異 な っ て

い る 。中 国 で は 、養 殖・収 穫 さ れ た 中 国 固 有 種 の 生 海 苔 は そ の ま ま 天 日 乾

燥 さ れ 、 丸 型 あ る い は 角 型 の 乾 し 海 苔 に 仕 上 げ ら れ る 。 中 国 の 食 卓 で は 、

これを手 でちぎってスー プに入 れて食 べるのが一 般 的 である 5 4 )。ところで、

中 国 で も「 ス サ ビ ノ リ 」や「 ア サ ク サ ノ リ 」の 養 殖 が 行 な わ れ て い る 地 域

も あ る 。 こ れ ら の 養 殖 は 1990 年 代 初 め に 日 本 の 海 苔 メ ー カ ー か ら の 技 術

移 転 を 受 け て 始 ま っ た も の で 、江 蘇 省（ 英 語 表 記 :Jiangsu）地 域 を 中 心 に

展 開 し て い る 。 現 在 の 生 産 量 （ 「 ス サ ビ ノ リ 」 や 「 ア サ ク サ ノ リ 」 ） は 、

中 国 国 内 に お け る 海 苔 類 養 殖 生 産 量（ ハ イ タ ネ ン シ ス 等 を 含 ん だ 総 量 ）の

約 1 割 と 言 わ れ て い る 5 5 )。  

韓 国 で も 地 域 に よ っ て は “ 岩 海 苔 ” と 呼 ば れ て い る「 オ ニ ア マ ノ リ 」や

「 イ チ マ ツ ノ リ 」な ど 他 種 類 の 海 苔 も 収 穫・生 産 さ れ て は い る 。そ の 食 べ

方 を み る と 、ふ り か け 海 苔 ま た は 通 常 の 干 し 海 苔 に 加 工 し て 食 べ ら れ て い

る 。韓 国 に お い て の 主 流 は 、日 本 と 同 じ「 ス サ ビ ノ リ 」や「 ア サ ク サ ノ リ 」

で あ る 。こ れ ら の 干 し 海 苔 の 形 も 基 本 的 に は 日 本 と 同 様 の 四 角 形 の “ 板 海

苔 ” で あ る 5 6 )。 た だ し 、 韓 国 で は 干 し 海 苔 1 枚 当 た り の 重 さ は 2.6g が 基

準 で あ り 、 日 本 の 3g／ 枚 よ り 薄 い 特 徴 も あ る 。 韓 国 で は 、 海 苔 は 日 本 と

同 じ よ う に 惣 菜 、韓 国 風 海 苔 巻 き (キ ン パ )や 韓 国 風 味 付 け 海 苔 、お に ぎ り

と し て 食 べ ら れ て い る 。  

 

2.世 界 の 海 苔 需 給 ・ 市 場 の 特 徴  

世 界 の 海 苔 の 需 給 と 市 場 の 枠 組 み を 、生 産 国 と 消 費 国 の 関 係 や 両 者 間 の

貿 易 実 績 と 絡 め て 俯 瞰 的 に 確 認 す る 。世 界 の 海 苔 生 産 量 は 約 100 万 ト ン（ 生

海 苔 、2019 年 ）で 、そ の 構 成 は 韓 国 5 割・日 本 3 割・中 国 2 割 で あ る 5 7 )。



 

27 

 

産 出 国 は こ の 3 カ 国 に 限 ら れ る が 、製 品 の 供 給 は タ イ を 加 え た 4 カ 国 が 担

う 。そ こ で 、当 該 4 カ 国 の 輸 出 入 実 績 か ら 主 要 地 域 別 の 市 場 規 模 を 推 定 し

た （ 図 7） 。 主 要 地 域 は 、 海 苔 貿 易 実 績 に 基 づ い て は 、 東 ア ジ ア 、 東 单 ア

ジ ア 、北 米 、欧 州 の 4 地 域 で あ る 。東 ア ジ ア に は 日 韓 中 と 台 湾 、香 港 が 入

る 。 東 单 ア ジ ア は 東 单 ア ジ ア 諸 国 連 合 （ ASEAN:Association of South East 

Asian Nations） の 加 盟 国 10 ヵ 国 を 、 北 米 は 米 国 、 カ ナ ダ 、 メ キ シ コ の 3

ヵ 国 、 欧 州 は ロ シ ア を 含 む 欧 州 50 ヵ 国 、 を 指 す 。  

世 界 の 海 苔 輸 出 規 模 （ 2019 年 ） は 約 77,156 万 ド ル で あ る 。 内 訳 は 、 東

ア ジ ア （ 37,817 万 ド ル ・ 構 成 比 49%） が 最 も 大 き く 、 北 米 （ 14,984 万 ド

ル・ 19%）と 東 单 ア ジ ア（ 14,745 万 ド ル・ 19%）、欧 州（ 6,303 万 ド ル・ 8%）

が そ れ に 続 く 。東 ア ジ ア の う ち 、か つ て 最 大 生 産 国 か つ 消 費 国 で あ っ た 日

本 では贈 答 用 の縮 小 と大 衆 需 要 層 の拡 大 を伴 いながら市 場 の総 体 的 縮 小 が、

ま た 現・最 大 生 産 国 で あ る 韓 国 で は 内 需 の 停 滞 が 見 ら れ る 。反 対 に 、か つ

て海 苔 をブラック ペ ー パー と揶 揄 し消 費 対 象 としなかった欧 米 でその消 費

が 拡 大 し て い る 。  

東 ア ジ ア 以 外 で の 市 場 拡 大 は 大 き く 2 つ の 流 れ か ら な る 。第 1 に 、日 本

食 レ ス ト ラ ン の 増 加 や 和 食 ブ ー ム に 伴 う 消 費 需 要 の 拡 大 で あ る 。海 外 の 日

本 食 レ ス ト ラ ン の 店 舗 数 は 2006 年 の 約 2.4 万 店 か ら 、 19 年 は 約 15.6 万

店 に 急 増 し て お り 5 8 )、干 し 海 苔 や 焼 き 海 苔 の 業 務 用 需 要 の 拡 大 に 結 び つ い

て い る 。付 言 す れ ば 、最 近 の 日 本 食 レ ス ト ラ ン の 増 加 は 欧 米 よ り も ア ジ ア

地 域 が 牽 引 す る こ と も 特 徴 で あ る 5 9 )。第 2 に 、ス ナ ッ ク 海 苔 と 味 付 け 海 苔

な ど 、 い わ ゆ る 菓 子 海 苔 需 要 の 拡 大 で あ る 。 2000 年 以 降 、 欧 米 を 中 心 と

す る 健 康 志 向 の 高 ま り 等 も 相 俟 っ て 菓 子 海 苔 の 需 要 が 拡 大 す る 。菓 子 海 苔

は 、ポ テ ト チ ッ プ ス に 比 べ て 低 カ ロ リ ー で 栄 養 価 も 高 く 6 0 )、ま た 、ビ ー ガ

ン や グ ル テ ンフ リ ー な ど の 消 費 嗜 好 に応 え る 食 べ 物 と して 注 目 を 集 め て い

る 。菓 子 海 苔 に は 、海 苔 を 添 加 し た ポ テ ト チ ッ プ ス だ け で は な く 、海 苔 て

ん ぷ ら 型 の 菓 子 や 、砕 い た ナ ッ ツ を ま ぶ し た 海 苔 な ど 多 様 な 商 品 が 開 発 さ

れ て お り 、 そ れ ら が 海 外 の 海 苔 消 費 の 拡 大 を 牽 引 し て い る 。  
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現 在 では、世 界 の海 苔 市 場 は特 定 の国 や地 域 にとどまらず拡 大 している。

それを支 えているのは日 本 食 市 場 とそれが二 次 的 に波 及 し現 地 化 した市 場 、

菓 子 海 苔 を 主 軸 と し た 高 次 加 工 海 苔 へ の 消 費 拡 大 、こ れ ら に 関 わ る 国 際 取

引 の 拡 大 で あ る 。 そ し て 、 そ の 主 な 担 い 手 と な っ て い る の が 韓 国 で あ る 。

2017 年 に は 、 韓 国 産 海 苔 は 国 際 食 品 規 格 委 員 会 6 1 )に よ っ て 、 ア ジ ア 地 域

の 正 式 規 格 （ 製 品 定 義 ·製 造 方 法 、 必 須 成 分 等 ） と し て 認 め ら れ る な ど 、

韓 国 は 世 界 海 苔 市 場 の 拡 大 を リ ー ド し て い る 。 韓 国 の 海 苔 輸 出 拡 大 に は 、

養 殖 の 増 産 、新 規 製 品 開 発 や 市 場 開 拓 、輸 出 振 興 政 策 な ど が 関 係 す る 。な

お、韓 国 の新 規 市 場 開 拓 は日 本 海 苔 メー カー にとっても好 機 となっている。

産 地 国 ご と の 相 互 影 響 は 拡 大 す る 世 界 市 場 の も と で 、こ う し た 動 き は 、日

図 7 地 域 別 海 苔 市 場 の 規 模 及 び 主 要 国 の 海 苔 輸 出 入  

注 ： HS CODE は 韓 国 （ 1212211010、 2106904010、 2008995010） 、 日 本 （ 1

21221100、 210690100、 200899020） 、 中 国 （ 12122141、 20089931） 、 タ

イ （ 20089930） を 使 用 。  

出 所： FAO「 Aquaculture Production」 2019 及 び 各 国 の 貿 易 統 計 か ら 作 成  
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本 と 韓 国 の 海 苔 養 殖 業 者・メ ー カ ー に と っ て 事 業・経 営 環 境 の 変 化 に 他 な

ら な い 。次 章 で は 、日 韓 の 海 苔 養 殖 業 者・海 苔 メ ー カ ー の 対 応 行 動 を 検 討

す る 。  
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第 3 章  海苔養殖業 経営の特徴と変化   

 

1 節  日 本 に お け る 海 苔 養 殖 経 営 形 態 の 変 化  

1.海 苔 生 産 の 変 化  

日 本 の 海 苔 養 殖 経 営 体 数 は 減 尐 し つ つ あ る 。 2000 年 以 降 の 海 苔 養 殖 の

経 営 体 数 の 変 化 を み る と 、 2003 年 に 6,065 経 営 体 で あ っ た の が 、 2018 年

に 3,414 経 営 体 と 44％ 分 が 減 尐 し た 6 2 )。 こ れ は 日 本 の 海 面 養 殖 業 の 総 経

営 体 数 の 減 尐 率 68%（ 2003 年・ 44,089 経 営 体 か ら 2018 年・ 13,950 経 営 体

ま で 減 尐 ） よ り も 低 い 。 2003 年 と 2018 年 の 養 殖 面 積 別 の 経 営 体 数 を 見 る

と (表 4)、 養 殖 経 営 面 積 100 ㎡ 未 満 層 や 同 100～ 300 ㎡ 層 の 小 規 模 経 営 層

で は 、 経 営 体 数 は 増 え た 。 し か し 、 こ れ ら は 全 体 の 中 で の 割 合 は 小 さ い 。 

注 目 すべきは、1,000～ 10,000 ㎡ 層 で経 営 体 数 が大 きく減 尐 したことと、

10,000 ㎡ 以 上 層 の 割 合 が 50％ 以 上 と な っ た こ と で あ る 。 こ れ は 、 海 苔 養

殖 漁 場 が 地 域 卖 位 で 配 分 さ れ る 仕 組 み を 前 提 と し て 、脱 退 す る 海 苔 養 殖 業

者 が 利 用 し て い た 養 殖 漁 場 が 既 存 の 海 苔 養 殖 業 者（ 原 則 的 に は 地 元 地 域 に

本 拠 を 置 く 海 苔 養 殖 業 者 ） に 吸 収 さ れ た こ と に よ る も の と 見 ら れ る 。  

表  4 養 殖 面 積 別 の 経 営 体 数 の 増 減  

養 殖 面 積  
海 苔 養 殖 経 営 体 数  増 減 率  

（ ％ ）  

経 営 体 数 構 成 比 の 変 化

(％ 。 増 減 は 差 分 ) 

2003 年  2018 年  2003 年  2018 年  増 減  

100 ㎡ 未 満  14 47 235.7 0.2 1.4 1.1 

100～ 300 65 80 23.1 1.1 2.3 1.3 

300～ 500 54 37 -31.5 0.9 1.1 0.2 

500～ 1,000 101 72 -28.7 1.7 2.1 0.4 

1,000～ 2,000 208 102 -51.0 3.4 3.0 -0.4 

2,000～ 3,000 256 116 -54.7 4.2 3.4 -0.8 

3,000～ 5,000 671 322 -52.0 11.1 9.4 -1.6 

5,000～ 10,000 2,795 887 -68.3 46.1 26.0 -20.1 

10,000 ㎡ 以 上  1,901 1,751 -7.9 31.3 51.3 19.9 

合 計  6,065 3,414 -43.7 100.0 100.0  

出 所 ： 農 林 水 産 省 「 漁 業 セ ン サ ス 」 (2003、 2018)を も と に 筆 者 が 作 成  
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2.海 苔 養 殖 産 地 の 変 化  

婁 小 波 （ 2000） 6 3 )の 言 及 を 再 掲 し よ う 。 1950 年 代 か ら 1980 年 代 ま で は

海 苔 市 場 の 変 化 に よ っ て 主 産 地 は 変 わ っ て き た 。 1950 年 代 か ら 1960 年 代

に か け て 成 長 す る 家 庭 用 需 要 に 対 応 し て 、海 苔 の 主 産 地 と し て 生 産 量 が 最

も 多 か っ た の は 愛 知 県 と 千 葉 県 で あ っ た 6 4 )。 1960 年 代 末 に は 江 戸 前 海 苔

の 主 要 供 給 産 地 と な っ た 千 葉 県 が 、 1970 年 代 に 入 っ て は 、 贈 答 用 需 要 の

急 成 長 に 対 応 し た 福 岡 県 と 佐 賀 県 が 、 1980 年 代 に は 業 務 用 需 要 に 伴 っ て

兵 庫 県 が 注 目 さ れ た 6 5 )。  

2019 年 時 点 で 、 日 本 国 内 の 海 苔 総 生 産 量 は 68 億 枚 で あ る 。 地 域 別 の 割

合 は 九 州 が 57％ （ 約 39 億 枚 ） 、 瀬 戸 内 海 が 32％ （ 約 22 億 枚 ） 、 東 日 本

が 12％ （ 約 8 億 枚 ） で あ る 。 主 な 産 地 別 に み る と 、 佐 賀 県 が 17 億 枚 、 兵

庫 県 が 13 億 枚 、福 岡 県 が 12 億 枚 を 生 産 し 、佐 賀・兵 庫・福 岡 の 3 県 の 生

産 枚 数 は 、全 国 海 苔 生 産 の 約 6 割 を 占 め て い る 。こ う し た 産 地 形 成 の 変 容

に は 業 務 用 海 苔 が 主 軸 と な っ た 市 場 の 固 定 化 が 関 わ っ て い る 。  

養 殖 海 苔 の 総 生 産 量 が 100 億 枚 水 準 で あ っ た 1985 年 の 共 販 価 格 帯 は 、

表 5 に 示 す 。 当 時 の 海 苔 価 格 帯 別 の 割 合 は 、 20 円 以 上 は 9.4％ 、 15～ 20

円 は 12.6％ 、 10～ 15 円 は 28.5％ 、 5～ 10 円 は 36.1％ 、 5 円 未 満 は 13.4％

で あ っ た 。 し か し 、 2019 年 に は 、 20 円 以 上 の 共 販 量 が 1.7%ま で 大 き く 減

り 、10～ 15 円 に 8 割 が 集 中 す る よ う に な っ た 。地 区 別 に 10 円 ～ 15 円 の 共

販 価 格 帯 を 見 る と 、 東 日 本 が 77%、 瀬 戸 内 海 86.6%、 九 州 は 78.1%の 海 苔

が こ の 層 に 集 ま っ て い る 。す べ て の 産 地 で 、業 務 用 需 要 向 け の 中 低 価 格 帯

に 評 価 さ れ る 傾 向 が ひ ろ が っ た 。  
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表 5 海 苔 共 販 価 格 帯 別 の 構 成 変 化  

(卖 位 ： ％ ) 

干 し 海 苔 1 枚 価 格  1985 年  1995 年  2005 年  2019 年  

20 円 以 上  9.4 3.2 2.2 1.7 

15 円 ～ 20 円  12.6 4.4 3.1 9.9 

10 円 ～ 15 円  28.5 29.9 35 80.6 

5 円 ～ 10 円  36.1 47.6 47.8 7.4 

3 円 ～ 5 円 未 満  13.4 14.9 11.9 0.3 

出所：赤井雄次「海苔の商品性の変化と生産諸条件」『漁業経済研究』41-1(1996 年)pp.19

-36、公益財団法人水産物安定供給推進機構「国産水産物需給変動調整事業関係調査事業」(2

015年)p.16、福岡有明海漁業協同組合連合会で得た資料(2020 年)をもとに筆者が作成 

 

2004 年 と 2019 年 に お け る 九 州 （ 有 明 海 ） と 瀬 戸 内 海 の 共 販 価 格 帯 ご と

の 分 布 割 合 を 図 8 に 示 す 。両 地 区 の 共 販 量 は 2 割 前 後 減 尐 し た が 、10～ 15

円 の 共 販 価 格 と な っ た 割 合 は 増 え 、 共 販 価 格 が 10 円 未 満 層 の 割 合 が 減 っ

た 。九 州 で は 15～ 20 円 層 の 海 苔 割 合 が 増 加 し て い る 。先 に 述 べ た よ う に 、

海 苔 産 地 全 体 的 に は 中 低 価 格 帯 の 評 価 が 拡 大 し て い る が 、九 州 、特 に 有 明

海 区 で は 高 級 海 苔 が 生 き 残 っ て い る 。  

有 明 海 区 、す な わ ち 有 明 海 に 面 す る 佐 賀 県 と 福 岡 県 の 両 県 は 全 国 生 産 量

1 位 と 3 位 の 大 型 産 地 で あ る 。 両 県 は 隣 接 し て お り 、 同 じ 有 明 海 で 海 苔 養

殖 を 行 っ て い る 。両 県 の 海 苔 養 殖 業 者 は 家 族 経 営 体 で あ る も の の 、そ れ ぞ

れ の 地 域 性 と も い う べ き 異 な る 経 営 姿 勢 を 持 っ て い る 。  

佐 賀 県 で は 漁 協 系 統 団 体 の 主 導 力 が 強 い 。こ れ を 基 に し て 、同 県 で は 早

い 段 階 か ら 家 族 経 営 の 維 持 を 前 提 と し た 協 業 化 に よ る 養 殖 経 営 の 改 善・効

率 化 と共 販 などが取 り組 まれてきた。中 小 企 業 診 断 協 会 の報 告 書 によると、

同 県 で は 、 1994 年 に 「 協 業 化 マ ニ ュ ア ル 」 が 作 成 さ れ 、 1995 年 に は 「 海

苔 協 業 化 モ デ ル 経 営 体 設 置 事 業 」が 始 ま っ た 6 6 )。佐 賀 県 は 協 業 体 の 普 及 お

よ び 協 業 施 設 整 備 に つ い て 積 極 的 で 、2010 年 に は 同 県 内 の 協 業 化 率 は 54％

を 超 え 6 7 )、2020 年 時 点 で は 約 7 割 で あ る と 言 わ れ て い る 6 8 )。佐 賀 県 で は 、

協 業 化 が海 苔 養 殖 の生 産 性 を維 持 または増 大 させる手 法 とし て定 着 してい
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る 。 し か し こ の 協 業 化 を 福 岡 県 で 見 る と 、 同 県 内 の 協 業 化 率 は 2020 年 で

も 2 割 に 過 ぎ な い 。  

両 県 の海 苔 養 殖 生 産 者 の同 業 者 間 協 力 への向 き合 い方 が根 本 的 に異 なっ

て い る の で あ る 。福 岡 県 で は 、養 殖 業 者 の 自 主 的 対 応（ 自 ら の 経 営 解 決 課

題 は 自 ら が 解 決 し よ う と す る 考 え が 強 い と い う 意 味 。「 自 分 で 解 決 」の 範

躊 に は 、場 合 に よ っ て は 同 業 者 あ る い は 取 引 関 係 が あ る 業 者 と の 協 力 も 含

ま れ る が 、総 じ て 当 該 経 営 体 に よ る 自 力 更 生 が 選 択 肢 と な っ て い る ）が 根

強 い こ と が あ り 、 養 殖 業 者 間 協 力 等 が 進 ん で い な い 。 し か し 、 同 県 で は 、

近 年 、海 苔 加 工 団 地 の 造 成 等 が 新 し い 刺 激 と な っ て 、他 養 殖 業 者 や 漁 協 と

の 連 携 が 現 れ 、そ の 流 れ が 変 わ り は じ め て い る 。そ こ で 、福 岡 県 の 海 苔 養

殖 経 営 の 変 化 を 述 べ る 。  
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3.海 苔 養 殖 経 営 の 現 況 と 対 応 変 化 ― 福 岡 県 柳 川 地 区 を 事 例 に ―  

1)従 来 型 の 海 苔 養 殖 経 営  

有 明 海 に お け る 標 準 的 な 海 苔 養 殖 漁 期 は 通 常 、 10 月 か ら 翌 年 4 月 ま で

と言 われる。実 際 には漁 期 終 了 後 の 5 月 には種 苗 用 の糸 状 体 培 養 が始 まり、

実 質 的 に は 周 年 、 作 業 が 続 く (図 9)。 こ れ ま で 、 養 殖 業 者 は 自 ら 生 産 し た

種 苗 を 使 っ て 養 殖・収 穫 し 、収 穫 し た 生 海 苔（ 韓 国 の 海 苔 養 殖 で 言 う 水 海

苔 に 相 当 ）を 自 分 で 加 工 し て 板 海 苔 を 出 荷 し て き た 。こ う し た 従 来 型 の 海

苔 養 殖 経 営 で は 、養 殖 作 業 だ け で は な く 種 苗 生 産 か ら 加 工 段 階 ま で が 、自

図 8 九 州 と 瀬 戸 内 海 の 共 販 価 格 帯 の 構 成 変 化  

出 所：福 岡 有 明 海 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 の 内 部 資 料 (2020 年 )を も と に 作 成  
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ら が 負 担 す る 作 業 の 対 象 で あ る 。そ し て 、海 苔 養 殖 経 営 体 は 各 段 階 別 に 必

要 な 技 術 や ノ ウ ハ ウ 等 を 蓄 積 し 、 そ れ ら が 海 苔 の 商 品 性 に 現 れ て い た 。  

図 9 海 苔 養 殖 の 業 務 と 要 求 事 項  

出 所：柳 川 漁 協 及 び 柳 川 地 区 の 養 殖 業 者 で の 聞 き 取 り (2020 年 6 月 13～ 14

日 実 施 )に よ り 筆 者 が 作 成  

 

し か し 、最 近 の 海 苔 養 殖 経 営 に は 関 連 工 程 の 切 り 離 し が 見 ら れ る よ う に

な っ た 。種 苗 生 産 段 階 に は 水 温 管 理 な ど の 環 境 条 件 を コ ン ト ロ ー ル で き る

施 設 や 技 術 が 求 め ら れ て い る 。環 境 変 化 に 敏 感 な 種 苗 生 産 作 業 は 施 設 へ の

投 資 及 び 労 働 負 担 が 海 苔 養 殖 経 営 に は 重 く の し か か る し 、現 場 作 業 に 応 用

で き る 科 学 的 知 見 が 求 め ら れ る よ う に な っ て き た（ 科 学 的 な 研 究 能 力 が 必

要 だ と い う の で は な く 、こ こ で は 、第 三 者 が 示 し た 科 学 的 知 見 に 基 づ い た

現 象 理 解 と そ の 対 策 作 業 が で き る こ と が 必 要 だ と い う 趣 旨 。い ず れ に し て

も 、最 近 の 環 境 変 化 を 背 景 に 種 苗 生 産 段 階 に 対 す る 負 担 は 大 き な も の と な

っ て い る 。現 場 で は 、例 え ば 、高 温 耐 性 株 の 培 養 技 術 な ど 新 規 に 対 応 す る

こ と が 困 難 な 局 面 が 目 立 っ て い る ）。こ の こ と か ら 、最 近 、柳 川 地 区 で は

種 苗 を 購 入 利 用 す る 経 営 体 が 増 え て い る 。こ の 動 き は 有 明 海 区 の 他 産 地 で

も 共 通 す る と 言 わ れ て い る 。ま た 、海 苔 加 工 段 階 で は 、加 工 施 設 の 建 設 と

維 持 管 理 用 、労 働 負 担 が 大 き い こ と か ら 、海 苔 加 工 を 外 部 委 託 す る 業 者 が

増 え て い る 。  
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2)福 岡 県 柳 川 地 区 の 海 苔 養 殖 経 営  

福 岡 県 は 、同 県 内 の 水 産 業 に 対 し て 、有 明 海 区 、筑 前 海 区 、豊 前 海 区 の

3 つ の 地 理 的 区 分 を 設 定 し て い る 。 同 県 の 海 苔 養 殖 は 有 明 海 区 を 中 心 に 展

開 し て い る 。 「 漁 業 セ ン サ ス 」 に よ る と 、 2018 年 の 福 岡 県 の 海 苔 養 殖 経

営 体 数 は 481 経 営 体 で あ る 。こ れ は 、佐 賀 県（ 428 経 営 体 ）、兵 庫 県（ 146

経 営 体 ） よ り も 多 い 全 国 最 多 で あ る 。 2020 年 に 同 県 の 有 明 海 区 の 海 苔 養

殖 に は 19 漁 協 が 関 係 し （ 図 10） 、 う ち 9 漁 協 6 9 )は 柳 川 市 内 に あ る 。  

 

本 論 文 で は 、 9 漁 協 地 区 の 範 囲 を 一 括 し て 「 柳 川 地 区 」 と 呼 び 、 当 該 地

区 に お け る 海 苔 養 殖 経 営 に 注 目 す る 。  

柳 川 地 区 に お け る 海 苔 養 殖 経 営 体 数 は 375 経 営 体 （ 2018 年 ） で 、 福 岡

県 海 苔 養 殖 経 営 体 数 の 約 8 割 を 占 め る 。柳 川 地 区 海 苔 養 殖 の 経 営 体 数 を 経

営 タ イ プ 別 に 分 類 し た (表 6)。 柳 川 地 区 の 海 苔 養 殖 経 営 に は 四 つ の タ イ プ

が あ る 。第 1 は 個 人 経 営 で あ る 。こ れ は 海 苔 の 種 苗 生 産 、養 殖 、加 工 を 一

図 10 福 岡 県 柳 川 地 区 の 海 苔 養 殖 関 連 漁 協  

出 所：福 岡 有 明 海 漁 業 協 同 組 合 連 合 会（ 聞 き 取 り 調 査 、

2020 年 6 月 13～ 14 日 実 施 ） の 資 料 に よ り 作 成  
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つ の（ 同 一 の ）経 営 体 が 実 施 す る 形 態 で あ り 、従 来 型 の 海 苔 養 殖 経 営 を 指

す 。 柳 川 地 区 で は こ の 形 態 が 72％ を 占 め る 。 第 2 は 漁 協 に 海 苔 加 工 を 委

託 する形 態 である。この形 態 は、各 養 殖 経 営 体 が地 元 漁 協 に原 藻 を預 けて、

漁 協 は 自 営 施 設 で 海 苔 を 加 工 す る も の で あ る 。漁 協 の 加 工 規 模 あ る い は 養

殖 経 営 体 の 生 産 規 模 に よ っ て 差 は あ る が 、 一 つ の 加 工 場 に は 3～ 5 経 営 体

が 加 工 契 約 し て い る 。 地 区 内 経 営 体 の 約 13％ が こ の 形 態 で あ る 。  

第 3 は 共 同 経 営 で あ る 。こ の タ イ プ で は 、種 苗 生 産 や 養 殖 の 海 上 作 業 や

加 工 作 業 を 共 同 で 行 い 、共 同 で 出 荷 し て い る 。利 益 分 配 は 参 加 事 業 者 ご と

の 事 業 経 費 負 担 率 を も と に 調 整 す る の が 一 般 的 で あ る 。こ の 形 態 で は 、通

常 、家 族 や 親 戚 、友 人 間 で 共 同 経 営 体 が 結 成 さ れ る と 言 わ れ て い る 。柳 川

地 区 で は 2～ 3 経 営 体 が 一 つ の 共 同 経 営 体 を 結 成 し て お り 、 地 区 内 の 海 苔

養 殖 経 営 体 の 中 で 12％ を 占 め る 。 第 4 は 養 殖 業 者 の 間 に 加 工 施 設 を 共 同

所 有 す る 形 態 で あ る 。こ の 形 態 で は 、種 苗 生 産 や 海 苔 養 殖 は 個 別 の 養 殖 経

営 体 が 行 な っ て 、共 同 保 有 す る 加 工 場 で 海 苔 を 加 工 し て い る 。加 工 施 設 に

関 する出 資（ 共 同 部 分 への資 本 投 資 という意 味 ）は 参 加 事 業 者 が分 担 して、

一 日 の 利 用 時 間 は 当 事 者 間 の 協 議 で 定 め る 。 こ の 形 態 で は 、 3～ 4 経 営 体

が 一 つ の 加 工 場 を 共 同 所 有 し て お り 、柳 川 地 区 の 海 苔 養 殖 経 営 体 数 の 3％

を 占 め る 。  

近 年 、 柳 川 地 区 で は 、 共 同 経 営 と 加 工 場 の 共 同 利 用 の 2 類 型 が 減 尐 し 、

漁 協 に 海 苔 の 加 工 を 委 託 す る 業 者 が 増 え つ つ あ る 。そ こ で 、従 来 型 の 海 苔

養 殖 経 営 が ど の よ う に 変 化 し て き た の か を 整 理 す る こ と を 念 頭 に お い て 、

聞 き 取 り 調 査 は 加 工 委 託 タ イ プ と 個 人 経 営 タ イ プ を 中 心 に 行 っ た 。  
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海 苔 養 殖 経 営 体 へ の 聞 き 取 り 調 査 で は 7 経 営 体 を 対 象 と し た 。各 海 苔 養

殖 経 営 体 の 経 営 規 模 は 海 苔 網 の 数 に 示 し 、聞 き 取 り 調 査 先 で は 同 じ サ イ ズ

（ 横 1.8ｍ ×縦 18ｍ ）の 海 苔 網 を 使 用 し て い た 。ま ず は A か ら G ま で の 海

苔 経 営 体 の 基 本 情 報 を 概 観 し た あ と 、具 体 的 な 経 営 情 報 を 加 え て 聞 き 取 り

調 査 先 か ら み ら れ る 経 営 形 態 の 変 化 と そ の 原 因 を 明 ら か に し た い 。  

聞 き 取 り 調 査 先 の 経 営 体 別 基 本 情 報 を 表 7 に 示 す 。 A か ら D ま で の 4 経

営 体 は 同 じ 漁 協 の 組 合 員 で 、海 苔 加 工 段 階 で 同 一 グ ル ー プ を 構 成 し て 、地

元 の 漁 協 が 運 営 す る 加 工 場 に 海 苔 加 工 を 委 託 し て い る 。 1 経 営 体 の 平 均 養

殖 規 模 は 海 苔 網 約 300 枚 で 、個 人 経 営 タ イ プ で あ る E・ F・ G の 平 均 570 枚

と 比 べ る と 小 規 模 で あ る 。海 苔 網 1 枚 当 た り の 生 産 量 も E・ F・ G の 方 が 多

く 、A か ら D は 7,000 枚 前 後 で あ る が 、E,F,G は 8,000～ 9,000 枚 で あ っ た 。

こ の 生 産 量 の 差 に は 、漁 協 へ の 委 託 加 工 に 伴 う 1 日 あ た り の 加 工 量 の 上 限

が 関 連 し て い る 。漁 協 に 海 苔 加 工 委 託 を す る 海 苔 養 殖 業 者 は 、漁 協 が 加 工

施 設 を 設 立 し た 時 ま た は 設 立 す る 前 に 、 利 用 者 (委 託 元 の 業 者 ＝ 海 苔 養 殖

業 者 )と し て 当 該 漁 協 と の 間 で 、 1 日 あ た り の 加 工 量 を 設 定 す る 契 約 を 結

 

漁協名 総経営体 個人経営 
共同経営 

参加経営体 

共同利用 

加工施設 

運営経営体 

漁協加工 

施設 

利用経営体 

浜武 51 41 10(5) 0 0 

沖端 35 26 5(2) 0 4(1) 

両開 45 25 2(1) 0 18(4) 

柳川 28 24 0 0 4(1) 

皿垣開 21 17 4(2) 0 0 

有明 28 10 4(2) 0 14(4) 

山門羽瀬 8 8 0 0 0 

大和 114 79 21(8)      10(3) 4(1) 

中島 45 41 0   0 4(1) 

合計 375 271 46(20) 10(3) 48(12) 

割合(％) 100 72 12 3 13 

注：( )はグループ数である。 

出所：福岡有明海漁業協同組合連合会の資料(2020年)を基に作成 

表  6 柳 川 地 区 の 海 苔 養 殖 経 営 体  
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ん で い る 。こ れ ら の 契 約 は 漁 協 側 の 加 工 能 力 の 上 限 を 基 準 に 多 数 の 海 苔 養

殖 業 者 と の 間 で 結 ば れ る た め 、契 約 後 に 委 託 加 工 量 を 変 更 す る こ と は 容 易

で は な い 。そ の た め 、契 約 時 に 漁 協 施 設 の 加 工 能 力 の 上 限 に 合 わ せ て 委 託

量 を 縮 小 す る 場 合 も あ る 。  

 

 

 
A B C D E F G 

年 齢 (歳 ) 60 63 63 52 65 65 53 

養 殖 規 模  

(海 苔 網 数 ) 
350 230 340 280 630 640 440 

労 働 力 (人 ) 

2 

(本 人 , 

家 族 1 ) 

2 

(本 人 , 

雇 用 1 ) 

2 

(夫 婦 ) 

2 

(夫 婦 ) 

6 

(本 人 , 

家 族 1, 

雇 用 4) 

4 

(本 人 , 

家 族 3 ) 

5  

(本 人 , 

家 族 3 , 

雇 用 1 ) 

海 苔 網 当  

生 産 量 (枚 ) 

7,000 

前 後  

7,000 

前 後  

7,000 

前 後  

7,000 

前 後  

9,000 

前 後  

9,000 

前 後  

8,000 

前 後  

加 工 の  

あ り 方  
委 託 加 工 （ 漁 協 ）  自 家 加 工  

出 所：柳 川 漁 協 及 び 柳 川 地 区 の 養 殖 業 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 (2020 年 6 月 13

～ 14 日 実 施 )に よ る 。  

 

個 人 経 営 タ イ プ 間 の 異 な る 対 応 に も 注 目 し て 、も っ と 具 体 的 に 経 営 形 態

の 差 を み て み よ う 。表 8 に 調 査 対 象 の う ち C、 E、 G の 経 営 情 報 を 示 す 。各

経 営 体 の 海 苔 網 あ た り の 所 得 差 は 大 き い 。こ れ は 、養 殖 業 者 ご と の 養 殖 規

模 や 生 産 性 の 違 い に 起 因 す る だ け で な く 、種 苗 生 産 や 加 工 の あ り 方 な ど 養

殖 事 業 各 段 階 で の 対 応 の 違 い に よ る 。 同 じ 個 人 経 営 タ イ プ の な か で も 、 E

は 種 苗 を 外 注 化 し た が 、 G は 種 苗 生 産 も 加 工 も 自 ら 行 っ て い る 。 C は 種 苗

生 産 を 外 注 化 し 、海 苔 の 加 工 も 漁 協 に 委 託 し て い る 。種 苗 生 産 か ら 加 工 ま

で の 工 程 に つ い て 積 極 的 に 外 部 化 を 進 め て い る の は C で あ る 。外 部 化 を 進

め た 分 だ け 海 苔 網 1 枚 当 た り 所 得 は 小 さ い 。 聞 き 取 り に よ れ ば 、 C の 経 営

者 は 、外 部 化 の 成 果 は 、所 得 の 多 寡 よ り も 労 働 負 担 を 軽 減 で き る こ と に あ

る と 考 え て い る 。な お 、労 働 負 担 の 軽 減 に つ い て は 隣 接 す る 佐 賀 県 内 で 展

開 さ れ て き た 協 業 方 式 の 主 要 な 目 的 で あ る こ と を 付 記 す る 。  

表  7 柳 川 地 区 海 苔 養 殖 業 者 の 概 要 （ 聞 き 取 り 先 ）  
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(卖 位 :万 円 ) 

 
C E G 

経 営 年 度  2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 

売 上 金 額 1 ) 2 , 2 0 0  1 , 9 0 0  2 , 5 2 5  9 , 0 6 6  6 , 7 2 4  8 , 8 3 1  5 , 5 2 0  3 , 9 5 6  4 , 7 8 3  

売 上 原 価 ∙経 費  1 , 1 6 8  1 , 0 7 0  1 , 2 9 4  4 , 7 0 5  4 , 9 2 3  5 , 1 4 6  2 , 4 3 5  2 , 4 6 8  2 , 7 1 7  

各 種 引 当 金  

・ 準 備 金 等  
2 2 0  3 5 5  4 3 0  1 , 2 5 0  1 , 6 3 0  1 , 5 7 0  6 1 9  6 1 9  6 6 9  

所 得 金 額  8 4 0  4 5 5  8 0 0  3 , 1 1 0  1 7 0  2 , 1 1 5  2 , 4 6 6  8 6 9  1 , 3 9 7  

海 苔 網 当 た り の  

所 得 2 ) 
2.1 2.9 3.6 

種 苗 生 産 方 式  外 注 に よ る  外 注 に よ る  自 家 生 産  

海 苔 加 工 方 式  委 託 加 工  自 家 加 工  自 家 加 工  

注 1： 雑 収 入 を 含 む  

注 2：3 年 度 (2017～ 2019 年 度 )平 均 (2020 年 の 海 苔 網 数 を 基 準 に し て 計 算 ） 

出 所 ： 聞 き 取 り 調 査 (2020 年 6 月 13～ 14 日 実 施 )で 閲 覧 で き た 損 益 計 算 書

の 数 値 を 基 に 作 成  

 

最 近 の 柳 川 地 区 の 海 苔 養 殖 経 営 体 数 は 減 尐 傾 向 に あ る が 、経 営 形 態 は 多

様 に な っ て い る (類 型 ご と の 経 営 体 数 の 変 化 も あ る ） 。 こ れ を 第 2 章 で 検

討 した海 苔 の市 況 や需 要 側 の変 化 という養 殖 経 営 の外 部 条 件 による変 化 だ

と す る だ け で は 不 十 分 で あ る 。海 苔 養 殖 経 営 体 に よ る 労 務 負 担 の 見 直 し や

原 価 節 減 等 の 動 き を 見 せ な が ら 、各 経 営 体 は 変 化 を 続 け て い る 。こ の よ う

な 、海 苔 養 殖 経 営 の 効 率 性 を 追 求 し て い る 具 体 的 な 動 き に つ い て 、次 に 述

べ る 。  

 

3)海 苔 養 殖 経 営 の 変 化 と 特 徴  

海 苔 養 殖 経 営 に は 、加 工 段 階 の コ ス ト と 労 働 の 負 担 が 大 き い 。こ れ を 軽

減 し 加 工 の 効 率 化 を 実 現 す る た め に 、 2012 年 に 新 設 さ れ た 柳 川 漁 協 の 加

工 場 の 事 例 7 0 )を 引 用 す る と 、 加 工 場 (施 設 整 備 、 原 藻 圧 送 設 備 、 乾 燥 前 処

理 設 備 、 全 自 動 乾 燥 設 備 、 乾 燥 後 処 理 設 備 )の 新 設 に は 約 1.5 億 円 を 要 し

た 。加 工 施 設 規 模 に よ っ て 違 い は あ る が 、一 般 的 に 、個 別 業 者 の 加 工 施 設

表  8 柳 川 地 区 海 苔 養 殖 業 者 の 収 入 ·支 出  
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(処 理 能 力 4,000～ 5,000 枚 /時 )に は 8,000 万 円 以 上 が 必 要 と 言 わ れ て い る

7 1 )。 こ の よ う な コ ス ト 負 担 は 他 の 養 殖 業 と 比 べ て も 大 き い 。 2018 年 「 漁

業 経 営 調 査 」 に よ る と 、 海 苔 養 殖 の 漁 業 投 下 固 定 資 本 は 15,800 万 円 で 、

ブ リ 類 （ 8,800 万 円 ） 、 マ ダ イ （ 3,800 万 円 ） 、 カ キ 類 （ 12,400 万 円 ） よ

り 多 い 7 2 )。 こ の こ と は 、 海 苔 加 工 施 設 部 分 に 最 大 の 要 因 が あ る 。  

通 常 、機 械 設 備 の 耐 用 年 数 10 年 か ら 15 年 の 間 に あ る こ と か ら 7 3 )、1982

年 か ら 導 入 さ れ た 全 自 動 海 苔 乾 燥 機 の 老 朽 化 が 1990 年 代 後 半 に 現 れ 、 現

地 の 養 殖 業 者 の 多 く は こ の 時 期 に 加 工 機 器 の 更 新 時 期（ 現 有 機 器 の 更 新 開

始 期 で あ る ）を 迎 え た と み ら れ る 。こ れ は 柳 川 地 区 で も 同 様 で あ る 。し か

し 、海 苔 加 工 施 設 の 更 新 に は 多 額 の 投 資 を 要 し 、そ の 可 否 に は 、長 期 借 入

金 で ま か な う こ と か ら 後 継 者 確 保 問 題 も 強 く 関 与 す る こ と が 通 例 で あ る 。

柳 川 地 区 に お い て も 、 現 有 機 器 の 更 新 に つ い て も 海 苔 養 殖 業 者 の 中 に は 、

加 工 設 備 に 対 す る 新 規 投 資 を 決 断 し た 業 者 も あ れ ば 、経 営 の 維 持 が 先 決 と

す る 業 者 も 現 れ た 。  

そ の 投 資 の あ り 方 は 、個 別 投 資 と 分 担 投 資 に 分 か れ た 。資 金 余 力 の あ る

業 者 に あ っ て も 、施 設 投 資 と 養 殖 面 積 の 拡 大 な ど 規 模 の 経 済 を 自 力 で 追 求

し よ う と す る も の や 、共 同 経 営 や 加 工 場 の 共 同 利 用 に よ っ て 加 工 コ ス ト の

節 減 を追 求 するものも現 れた。その結 果 、現 地 の海 苔 養 殖 経 営 の形 態 には、

個 人 経 営 、共 同 経 営 、加 工 場 の 共 同 利 用 な ど 多 様 な タ イ プ が 見 ら れ る よ う

に な っ た 。  

現 地 で は 、 2009 年 に は 漁 協 自 営 加 工 施 設 が 完 成 し 、 そ れ へ の 加 工 委 託

が 始 ま っ た 。こ の 委 託 加 工 事 業 の 本 来 の 対 象 は 零 細 経 営 体 で あ っ て 、こ れ

に よ っ て 彼 ら の 海 苔 養 殖 か ら の 撤 退 を 防 ぎ 、漁 協 地 区 内 の 海 苔 養 殖 生 産 能

力 を維 持 あるいは拡 大 することが漁 協 による参 入 の目 的 であった。しかし、

こ の 漁 協 加 工 施 設 へ の 加 工 委 託 に は 、海 苔 養 殖 経 営 が 比 較 的 安 定 し て い る

業 者 や 、業 者 間 協 力 や 外 注 加 工 の メ リ ッ ト に 注 目 し た 経 営 体 が 参 加 す る よ

う に な っ た 。そ こ に 共 通 す る 解 決 課 題 を あ げ る と す れ ば 、業 者 間 協 力 で は

経 費 抑 制 に 限 界 が あ る こ と で あ ろ う 。  
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柳 川 地 区 で は「 海 苔 養 殖 業 構 造 調 整・競 争 力 強 化 対 策 事 業 」や「 海 苔 競

争 力 強 化 対 策 」等 、政 府 や 自 治 体 か ら の 支 援 も あ り 、漁 協 へ の 加 工 委 託 は

広 が り つ つ あ る 。上 の 段 落 で 示 し た こ と か ら は 、養 殖 業 者 に よ る 海 苔 加 工

業 務 の 切 り 離 し が 進 む 中 で 、と く に 外 部 化 の 受 け 皿 と な る 漁 協 施 設 に 、地

域 の 海 苔 加 工 段 階 が 集 約・集 中 し よ う と し て い る と 言 え る 。こ う し た 加 工

段 階 の 外 部 化（ 経 営 体 レ ベ ル で の 経 営 戦 略 作 り ）と そ れ を 地 域 的 に 支 え る

漁 協 自 営 加 工 施 設 が 稼 働 す る よ う に な っ た（ 地 元 地 域 に お い て 加 工 工 程 の

外 部 化 を 可 能 に す る 条 件 が 整 っ た ）と い う 変 化 が 、当 地 の 海 苔 養 殖 経 営 の

特 徴 の 第 １ 点 で あ る 。  

特 徴 の 第 2 点 は 、海 苔 種 苗 生 産 の 外 部 化 で あ る 。従 来 型 の 海 苔 養 殖 に は 、

個 別 生 産 者 が 自 ら 種 苗 を 生 産 し て 、お い し い 海 苔 を 作 ろ う（ 卖 な る 食 味 評

価 に 留 ま ら ず 、共 販 価 格 と し て も 高 い 評 価 を 得 た い と い う 意 味 ）と い う 経

営 方 針 が 強 か っ た 。海 苔 の 品 質・等 級 に 応 じ た 多 様 な 価 格 と 需 要 が あ っ た

の で ，種 苗 生 産 段 階 に コ ス ト を か け る 動 機 は 強 か っ た 。し か し 、最 近 の 業

務 需 要 へ の 集 中 が 前 提 と な っ た 養 殖 経 営 に お い て は 、種 苗 の 自 家 生 産 を 重

視 し コ ス ト 負 担 に 対 応 す る 意 味 合 い は 成 り 立 た な い（ こ れ に は 、そ れ だ け

の 負 担 を し て も 成 果 を 得 る こ と は 至 難 だ と い う 現 状 認 識 も 含 ま れ る ）と 言

わ れ て い る 7 4 )。さ ら に 、最 近 の 気 候 変 動 等 に 伴 う リ ス ク 等（ 例 え ば 、海 水

温 の上 昇 が海 苔 養 殖 の色 落 ちや収 量 減 尐 などに与 える影 響 を 見 通 しにくい

こ と や 、高 温 耐 性 種 苗 の 開 発 は 養 殖 事 業 体 が カ バ ー で き る 範 躊 を 越 え て い

る と 考 え て い る こ と な ど を 含 む 。実 際 、公 的 な 試 験 研 究 機 関 が 高 温 耐 性 種

苗 の 開 発 と 実 証 を 担 っ て い る ）を 考 慮 す れ ば 、そ の 外 部 化 に 合 理 性 を み い

だ す 経 営 体 も 尐 な く な い 。  

と こ ろ で 、柳 川 地 区 に 限 ら ず 有 明 海 区 で は 、今 の と こ ろ 海 苔 養 殖 は 全 量

共 販 を 前 提 と し て い る 。全 量 共 販 に は 、生 産 者 の 利 益 を 確 保 す る 仕 組 み と

し て 長 い 歴 史 が あ る 。し か し 、そ の 現 代 的 な 意 味 合 い と し て は 、様 々 な 課

題 を 見 せ る よ う に な っ た 。現 在 の 海 苔 共 販 に は 大 手 海 苔 メ ー カ ー が 直 接 参

加 し て い る が 、一 方 で は 、こ う し た 海 苔 メ ー カ ー 数 社 が 中 心 と な っ て 構 成

す る グ ル ー プ に よ る 入 札（ グ ル ー プ 入 札 ）が 見 ら れ る よ う に な っ た 。グ ル
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ー プ 入 札 は 、特 定 価 格 帯 に 評 価 さ れ る 同 等 品 が 多 く な っ た こ と で 、大 量 購

入 が 難 し い 入 札 事 業 者 の た め に 始 ま っ た と 言 わ れ て い る 7 5 )。こ の グ ル ー プ

を構 成 する海 苔 メー カー ごとの取 引 に対 する考 え方 につい て は詳 しい検 討

が 必 要 で あ る が 、大 手 海 苔 メ ー カ ー に よ る 入 札 へ の 参 加 と 同 時 に 起 き て い

る グ ル ー プ 入 札 は 、中 低 位 層 に 偏 る よ う に な っ た 共 販 価 格 帯 に 対 し て 上 向

抑 制 力 と な っ て 機 能 す る と 考 え ら れ る 。  

こ う し た こ と が 原 因 と な っ て 、 種 苗 の 自 家 生 産 へ の 投 資 意 欲 ∙動 機 の 減

退 が 現 れ 、現 在 、福 岡 県 の 海 苔 養 殖 業 者 の 約 7 割 は 種 苗 の 自 家 生 産 を や め

て 、 種 苗 生 産 工 程 を 外 部 化 し て い る 。  

 

4)地 域 内 連 携 に よ る 海 苔 養 殖 経 営  

柳 川 地 区 に お け る 海 苔 養 殖 経 営 形 態 の 変 化 は 、資 金 や 労 務 の 負 担 と い う

経 営 内 部 の 問 題 解 決 に よ る も の だ け で な く 、日 本 国 内 で の 海 苔 の 主 軸 需 要

の変 動 やそれに伴 う流 通・加 工 側 の行 動 に大 きく影 響 を受 けたものである。

例 え ば 佐 賀 県 で 先 行 し た 協 業 化 は 労 務 負 担 軽 減 が 大 き な 動 機 で 始 ま っ た 。

こ れ が 、柳 川 地 区 で は 形 を 変 え 、ま た 時 系 列 的 に は 遅 れ て 、同 業 者 と の 協

業 ま た は 協 力 が 有 効 な 経 営 改 善 策 と し て 見 ら れ る よ う に な り 、 現 在 で は 、

協 業 や 協 力 に も と づ く 経 営 形 態 が 当 地 に 生 ま れ た 。  

さ ら に 、こ れ と は ま っ た く 異 な る 改 善 策 も 当 地 に 浮 上 し て い る 。種 苗 生

産 と加 工 の業 務 を切 り離 す業 者 とこの部 分 の受 け皿 となる業 者 の両 方 が出

現 し て い る の で あ る 。と く に 後 者 に つ い て は 、地 元 漁 協 が 先 行 し て 受 け 皿

機 能 と な る 施 設 を 整 備 し た（ こ れ に よ っ て 、組 合 員 漁 業 者 で あ る 海 苔 養 殖

業 者 には具 体 的 に加 工 工 程 を外 部 化 する環 境 が整 ったと自 覚 するよう にな

る 。も ち ろ ん 、漁 協 側 の 施 設 整 備 が 始 ま る 時 点 で 外 部 化 の 受 け 皿 と な る 見

通 し が 成 立 し て い る ）こ と が 起 点 と な っ て い る 。す な わ ち 、柳 川 地 区 で は 、

養 殖 業 者 は 、加 工 段 階 で は 同 業 者 間 協 力 等 で 資 金・労 務 の 負 担 を 軽 減 し よ

う と し て い る 。漁 協 の 自 営 加 工 施 設 は 、こ う し た 手 段 に よ る 経 営 改 善 が 難

し い 業 者 を 支 え て い る だ け で な く 、 養 殖 業 者 の 規 模 や 経 営 形 態 を 越 え て 、
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地 域 内 の海 苔 加 工 業 務 を集 約 しつつある。また、種 苗 生 産 段 階 に関 しては、

養 殖 業 者 は 、こ れ ま で の 経 験 則 に よ る 対 応 が 難 し い 水 温 上 昇 に 伴 う 成 長 不

良 や 病 害 の多 発 によっ て 自 家 生 産 のメ リッ ト が薄 く 安 定 生 産 が 難 しく な っ

た と し て 、 こ の 段 階 を 外 部 化 す る 養 殖 業 者 が 増 え た 。  

海 苔 養 殖 経 営 の 効 率 性 を 追 求 す る 最 近 の 動 き と し て 上 記 を 括 る 。個 別 の

海 苔 養 殖 経 営 体 が 外 部 化 し た 業 務（ 種 苗 生 産 事 業 と 加 工 事 業 ）は 、柳 川 地

区 内 で 分 業 化 さ れ て い る 。海 苔 養 殖 工 程 以 外 の 段 階 を 外 部 化 し て 経 営 効 率

化 を 実 現 し よ う と す る 海 苔 養 殖 経 営 体 の 動 き は 、柳 川 地 区 で の 域 内 分 業 や

専 業 特 化 を 生 ん で い る 。外 部 化 で は な く 個 別 独 自 の 努 力 に よ っ て 規 模 の 経

済 を 追 求 す る 海 苔 養 殖 経 営 体 に と っ て も 、業 務 改 善 に よ る 経 営 成 績 の 向 上

切 り 口 で は 、当 該 地 域 で 育 ち つ つ あ る 分 業 ネ ッ ト ワ ー ク の 検 討 は 、お そ ら

く す で に 海 苔 養 殖 業 者 の 視 野 の 中 に あ る だ ろ う 。  

柳 川 地 区 に お け る 海 苔 養 殖 経 営 は 、養 殖 規 模 が 大 き く て も 家 族 労 働 力 の

活 用 が 主 で あ る 。こ こ で 述 べ た 、種 苗 生 産 と 海 苔 加 工 の 切 り 離 し → 域 内 分

業 化 の 深 化 → 域 内 海 苔 養 殖 業 の 経 営 改 善 、と い う 流 れ は 当 地 の 海 苔 養 殖 業

者 に は 肯 定 的 に 捉 え ら れ る だ ろ う 。そ し て 、こ の こ と は 、地 域 と し て の 生

産 能 力 を 維 持 ・ 拡 大 す る こ と に つ な が る 。  

個 々 の 経 営 内 部 の 条 件 を さ ら に 吟 味 す る 必 要 が あ る が 、柳 川 地 区 だ け で

な く 、事 業 者 の 独 立 意 識 が 強 い と 言 わ れ る 福 岡 県 の 海 苔 養 殖 経 営 に は 、こ

う し た 地 域 内 連 携 から 得 ら れる 経 営 メ リッ ト と いう 切 り 口 が改 善 に 向 け た

変 化 を も た ら す と 想 定 さ れ る 。  
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2 節  韓 国 に お け る 海 苔 養 殖 経 営 の 特 徴  

  1.韓 国 の 海 苔 生 産 の 拡 大  

韓 国 の 海 苔 養 殖 産 業 は 、 前 章 で 述 べ た 日 本 の 養 殖 技 術 ・ 機 器 (人 工 採 苗

技 術 、 養 殖 方 式 、 冷 凍 網 、 自 動 乾 燥 機 な ど )の 開 発 と 密 接 に 関 係 し 、 そ れ

ら の 日 本 か ら の 移 転 ・ 導 入 が 特 に 初 期 の 韓 国 産 海 苔 産 業 の 成 長 を 支 え た 。

最 近 は 日 本 の 養 殖 技 術 な ど を ロ ー カ ラ イ ズ（ Localization：現 地 化 ）し な

が ら 、 独 自 の 技 術 を 開 発 ・ 普 及 さ せ て き た 。 韓 国 の 海 苔 生 産 量 （ 生 海 苔 ）

は 1990 年 には約 10 万 トンで、これは当 時 日 本 生 産 量 の半 分 以 下 であった 。

し か し 、 2011 年 に は 日 本 の 生 産 量 30 万 ト ン を 超 え 、 2020 年 に 約 54 万 ト

ン を 記 録 す る ま で に 成 長 し た 。 2020 年 の 韓 国 の 海 苔 養 殖 生 産 量 を 地 域 別

に 見 る と 、 全 羅 单 道 で 約 39 万 ト ン （ 74％ ） 、 忠 清 单 道 と 全 羅 北 道 が 各 約

8 万 ト ン （ 各 8％ ） 、 京 畿 道 で は 約 3 万 ト ン （ 5％ ） 、 釜 山 市 で は 約 1 万 7

千 ト ン （ 3％ ） だ っ た 。  

海 苔 養 殖 施 設 規 模 を 見 る と 、 2006 年 時 点 （ 2007 年 産 ） で は 全 国 に 65.2

万 柵 7 6 )が 設 置 さ れ た 。 こ れ が 、 2019 年 （ 2020 年 産 ） に は 110.5 万 柵 と な

り 、 約 1.7 倍 に 増 加 し た （ 表 9） 。 こ の 110.5 万 柵 の 75%（ 83.1 万 柵 ） が

全 羅 单 道 に 、 10%（ 11.4 万 柵 ） が 全 羅 北 道 に あ る 。 す な わ ち 、 全 羅 道 に 全

体 海 苔 養 殖 施 設 の 85%が 集 中 し て い る こ と が わ か る 。韓 国 の 海 苔 養 殖 経 営

体 数 は 、 2001 年 に は 5,123 経 営 体 だ っ た も の が 2020 年 に は 1,986 経 営 体

と な っ た 。 す な わ ち 、 こ の 20 年 間 で 約 61%が 減 尐 し た 。 と こ ろ が 、 同 じ

期 間 で 海 苔 養 殖 1 免 許 あ た り 面 積 は 44ha か ら 78ha に 増 加 し て い る 。小 規

模 経 営 体 の 退 出 が 進 む な か で 、海 苔 養 殖 の 免 許 件 数 も 減 尐 す る が 、総 免 許

面 積 は 拡 大 し て い る 7 7 )。経 営 規 模 を 拡 大 す る 経 営 体 と 小 規 模 な 経 営 体 が 混

在 し 、 経 営 体 間 の 規 模 の 分 化 が み ら れ る 。  
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表 9 韓 国 の 地 域 別 養 殖 施 設 規 模  

（ 卖 位 ： 万 柵 ）  

年 産  全 国  全 单 道  全 北 道  忠 单 道  京 畿 道  釜 山 市  

2007 65.2 41.7 11.4 8.4 1.7 2.1 

2008 61.8 40.9 11.5 5.5 1.7 2.2 

2009 67.6 45.1 12.0 6.0 2.0 2.4 

2010 65.1 44.1 10.8 5.8 2.1 2.3 

2011 76.8 55.0 9.0 7.0 3.5 2.2 

2012 77.5 57.7 8.4 6.2 3.3 1.8 

2013 74.3 55.9 7.8 5.7 3.1 1.7 

2014 76.1 57.0 7.9 6.3 3.4 1.6 

2015 79.7 60.2 7.9 6.6 3.2 1.8 

2016 84.8 64.0 8.3 7.2 3.4 1.9 

2017 88.8 66.1 9.1 7.7 4.0 1.9 

2018 101.8 76.4 10.7 7.5 5.1 2.2 

2019 113.3 85.6 11.1 8.9 5.4 2.3 

2020 110.5 83.1 11.4 8.5 5.4 2.1 

注 ： 1 柵 は 2.2ｍ ×40ｍ で あ る 。  

出 所 ： KMI 水 産 業 観 測 セ ン タ ー 「 水 産 観 測 (海 苔 )」 (各 月 報 )に よ り 作 成  

 

2.韓 国 の 海 苔 養 殖 生 産 に 関 す る 特 徴  

韓 国 の 海 苔 産 業 と 日 本 の そ れ と の 最 も 大 き な 違 い は 、韓 国 で は 海 苔 養 殖

と 加 工 が 分 離 し て い る こ と で あ る 。日 本 で は 、海 苔 養 殖 業 者 が 自 ら 生 産 し

た 生 海 苔 を 、協 業 を 含 め て 養 殖 業 者 自 ら 加 工 し て 干 し 海 苔 を 出 荷 す る こ と

が 基 本 で あ る 。し か し 、韓 国 で は 、海 苔 養 殖 業 者 は 、自 ら が 収 穫 し た 生 海

苔 を 、水 産 業 協 同 組 合 (水 協：日 本 の 漁 協 に 相 当 す る )に よ る 産 地 セ リ に 出

品 す る 。セ リ に 出 品 さ れ た 生 海 苔 を 、売 買 参 加 資 格 を 有 す る 者（ 仲 卸 業 者

な ど ）が 購 入 し 、そ の 後 、１ 次 海 苔 加 工 業 者 に 販 売 さ れ た 生 海 苔 は 干 し 海

苔 に 加 工 さ れ る 。こ の よ う に 韓 国 で は 海 苔 の 養 殖 と 加 工 の 当 事 者 が 分 離 し

て い る 。  

こ の こ と か ら 、韓 国 で は 、海 苔 産 業 内 部 に つ い て 、種 苗 生 産 と 養 殖 か ら

な る 後 方 部 門 と 加 工・流 通 と 輸 出 を 担 う 前 方 部 門 で 構 成 さ れ て い る と 表 現

し て い る 。こ の 分 離 、換 言 す れ ば 分 業 化 と そ の 連 鎖 の お か げ で 、海 苔 養 殖

業 者 は海 苔 の生 産 に集 中 し専 念 し加 工 分 野 では様 々 な形 の海 苔 製 品 開 発 に
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集 中 す る こ と が 続 い た き た 。そ し て 、こ れ に よ っ て 、海 苔 産 業 の 発 展 が 加

速 し た と 言 わ れ て い る 7 8 )。  

し か し 、こ の 発 展 の 歩 み は 次 の 指 摘 を 招 く に 至 っ た 。す な わ ち 、前 方 部

門 に 集 中 し た 支 援 と 開 発（ 政 策 支 援 と そ の 成 果 と い う 意 味 ）が 海 苔 産 業 内

の 不 均 衡 を 招 き 、さ ら に 後 方 部 門 に 関 す る 研 究 不 足（ 公 的 機 関 と 産 業 内 部

で行 なわれている研 究 自 体 とその研 究 成 果 還 元 の両 方 が不 足 、という意 味 ）

が 加 わ っ て 海 苔 養 殖 産 業 の 基 盤 で あ る 後 方 産 業 は さ ら に 脆 弱 に な っ た 7 9 )。

2000 年 代 に 韓 国 産 海 苔 産 業 の 規 模 拡 大 が 進 ん だ 時 か ら こ の よ う な 指 摘 が

な さ れ る よ う に な っ た の だ が 、 そ の 指 摘 は 次 の 関 係 か ら 導 出 さ れ て い る 。 

韓 国 政 府 による海 苔 産 業 に対 する技 術 支 援 は種 苗 生 産 と養 殖 の個 別 事 業

者 の 技 術 開 発 に 留 ま っ た 。だ か ら 、後 方 産 業 全 体 に 行 き 渡 る よ う な 新 技 術

の 開 発 と 改 善 が 大 き く 遅 滞 し た 。ま た 、韓 国 の 法 制 度 で は 、海 苔 養 殖 施 設

基 準 に関 する法 令 8 0 )によって、海 苔 養 殖 技 術 が地 域 ごとに偏 在 したまま（ あ

る地 域 で行 なわれている海 苔 養 殖 技 術 は他 の地 域 に伝 播 しないという “ 閉

ざされた技 術 普 及 ” が生 じているのは関 連 法 制 度 に遠 因 があるとする批 判 。

こ の こ と は 、韓 国 内 の 海 苔 養 殖 地 域 間 の 格 差 ― 産 地 間 で 海 苔 養 殖 経 営 方 式

や 取 引 関 係 の 違 い が 固 定 化 し て い る ― と の 現 状 分 析 に よ る も の で あ る ）と

い う 状 況 を 誘 発 し 、現 在 に 至 っ て い る 8 1 )。水 協 系 統 団 体（ 水 産 業 協 同 組 合

組 織 。日 本 で い う 漁 業 協 同 組 合 組 織 に あ た る ）の 役 割 と い う 点 で は 、水 産

業 協 同 組 合 は 前 方・後 方 の 両 部 門 の 最 前 線 で の 仲 裁 機 能 を 果 た し き れ な い

こ と も あ っ て 養 殖 業 者 と 加 工 業 者 と の 摩 擦 を 温 存 さ せ 、生 海 苔 の 価 格（ 産

地 価 格 ）の下 落 と不 安 定 な海 苔 養 殖 経 営 が解 決 されない状 況 が続 いている。

前 方 産 業 と後 方 産 業 を仲 介 できるかという機 能 的 課 題 が韓 国 の系 統 機 能 に

あ る 問 題 だ と 見 る な ら 、日 本 の 系 統 団 体 が 海 苔 養 殖 産 地 で 運 営 し て い る 共

販 制 度 は 、海 苔 養 殖 家 族 経 営 に 対 す る 海 苔 加 工 販 売 資 本 の 浸 食 を 食 い 止 め

る 防 波 堤 と し て 始 ま り 現 在 ま で 維 持 さ れ て い る こ と に つ い て 、こ れ が ど う

い っ た 課 題 を 内 包 し て い る の か と い う 点 に 大 き な 示 唆 を 与 え て い る 。  
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  3.韓 国 の 海 苔 養 殖 経 営 の 形 態 別 特 徴  

韓 国 に お け る 海 苔 養 殖 方 法 は 、浮 流（ 読 み 方：う き な が し ）式 と 支 柱（ 読

み 方：し ち ゅ う ）式 に 分 け る こ と が で き る 。浮 流 式 で は 海 苔 網 の 露 出 の 程

度 に よ っ て 露 出 浮 流 式 と 無 露 出 浮 流 式 に 区 分 さ れ る 。支 柱 式 は 伝 統 的 な 方

法 で あ り 、干 潟 地 域 で 主 に 行 わ れ て い る 。浮 流 式 は 竹 と 浮 子 を 付 着 し た 海

苔 網 1 9 )を 水 面 に 浮 か せ る こ と が で き る の で 、 漁 場 の 制 約 を 受 け る こ と が

尐 な く な っ た 露 出 浮 流 式 は 手 動 で 海 苔 網 の 露 出 を 調 節 す る が 、無 露 出 浮 流

式 で は 海 苔 網 が い つ で も 水 に 浸 か っ て い る 。  

本 研 究 で は 韓 国 の 海 苔 養 殖 方 法 を 支 柱 式 、浮 流 式 (露 出 浮 流 式 )、セ ッ ト

式 (無 露 出 浮 流 式 )の 三 つ に 区 分 し て （ 図 11） 、 養 殖 方 法 別 に 海 苔 養 殖 の

現 場 作 業 と 経 営 状 況 を 調 査 し た 。な お 、こ こ で は 海 苔 養 殖 に 関 す る 現 場 作

業（ 作 業 工 程 、労 務 内 容 、労 働 負 担 の 実 態 な ど ）を 中 心 に 整 理 し 、養 殖 方

法 ご と に 対 比 さ せ た 表 を 後 掲 す る 。以 下 に 述 べ る 事 例 は 、支 柱 式 海 苔 養 殖

（ 全 羅 单 道 海 单 郡 の 業 者 ） 、 浮 流 式 海 苔 養 殖 （ 全 羅 单 道 高 興 郡 の 業 者 ） 、

セ ッ ト 式 海 苔 養 殖（ 釜 山 市 の 業 者 ）で の 聞 き 取 り に よ る も の で あ る 。各 事

例 は 海 苔 養 殖 方 法 ご と に 標 準 的 な 業 者 で あ る 。 2014 年 か ら 2015 年 ま で の

漁 期 中 お よ び 漁 期 以 外 の 時 期 に そ れ ぞ れ 複 数 回 、調 査 内 容 の 正 確 性 を 担 保

す る た め に 経 営 数 値 を 照 合 し な が ら 聞 き 取 り を し た 。 2016 年 に は 補 充 調

査 を 実 施 し た 。さ ら に 、研 究 機 関 、当 該 地 域 の 自 治 体 、海 苔 関 連 団 体 の 専

門 家 か ら 当 該 聞 き 取 り 先 に 関 す る 情 報 を 得 る こ と が で き た 。 2017 年 以 降

の 状 況 に つ い て も 別 途 、 追 加 調 査 を 行 う こ と で 、 2014～ 2016 年 に 行 っ た

調 査 結 果 を 補 足 し た 。  
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聞 き 取 り 調 査 先 の 基 本 情 報 を 表 10 に 示 す 。 地 域 ご と の 海 苔 網 の サ イ ズ

が 異 な る の で 、使 用 す る 海 苔 網 の 総 面 積 を ㎡ 卖 位 で 換 算 し た 。三 つ の 経 営

体 の養 殖 規 模 は、各 地 域 の平 均 に近 いが、養 殖 方 式 ごとの多 尐 の差 はある。

労 働 力 の 運 用（ 所 要 就 労 者 ）は 、支 柱 式 は 夫 婦 2 人 、浮 流 式 は 3 人 、セ ッ

ト 式 は 4 人 で あ る 。 こ の 内 訳 を 見 る な ら 、 浮 流 式 は 漁 期 中 の 常 時 雇 用 は 1

人 で あ る が 、 忙 し い 時 に は 臨 時 的 に 2～ 4 人 を 追 加 雇 用 し て い る 。 セ ッ ト

式 は 3 人 の 常 時 雇 用 者 で 対 応 し て い る 。セ ッ ト 式 で は 、こ の 方 式 の 特 有 の

作 業 方 式 た め に 3～ 4 人 の 1 グ ル ー プ が 雇 用 規 模 の 前 提 と な っ て い る 。  

 

 

図 11 韓 国 の 海 苔 養 殖 経 営 タ イ プ と 関 連 地 域  

出 所 ： 韓 国 海 洋 水 産 開 発 院 「 品 目 情 報 ： 海 苔 」 を も と に 著 者 が

作 成  
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表 10 韓 国 の 海 苔 養 殖 方 式 別 経 営 体 の 概 要 （ 聞 き 取 り 先 ）  

 
支 柱 式  浮 流 式  セ ッ ト 式  

労 働 力 (人 ) 

2 

(夫 婦 ) 

3 

(本 人 、  

家 族 1 雇 用 1 ) 

4 

(本 人 、  

雇 用 3) 

養 殖 規 模  

(海 苔 網 の 総 面 積 (㎡ )) 
24,000 36,750 20,736 

生 産 量  

(ト ン 、 生 海 苔 ) 
91 253 243 

養 殖 実 施 地 域  全 羅 单 道  全 羅 单 道  釜 山 市  

出 所 ： 韓国産海苔養殖業者への聞き取り調査(2014～2016年)による 

 

韓 国 産 海 苔 養 殖 業 の 特 徴 と 各 養 殖 方 法 別 の 違 い を 明 確 に す る た め に 、ま

ず は 養 殖 方 法 別 の 現 場 作 業 （ 5 月 か ら 翌 年 4～ 5 月 ま で ） を 整 理 す る 。  

 

1)養 殖 資 材 の 整 備 （ 5～ 8 月 ）  

海 苔 養 殖 漁 期 （ 10～ 11 月 か ら 翌 年 4～ 5 月 ま で ） が 終 了 す る と 、 各 海 苔

養 殖 業 者 は 養 殖 資 材 の 整 備 作 業 を 実 施 す る 。通 常 に は 夏 ま で の 長 期 間 に 養

殖 業 者 が 自 ら 行 う 。 と こ ろ が 、 海 苔 網 の 洗 浄 作 業 は 委 託 す る 業 者 も あ る 。

委 託 す る 理 由 に は 、労 働 面 で の メ リ ッ ト よ り も 作 業 の 専 門 性 が 関 わ っ て い

る 。事 例 の 浮 流 式 養 殖 業 者 は 、以 降 の 採 苗 作 業 の 効 率 性 を 高 め る た め に（ 海

苔 網 に 海 苔 が 上 手 く 付 着 で き る よ う に ）、海 苔 網 の 洗 浄 を 洗 浄 業 者 に 委 託

し て い る （ 2.1m×50m サ イ ズ の 海 苔 網 当 た り 4,000 ウ ォ ン ） 。  

 

2)養 殖 施 設 の 設 置 お よ び 採 苗 （ 9 月 ）  

9 月 に は 、 養 殖 施 設 を 海 に 設 置 し 、 採 苗 を 行 う 。 養 殖 施 設 の 設 置 で は 、

浮 流 式 は 一 部 作 業 を 委 託 す る こ と 、セ ッ ト 式 は 地 域 内 の 共 同 作 業 が 多 い こ

と が 特 徴 的 で あ る 。 浮 流 式 は 水 深 40 メ ー ト ル 前 後 の 場 所 を 漁 場 と す る た

め、海 苔 網 を海 上 に固 定 する木 錨 の設 置 作 業 は専 門 業 者 に委 託 している（ 木

錨 1 基 あ た り 10,000 ウ ォ ン ） 。 セ ッ ト 式 で は 「 セ ッ ト 」 と 呼 ば れ る 養 殖



 

51 

 

施 設 を 運 営 す る が 、 1 つ の「 セ ッ ト 」は 横 100m×縦 60m の 大 き い も の で あ

る か ら 、 設 置 作 業 は 他 養 殖 業 者 と の 共 同 作 業 に よ る 。 こ の 時 の 「 セ ッ ト 」

と は 採 苗 ・ 育 苗 用 の 「 育 苗 用 セ ッ ト 」 で あ り 、 後 述 の 「 本 養 成 用 セ ッ ト 」

（ 養 殖 工 程 用 ） と は 異 な る 形 の も の で あ る 。  

採 苗 作 業 は 浮 流 式 と セ ッ ト 式 は 委 託 し て い て 、支 柱 式 は 自 ら 行 う 。韓 国

で は 日 本 の 様 に 自 ら 種 苗 を 生 産 す る 養 殖 業 者 は ご く 尐 数 で あ り 、事 例 の 支

柱 式 の よ う に 採 苗 用 貝 殻 を 購 入 し て 直 接 に 採 苗 を す る こ と が 主 流 で あ る 。

2016 年 に 韓 国 に は 採 苗 用 貝 殻 を 生 産 す る 種 苗 生 産 場 は 161 ヶ 所 が あ り 、

こ れ と は 別 に 委 託 採 苗 が 可 能 な 施 設 は 15 ヶ 所 が あ る 。 た だ し 、 事 例 の 浮

流 式 と セ ッ ト 式 の よ う に 採 苗 作 業 を 委 託 す る 業 者 は 増 え て い る 。浮 流 式 は

以 前 に は 自 ら 採 苗 を 行 な っ た こ と も あ っ た が 、 3 年 前 か ら は 専 門 業 者 に 委

託 す る よ う に な っ た 。採 苗 を 委 託 す る こ と は 費 用 負 担 を 前 提 と す る が 、聞

き 取 り 調 査 先 は 採 苗 作 業 に か か る 労 働 負 担 の 軽 減 、高 品 質 な 種 苗 の 入 手 な

ど の メ リ ッ ト を 重 視 し て い る 。 セ ッ ト 式 は 採 苗 の 委 託 に よ っ て 「 冷 凍 網 」

を 確 保 す る こ と も 特 徴 的 で あ る 。セ ッ ト 式 が 使 用 す る 海 苔 網 の 半 分 は 種 苗

業 者 に よ っ て 冷 凍 保 管 さ れ 、 1 月 以 降 に 使 う 。 こ れ が 「 冷 凍 網 」 で あ り 、

委 託 費 用 に は 保 管 料 が 含 ま れ る 。  

 

3)養 殖 工 程 （ 10 月 か ら 翌 年 4～ 5 月 ま で ）  

採 苗 の 後 は 養 成 作 業（ 養 殖 工 程 ）が 行 う 。韓 国 で は 、海 苔 の 葉 が 育 つ 時

期 を 初 期 養 成 段 階 と 、 海 苔 が 2～ 3cm ま で 育 っ た 後 は 本 格 的 な 養 殖 成 長 の

時 期 と い う 意 味 で 、本 養 成 段 階 と 、区 分 し て 呼 ん で い る 。初 期 養 成 段 階 に

は 海 苔 の 成 長 状 態 や 海 水 温 の 変 化 に 応 じ て 迅 速 な 対 応 が 求 め ら れ る た め 、

家 族 労 働 をも とに する 支 柱 式 は 他 業 者 との 協 力 によっ て 作 業 を する 場 合 も

あ る 。初 期 養 成 時 期 が 終 わ る と セ ッ ト 式 は「 育 苗 用 セ ッ ト 」を 回 収 し 、「 本

養 成 用 セ ッ ト 」 を 設 置 す る 。  
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4)採 取 （ 11 月 か ら 翌 年 4～ 5 月 ま で ）  

11 月 か ら は 採 取 を す る 。 採 取 の 回 収 に は 海 苔 養 殖 業 者 別 の 差 が あ る 。

海 苔 網 1 つ あ た り に 支 柱 式 は 月 1 回 、 浮 流 式 と セ ッ ト 式 は 月 2～ 3 回 採 取

す る 。採 取 の 回 収 の 差 に は 養 殖 方 式 の 違 い が 関 係 す る 。支 柱 式 で は 海 苔 が

日 光 に さ ら さ れ る 時 間 が 長 い た め に 病 害 に 強 い と 、浮 流 式 と セ ッ ト 式 で は

海 苔 が ず っ と 水 の 中 に あ る こ と か ら 病 害 や 異 物 付 着 の 危 険 性 が 高 い と 、言

わ れ て い る 。な お 、浮 流 式 は 漁 期 中 に 自 然 採 苗 に よ っ て 冬 季 海 苔 を 生 産 す

る こ と 、セ ッ ト 式 は 既 存 の 海 苔 網（ 秋 網 と 呼 ば れ る ）を 1 月 か ら は 冷 凍 網

に 入 り 変 わ る こ と も 特 徴 で あ る 。  

 

5)現 場 作 業 に よ る 養 殖 方 式 別 の 特 徴  

現 場 作 業 か ら み た 養 殖 方 式 別 の 特 徴 を 整 理 す る と 、 事 例 の 支 柱 式 で は 、

現 場 作 業 が 家 族 労 働 に よ っ て 行 わ れ て い る 。こ れ は 他 の 養 殖 方 式 に 比 べ て

海 苔 の成 長 管 理 や採 取 作 業 などに必 要 な労 働 力 が尐 なくて済 むからである。

手 が か か る 時 に は 他 業 者 と の 助 け 合 い を 活 用 し て い る 。ま た 、従 来 型 の 養

殖 方 式 で あ る が 、高 値 段 海 苔 の 生 産 を 目 指 し て い る 。酸 処 理 の 代 わ り に 高

塩 分 の 水 を 利 用 す る な ど 環 境 に や さ し い 養 殖 方 式 と い う 長 所 に 注 目 し て 、

生 産 物 の 価 値 を 高 め よ う と し て い る 。月 1 回 の 採 取 頻 度 は 他 の 養 殖 方 式 に

比 べ て 非 常 に 尐 な い が 、 値 段 が 高 い 海 苔 の 生 産 が で き る 。  

浮 流 式 で は 、種 苗 を 含 め て 作 業 の 委 託 が 多 い こ と が 特 徴 で あ る 。海 苔 養

殖 経 営 が 活 発 に 展 開 さ れ る 地 域 で あ る た め 、利 用 可 能 な 外 部 業 者 が 多 い こ

と も 関 係 す る 。採 苗 の 場 合 、委 託 採 苗 へ の 転 換 後 、海 苔 の 生 産 性 が 向 上 し

満 足 度 が 高 く 、長 期 的 に は 自 ら 採 苗 施 設 を 運 用 す る 計 画 も あ る 。常 時 雇 用

1 人 は 外 国 人 で あ り 、 人 材 雇 用 面 で の 困 難 は な い と 言 わ れ て い る 。 生 産 量

を増 大 させるために冬 季 採 苗 を活 用 しているが、自 然 採 苗 であることから、

そ の 生 産 性 は 高 く な い 。  
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セ ッ ト 式 の 現 場 作 業 の 特 徴 は 、 労 働 力 と 資 本 が 多 く か か る こ と で あ る 。

こ れ は セ ッ ト 式 の 特 有 の 養 殖 施 設 が 強 く 関 係 し て い る 。事 例 の 養 殖 業 者 は

6 つ の「 セ ッ ト 」を 運 用 し て い る 。内 国 人 3 人 を 常 時 雇 用 し て い る が 、「 セ

ッ ト 」の 設 置 や 回 収 に は 区 域 内 他 業 者 と の 共 同 作 業 が 要 求 さ れ る 。セ ッ ト

式 は 調 査 対 象 の 中 で 唯 一 に 冷 凍 網 を 使 用 し て い る が 、韓 国 で は ま だ 冷 凍 網

の 利 用 普 及 が 珍 し い 。  

 

表  11 年 間 の 作 業 フ ロ ー と 養 殖 方 法 別 特 徴  

月 重要作業 支柱式 浮流式 セット式 

5～

8 
養殖資材の整備 家族労働 委託 家族労働+雇用 

9 
養殖施設の設置 家族労働 一部委託(木錨設置) 

初期養成セットの設置他

業者との協力 

採苗 自家採苗 委託 委託 

10 

初期養成 他業者との協力 家族労働+雇用 
初期養成セットの撤収 

他業者との協力 

本養成 家族労働 家族労働+雇用 
本養成セットの設置は 

他業者との協力 

11 

採取 月 1回採取 
月 2～3

回採取 

冬季海苔 

採苗・育成 月 2～3

回採取 

秋網の採取 
12 

1～ 

4 

冬季海苔 

の採取 
冷凍網使用 

出所：韓国産海苔養殖業者への聞き取り調査(2014～2016年実施)による 

 

4.韓 国 産 海 苔 養 殖 の 経 営 形 態 別 費 用 と 利 益 の 比 較  

こ れ ま で 見 て き た 3 方 式 の 海 苔 養 殖 業 者 で は 、そ れ ぞ れ 異 な る 大 き さ の

海 苔 網 (支 柱 式 は 2m×40m、 浮 流 式 は 2.1m×50m、 セ ッ ト 式 は 1.8m×20m が

基 本 卖 位 )を 使 っ て い る 。 ま た 、 初 期 養 成 作 業 ・ 種 苗 作 業 ・ 冷 凍 網 の 使 い

方・収 穫 時 期 の見 極 め方 、維 持 作 業 などを含 めた労 務 負 担 のありかたなど、

異 な る 条 件 で 業 者 経 営 を 維 持 し て い る 。そ こ で 、こ う し た こ と を 念 頭 に お

い て 海 苔 網 面 積 1 ㎡ あ た り に 換 算 し て 、 2016 年 時 点 の 各 海 苔 養 殖 業 者 の

経 営 現 況 を ま と め た （ 表 12） 。  
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聞 き 取 り 調 査 に よ る と 、海 苔 網 1 ㎡ あ た り の 各 業 者 の 総 費 用 は 、支 柱 式

海 苔 養 殖 業 者 が 1,421 ウ ォ ン 、浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 2,873 ウ ォ ン 、セ ッ

ト 式 海 苔 養 殖 業 者 は 6,829 ウ ォ ン だ っ た 。ほ と ん ど の 費 目 に お い て 、セ ッ

ト 式 海 苔 養 殖 業 者 の 費 用 が 最 大 だ っ た 。海 苔 網 1 ㎡ あ た り の 売 上 高（ 出 荷

額 ）を 見 る と 、支 柱 式 海 苔 養 殖 業 者 は 4,359 ウ ォ ン 、浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者

は 4,567 ウ ォ ン 、セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 は 9,637 ウ ォ ン で あ る 。セ ッ ト 式

海 苔 養 殖 業 者 は 費 用 と 売 上 高 の 両 方 で 、は る か に 大 き な も の で あ る こ と が

わ か る 。し か し 、支 柱 式 海 苔 養 殖 業 者 の 1 ㎡ あ た り の コ ス ト が 相 対 的 に 小

さ い こ と か ら 、海 苔 網 1 ㎡ あ た り の 粗 利 益 は 支 柱 式 海 苔 養 殖 業 者 が 最 も 高

く（ 2,938 ウ ォ ン ）、セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 が そ れ に 続 き（ 2,808 ウ ォ ン ）、

浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 最 も 低 く か っ た （ 1,693 ウ ォ ン ） 。 そ れ ぞ れ の 事 例

業 者 の 売 上 高 利 益 率 を 計 算 し て み る と 、支 柱 式 海 苔 養 殖 業 者 が 67.4%で 最

も 高 く 、 浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 37.1%、 セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 は 29.1%と

最 も 低 か っ た 。  

項 目 別 の 具 体 的 な 費 用 を み る 。ま ず 、海 苔 網 1 ㎡ あ た り で 求 め た 各 海 苔

養 殖 業 者 の 養 殖 施 設 費 を み る と 、セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 の 養 殖 施 設 費 が 8

28 ウ ォ ン （ 総 費 用 の 12％ ） で 最 も 高 く 、 浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 で も 820 ウ

ォ ン （ 総 費 用 の 29％ ） と 、 同 程 度 の 支 出 で あ っ た 。 し か し 、 支 柱 式 海 苔

養 殖 業 者 の 養 殖 施 設 費 は 452 ウ ォ ン （ 総 費 用 の 32％ ） と 、 他 に 比 べ て き

わ め て 低 廉（ た だ し 対 総 費 用 比 は 大 き い ）で あ っ た 。支 柱 式 で は よ り シ ン

プ ル な（ 資 材 費 と し て 見 て も 相 対 的 に 費 用 が 低 廉 で 済 む と い う 意 味 ）養 殖

施 設 を 使 う か ら で あ る 。  

採 苗 費 が 最 も 大 き な 方 式 は セ ッ ト 式 （ 556 ウ ォ ン 、 総 費 用 の 8％ ） で あ

っ た 。セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 は 採 苗 業 者 に 採 苗 を 委 託 し て い た が 、同 じ く

陸 上 採 苗 を 実 施 す る 浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 と の 間 に は 異 な る と こ ろ が あ る 。

浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 海 苔 養 殖 が 活 発 な 全 羅 道 に 多 く 存 在 し て い る 。全 羅

道 に は 彼 ら が 利 用 で き る 採 苗 業 者 も 多 い 。と こ ろ が 、セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業

者 は 釜 山 地 域 に 集 中 的 に 立 地 し て い る の だ が 、こ の 釜 山 地 域 に は 利 用 可 能

な 陸 上 採 苗 業 者 が 尐 な い 。そ の 上 、彼 ら（ セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 ）が 支 払
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う 採 苗 費 用 に は 冷 凍 網 の 保 管 料 が 含 ま れ て い る 。こ の こ と か ら 上 記 の 違 い

が 発 生 し た と 判 断 で き る 。  

薬 品 費 の 場 合 も セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 の 1 ㎡ あ た り の 費 用 が 163 ウ ォ ン

で 最 も 高 い 。浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 119 ウ ォ ン で あ る こ と か ら 、浮 流 式 の

中 で も 無 露 出 浮 流 式 で あ る セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 方 法 で 、よ り 高 額 の 薬 品 費 を

支 出 し て い る 。浮 流 式 と セ ッ ト 式 で は 病 害 や 異 物 付 着 の 危 険 性 が 高 い こ と

が 関 係 す る 。  

船 舶 費 で は 、セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 が 992 ウ ォ ン 、支 柱 式 海 苔 養 殖 業 者

と 浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 200 ウ ォ ン 台 と 、大 き く 異 な る 。こ れ は 前 述 し た

よ う に 、所 要 海 上 作 業 の 規 模 に よ る も の で あ る 。し か し 細 か く 見 れ ば 、油

類 費 の場 合 は船 をたくさん保 有 しているセット式 海 苔 養 殖 業 者 より浮 流 式

海 苔 養 殖 業 者 で さ ら に 高 額 で あ っ た 。こ れ は 利 用 漁 場 ま で の 距 離 に よ る と

こ ろ も あ り 、露 出 浮 流 式 で は 海 苔 の 日 光 露 出 管 理 の た め に 作 業 船 の 稼 働 回

数 が 多 い こ と に も よ る 。  

人 件 費 で は 、 セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 が 3,400 ウ ォ ン （ 総 費 用 の 50％ ）

で 、き わ め て 高 額 で あ る 。常 雇 い の 正 規 職 員 3 人 を 高 賃 金 で 雇 用 し て い る

た め で あ る 。 正 規 職 員 1 人 の 浮 流 式 海 苔 養 殖 業 者 は 419 ウ ォ ン (総 費 用 の

15％ )、 作 業 の ほ と ん ど を 家 族 労 働 に 依 存 す る （ し た が っ て 帳 簿 に は 自 己

労 賃 の 不 評 価 が 反 映 さ れ て い る ） 支 柱 式 海 苔 養 殖 業 者 の 人 件 費 は 17 ウ ォ

ン （ 総 費 用 の 1％ ） で あ っ た 。  

そ の 他 の 費 用 で も セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 業 者 が 最 も 大 き い が 、こ れ は 養 殖 方

式 の違 いというよりも立 地 あるいは地 域 面 での不 利 条 件 によるものである。

前 述 の 種 苗 費 の よ う に 、全 羅 道（ 支 柱 式・浮 流 式 ）で は 海 苔 養 殖 関 連 事 業

所（ 者 ）が 多 く 、漁 港 に 陸 揚 げ 用 ク レ ー ン な ど 関 係 施 設 が 整 備 さ れ て い る 。

し か し 、釜 山 地 域 に は 事 情 が 異 な り 、セ ッ ト 式 で は 陸 揚 げ 用 ク レ ー ン 、フ

ォ ー ク リ フ ト 利 用 に 個 別 に 外 注 費 用 が 発 生 し て い る 。こ の 陸 揚 げ 費 が そ の

他 費 用 の 差 を 作 っ て い る 。  
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表  12 養 殖 方 法 別 経 営 現 況 (2016 年 ) 

(卖 位 ： ウ ォ ン ）  

 支 柱 式  浮 流 式  セ ッ ト 式  

養 殖 施 設 費  452( 32) 820( 29) 828( 12) 

採 苗 費  278( 20) 229(  8) 556(  8) 

薬 品 費  37(  3) 119(  4) 163(  2) 

船 舶 費  243( 17) 287( 10) 992( 15) 

油 類 費  191( 13) 748( 26) 316(  5) 

人 件 費  17(  1) 419( 15) 3,400( 50) 

そ の 他 費 用  204( 14) 251(  9) 574(  8) 

総 費 用   1,421(100) 2,873(100) 6,829(100) 

出 荷 額 <A> 4,359 4,567 9,637 

粗 利 額 <B> 2,938 1,693 2,808 

売 上 利 益 率 <B/A> 67.4％  37.1％  29.1％  

注：海 苔 網 1 ㎡ 基 準 に 計 算 し た 。各 費 用 の（ ）は 総 費 用 対 比 割 合 (％ )。 

出 所 ： 韓 国 産 海 苔 養 殖 業 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 (2014～ 2016 年 実 施 )を も

と に 作 成  

 

5.韓 国 産 海 苔 養 殖 の 経 営 形 態 別 特 徴 と 展 望  

海 苔 養 殖 方 法 別 の 特 徴 を 踏 ま え て 、韓 国 の 海 苔 養 殖 経 営 に 関 す る 展 望 を

整 理 す る 。  

直 近 の韓 国 の政 策 支 援 の傾 向 を勘 案 すると 、支 柱 式 養 殖 はエコ養 殖 業（ 地

元 漁 場 環 境 の 改 善・保 全 を 志 向 し た 養 殖 経 営 ）と し て 尐 量 生 産・品 質 中 心

の 経 営 体 制 を 維 持 す る だ ろ う 。こ れ は 、韓 国 の 地 方 自 治 体 が エ コ 養 殖 資 材

購 入 な ど へ の 政 策 支 援 8 2 )を 通 じ て エ コ 養 殖 業 を 誘 導 し て い る こ と 、一 部 地

域 ではエコ養 殖 業 の認 証 制 度 を活 用 し た漁 業 収 益 の増 加 事 例 が 発 生 してい

る こ と 、に よ る 。最 近 で は 漁 場 環 境 の 悪 化 に 関 す る 認 識 が 養 殖 の 現 場 や 市

民 に 定 着 し て い る こ と 、な ら び に 、こ の 点 に 関 し て 自 然 親 和 的 養 殖 方 法 で

あ る と 市 民 に 理 解 さ れ て い る 支 柱 式 海 苔 養 殖 の 強 み の 2 点 を 積 極 的 に 経 営

に 反 映 す る こ と が 、エ コ 養 殖 業 認 証 制 度 を 活 用 し た 海 苔 養 殖 経 営 の 手 法 と

し て 拡 大 す る だ ろ う 。  

浮 流 式 海 苔 養 殖 は こ れ か ら も 量 的 生 産 体 制（ 規 模 の メ リ ッ ト を 志 向 す る

経 営 ）を 続 け る だ ろ う 。こ の 方 式 を と る 養 殖 業 者 は す で に 大 き な 経 営 規 模
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を 保 有 し て い る 。 こ の 方 式 を 採 用 す る 同 業 者 ど う し で 任 意 の 協 会 （ 団 体 ）

を 組 織 し て 採 苗 技 術 を 研 究 し た り 、効 率 性 が 低 下 す る 自 然 採 苗 (冬 季 海 苔 )

を避 けるための冷 凍 網 の活 用 方 法 を検 討 する動 きが見 られる。したがって、

こ の 方 式 を 採 る 海 苔 養 殖 経 営 体 は 、経 営 方 式 の 変 化 よ り も そ の 規 模 を 維 持

し 安 定 的 ・ 効 率 的 な 経 営 を 追 求 す る と み ら れ る 。  

セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 経 営 で は 、流 通 川 下 と の 関 係 構 築 に 積 極 的 な 事 業 を 追

求 す る こ と に な る だ ろ う 。 セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 が 行 な わ れ て い る 現 場 で は 、

漁 場 が 狭 く て 制 約 が 多 い と い う 不 利 条 件 が 指 摘 さ れ て い る 。さ ら に こ の 方

式 は 、海 苔 養 殖 生 産 が 旺 盛 な 全 羅 单 道 以 外 の 地 域 で 活 用 さ れ て い る 。こ の

こ と に つ い て は 、上 述 の 通 り 、関 連 施 設・関 連 事 業 者 が と て も 尐 な い 地 域

で の 経 営 が 行 わ れ て い る と 知 る 必 要 が あ る 。し か し 、セ ッ ト 式 海 苔 養 殖 が

行 な わ れ て い る 釜 山 地 域 に は 、養 殖 海 苔 が 地 域 の 特 産 物 と い う 産 地 イ メ ー

ジ が 定 着 し て い る こ と も あ る 。こ の 地 域 の 海 苔 養 殖 は 戦 後 に 始 ま り 、栄 養

塩 が 豊 富 な 洛 東 江 下 流 で 海 苔 養 殖 が 行 な わ れ て い る 8 3 )。こ れ に よ る と 、こ

の 方 式 を 採 る 養 殖 業 者 で は 、自 身 が 生 産 し た 生 海 苔 の 委 託 販 売 に と ど ま ら

ず 、加 工 事 業 者 な ど と の 協 力 関 係 で 独 自 の 加 工 施 設 を 設 け た り 、系 統 組 織

と の 連 携 に よ る ブ ラ ン ド 化・銘 柄 化 に 取 り 組 む な ど の 動 き は 止 ま ら な い だ

ろ う 。   
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3 節  小 括  

第 3 章 で は 、近 年 の 海 苔 養 殖 経 営 が 持 つ 特 徴 と 経 営 体 の 対 応 変 化 を 検 討

し た 。日 本 の 海 苔 養 殖 経 営 は 福 岡 県 の 柳 川 地 区 を 観 察 事 例 と し た 。加 工 設

備 など生 産 コスト負 担 の上 昇 および労 働 力 不 足 の深 化 など海 苔 養 殖 経 営 の

環 境 は 悪 化 し つ つ あ っ た 。そ れ に 応 じ て 、海 苔 養 殖 経 営 体 は 種 苗 ― 養 殖 ―

加 工 という従 来 型 の経 営 形 態 に再 検 討 を加 えている。加 工 段 階 に関 しては、

委 託 加 工 に よ っ て 投 資 資 金（ 加 工 施 設 ）・労 務（ 加 工 作 業 ）の 負 担 を 減 ら

し て い た 。地 元 漁 協 が 加 工 事 業 の 受 け 皿 と な っ て 、費 用 抑 制 が 難 し い 業 者

を 支 え て い る こ と が 特 徴 で あ る 。ま た 、種 苗 生 産 で は 、自 家 生 産 の メ リ ッ

ト が 薄 いこ と 、安 定 生 産 が 難 し くなっ たこ とから 、外 注 生 産 が 増 えてい た。  

柳 川 地 区 で み た 海 苔 養 殖 経 営 は 、養 殖 工 程 に 経 営 資 源 を 集 中 さ せ て 効 率

性 ま た は 経 済 性 を 確 保 し よ う と し て い る 。そ の 過 程 で 、経 営 の 外 部 依 存 は

強 く な り 、業 者 別 の 個 性 や 差 別 性 は 薄 く な っ て い る 。さ ら に 、切 り 離 し た

業 務 は 、当 地 域 内 で 分 業 化 さ れ 、専 業 特 化 し て 委 託 － 受 託 の ネ ッ ト ワ ー ク

を 形 成 す る に 至 っ て い る 。経 営 の 差 別 性 が 弱 く な っ た 海 苔 養 殖 業 者 の な か

に は 、こ の よ う な 地 域 内 の 関 係 か ら メ リ ッ ト を 得 て い る と 見 る こ と が で き

る 。従 来 の 独 立 経 営・独 自 経 営 を 維 持 す る 業 者 も 存 在 す る 一 方 、日 本 の 海

苔 養 殖 経 営 で は 、地 域 ネ ッ ト ワ ー ク ま た は 同 業 他 社 と の 協 力 を も と に 生 産

性 を 確 保 ・ 維 持 し よ う と す る の が 特 徴 的 で あ る 。  

韓 国 の 海 苔 養 殖 業 は 日 本 と 似 た 技 術 発 展 過 程 を 経 た が 、こ れ は 日 本 か ら

の 技 術 移 転 と そ れ を 現 地 化 し て き た 成 果 で も あ る 。し か し 、日 本 の 後 追 い

型 だ と は 決 し て 言 え な い 特 徴 は 、養 殖 と 加 工 (干 し 海 苔 )の 分 離・専 門 化 が

進 ん だ 点 に あ る 。 そ し て 現 在 で は 三 つ の 養 殖 方 式 (支 柱 式 、 浮 流 式 、 セ ッ

ト 式 )が 形 成 さ れ て い る 。 本 論 文 で は 、 海 苔 養 殖 方 式 別 の 生 産 ・ 経 営 実 勢

を 踏 ま え 、 韓 国 の 海 苔 養 殖 経 営 の 現 況 と 展 望 を 整 理 し た 。  

韓 国 で 方 式 別 に 見 た 養 殖 経 営 に は 、現 場 作 業 、費 用 、収 益 の 構 造 で 異 な

る 点 が あ っ た 。 そ こ に は 養 殖 方 式 の 違 い が も ち ろ ん 、 強 く 関 係 し て い る 。

各 養 殖 方 式 の 特 徴 を 整 理 す る と 、支 柱 式 は 家 族 労 働 を 活 用 し た 高 品 質 尐 量
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生 産 、浮 流 式 は 大 き い 経 営 規 模 を 基 と す る 一 般 品 質 大 量 生 産 、セ ッ ト 式 は

資 本 集 約 な 経 営 に よ る 中 品 質 大 量 生 産 中 心 と い う こ と が で き る 。こ の 中 で

も 、注 目 す べ き は 浮 流 式 で あ る 。浮 流 式 は 海 苔 主 産 地 で 最 も 多 く 活 用 さ れ

る 方 式 で あ り 、最 近 の 養 殖 生 産 の 拡 大 を 牽 引 し て い る 。支 柱 式 は 大 量 生 産

へ の 対 応 が 難 し く 、セ ッ ト 式 は 採 用 す る 地 域 が 限 定 的 で あ る た め 、韓 国 の

海 苔 養 殖 経 営 体 の 規 模 拡 大 は 浮 流 式 を 軸 に 進 ん で い る 。コ ス ト 削 減 に 集 中

す る 日 本 の 海 苔 養 殖 経 営 体 と は 異 な り 、韓 国 の 浮 流 式 は 採 苗 技 術 開 発 な ど

に 投 資 を 拡 大 し 、生 産 の 安 定 化 ま た は 増 産 に よ る 収 益 向 上 に 集 中 し て い る

こ と に 特 徴 で あ る 。  
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第 4 章  海苔メーカーを巡る主体間関係の変化  

 

1 節  韓 国 海 苔 メ ー カ ー を 巡 る 主 体 間 関 係 の 変 化  

1 .韓 国 の 海 苔 輸 出 と 流 通 の 特 徴  

1)韓 国 に お け る 海 苔 需 給 の 動 向  

韓 国 の 海 苔 養 殖 生 産 量 (生 ノ リ ベ ー ス )は 最 近 20 年 程 で 4 倍 に な り 、2011

年 以 降 、日 本 を 凌 駕 す る 最 大 の 海 苔 産 出 国 と な っ た 。干 し 海 苔 ベ ー ス で 見

れ ば 、 2000 年 代 後 半 ま で 100 億 枚 前 後 に あ っ た 国 内 生 産 量 は 、 以 後 、 漸

増 し 、18 年 に 170 億 枚 で 過 去 最 多 と な っ た (20 年 現 在 は 144 億 枚 )。一 方 、

海 苔 の 韓 国 内 需 給 量 は 概 ね 80～ 100 億 枚 水 準 に あ り 、 増 加 基 調 に は な く 、

時 折 在 庫 の 膨 張 が 見 ら れ る （ 表 13） 。 内 需 量 の 年 平 均 成 長 率 は 同 期 間 マ

イ ナ ス 0.2%で あ り 、 国 内 市 場 は 頭 打 ち に あ る 。  

今 日 の 海 苔 の 増 産 を 主 に 牽 引 す る の は 、韓 国 内 の 消 費 需 要 で は な く 、輸

出 市 場 の 拡 大 で あ る 。2010 年 ま で 20 億 枚 に 満 た な か っ た 輸 出 量 は 、15 年

に 40 億 枚 を 超 え 、 17 年 に 50 億 枚 を 超 え 、 ピ ー ク の 19 年 に は 73 億 枚 に

達 し て い る (20 年 現 在 で は 67 億 枚 )。  
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表 13 韓 国 に お け る 海 苔 需 給 の 変 化  

(卖 位 ： 百 万 枚 ）  

年  生 産 量  在 庫 量  輸 出 量  内 需 量  

2005 10,763 1,990 878 10,725 

2006 11,318 2,710 1,003 9,595 

2007 9,064 3,365 948 7,461 

2008 9,981 3,209 1,209 8,928 

2009 9,055 2,996 1,290 7,978 

2010 9,667 3,586 1,624 7,453 

2011 12,031 3,030 2,807 9,780 

2012 12,830 2,560 3,807 9,493 

2013 13,424 3,340 3,931 8,713 

2014 13,265 2,680 3,735 10,190 

2015 12,438 1,840 4,443 8,835 

2016 12,379 1,710 4,771 7,738 

2017 16,014 1,820 5,765 10,139 

2018 16,957 4,101 5,929 8,747 

2019 16,883 4,098 7,268 9,618 

2020 14,476 4,239 6,691 7,644 

年 平 均 成 長 率  0.020 0.052 0.145 -0.023 

注 1： 干 し 海 苔 1 枚 2.6ｇ の 韓 国 国 内 規 格 で あ る 。  

注 2： 輸 入 量 は 非 常 に 尐 な い の で 除 く （ 2020 年 に 10 百 万 枚 程 度 ） 。  

注 3： 年 平 均 成 長 率 は CAGR(Compound Annual Growth Rate)で あ る 。  

出 所：「 観 測 統 計 —海 苔 」韓 国 海 洋 水 産 開 発 院 水 産 業 観 測 セ ン タ ー（ 各 年 ）

を も と に 著 者 が 作 成  

 

2)輸 出 拡 大 下 で の 輸 出 先 ・ 製 品 の 変 化  

韓 国 の 海 苔 輸 出 は ど の よ う に 変 わ っ て き た の か を 、輸 出 先 と 輸 出 品 目 の

変 化 に 注 目 し て み て み よ う 。  

こ れ ま で の 、 韓 国 か ら の 海 苔 輸 出 に 関 す る 変 化 を 概 観 す る （ 図 12） 。

韓 国 の 海 苔 輸 出 は 戦 争 中 の 対 日 輸 出 で 始 ま っ た 。当 時 の 輸 出 は 、ほ ぼ 全 量

が 日 本 向 け で 、品 目 は 干 し 海 苔 、つ ま り 原 料 輸 出 で あ っ た 。し か し そ の 後 、

日 本 の 生 産 者 保 護 政 策 8 4 )を 受 け て 1975 年 か ら 90 年 代 初 め に 対 日 輸 出 が 中

断 す る と 、韓 国 は ア メ リ カ や 中 国 に 輸 出 先 を 移 す 動 き を 強 め る が 、輸 出 量

は 尐 な か っ た 。 そ の 後 1990 年 代 後 半 に 対 日 輸 出 が 再 開 し た こ と で 韓 国 の
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輸 出 総 量 は 微 増 す る が 、 97・ 98 年 の ア ジ ア 通 貨 危 機 と 輸 出 の 伸 び の 鈍 化

が 時 期 的 に は 重 な っ て い る 。韓 国 の 輸 出 拡 大 が 顕 在 化 す る の は リ ー マ ン シ

ョ ッ ク 後 の 2010 年 以 降 で あ る 。 な お 、 ア ジ ア 通 貨 危 機 や リ ー マ ン シ ョ ッ

ク の 頃 を 除 け ば 対 米 ド ル 為 替（ Won-Dollar Rate）は 比 較 的 安 定 し て お り 、

2000 年 以 降 に は 多 数 の FTA が 締 結 さ れ た 。 こ う し た 条 件 も 輸 出 拡 大 を 支

え る 一 因 と な っ た と 考 え る 。  

注 目 す べ き は 輸 出 先・製 品 の 多 様 化 で あ る 。韓 国 の 海 苔 輸 出 が 急 拡 大 す

る の は 2010 年 以 降 で あ る が 、 こ の 時 期 は 、 日 本 を 主 要 相 手 国 と し て 維 持

し な が ら ア メ リ カ や 中 国 、 タ イ へ 輸 出 先 を 拡 大 し て い る 。 2007 年 に 47 カ

国 で あ っ た 輸 出 先 は 、欧 米 や 東 单 ア ジ ア な ど 海 外 海 苔 市 場 の 開 拓 と 成 長 に

よ っ て 18 年 現 在 136 カ 国 に 増 え た 。 ま た 、 輸 出 品 目 は 、 対 日 輸 出 に 特 化

し て い た 頃 の 原 料 輸 出 か ら 、最 近 は 海 苔 製 品 に 主 軸 が シ フ ト し て い る 。輸

出 規 模 と 輸 出 先 の 拡 大 と も に 、韓 国 風 味 付 け 海 苔 や ふ り か け 海 苔 、菓 子 海

苔 な ど 製 品 輸 出 が 増 え て お り 、 そ の 構 成 比 （ 金 額 ベ ー ス ） は 2020 年 現 在

で 71%に 達 し た 8 5 )。  

主 な 輸 出 先 別 の 特 徴 を 確 認 す れ ば 、日 本 と タ イ に は 原 料 輸 出 、そ れ 以 外

の 国 に は 製 品 輸 出 が 多 い 。 2020 年 は 対 米 輸 出 が 日 本 向 け を 凌 駕 し た が 、

通 常 は 後 者 が 最 大 の 輸 出 相 手 国 で あ り 、 対 日 輸 出 シ ェ ア は 20～ 30%水 準 に

あ る 。ア メ リ カ は 2 番 目 に 大 き い 輸 出 先 で あ る 。も と も と 在 米 韓 国 人 向 け

に 始 ま っ た 対 米 輸 出 が 、最 近 は ア メ リ カ 人 消 費 者 を タ ー ゲ ッ ト に し て 拡 大

し て い る 。 他 方 、 中 国 は 韓 国 風 味 付 け 海 苔 の 輸 入 を 大 幅 に 拡 大 し て お り 、

沿 海 地 域 か ら 内 陸 へ と 海 苔 需 要 の 拡 大 が 進 ん で い る と い う 8 6 )。タ イ 向 け の

輸 出 は ほ と ん ど が 原 料 輸 出 で 、タ イ が 輸 入 す る 海 苔 の 9 割 以 上 は 韓 国 産 原

料 に よ る も の で あ る 。こ の よ う に 、製 品 を 軸 と し た 輸 出 拡 大 が 韓 国 海 苔 メ

ー カ ー の 事 業 戦 略 と し て 重 視 さ れ て い る 。  
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3)韓 国 産 海 苔 産 業 の 特 徴  

韓 国 の 海 苔 生 産 と 輸 出 の 増 加 を 支 え る も う ひ と つ の 要 素 は 、韓 国 海 苔 産

業 の 基 本 構 造 と し て 認 識 さ れ て い る 分 業 体 制 と そ の 再 編 の 動 き で あ る 。日

本 と は 違 っ て 、 韓 国 の 海 苔 産 業 は 養 殖 生 産 、 1 次 加 工 、 2 次 加 工 が そ れ ぞ

れ 分 離・独 立 し て い る 。養 殖 業 者 は 生 海 苔 を 産 地 市 場 に 委 託 出 荷 し 、水 協

（ 日 本 の 漁 協 に 相 当 ） に よ る セ リ が お こ な わ れ る 。 干 し 海 苔 メ ー カ ー （ 1

次 加 工 業 者 ）は 産 地 市 場 の セ リ に 参 加 し 、生 海 苔 を 現 金 で 仕 入 れ て 干 し 海

苔 ま た は 焼 き 海 苔 に 加 工 す る 。味 付 け 加 工 等 を 行 う 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー（ 2

次 加 工 業 者 ） は 1 次 加 工 業 者 か ら 干 し 海 苔 を 仕 入 れ て 製 品 加 工 を 行 う 。  

こ の よ う に 、韓 国 の 海 苔 産 業 は 養 殖 生 産・加 工 の 各 段 階 が 独 立 し 、専 業

特 化 し て い る 点 に 特 徴 が あ り 、そ の 構 造 が 量 的 な 成 長 を 支 え て い る と 評 価

さ れ て い る 8 7 )。海 苔 メ ー カ ー 間 で は 干 し 海 苔 や 味 付 け 海 苔 な ど 得 意 と す る

製 品 対 象 が 異 な る の で 、こ れ を 活 か し て 、そ れ ぞ れ の 販 売 先（ 業 種 ）や マ

ー ケ ッ ト を 棲 み 分 け て 共 存 し て い る 。  

図  12 韓 国 産 海 苔 輸 出 の 変 化  

注 ： 原 料 は 干 し 海 苔 （ HS コ ー ド ： 1212211010） 、 製 品 は 韓 国 風 味 付 け や

ス ナ ッ ク 類 な ど （ HS コ ー ド ： 2106904010、 2008995010） を 指 す  

出 所 ： 韓 国 農 水 産 食 品 流 通 公 社 「 農 水 産 食 品 輸 出 統 計 」 （ 各 年 ）  
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2.韓 国 の 海 苔 産 業 を 巡 る 変 化 の 特 徴  

前 述 の 海 苔 産 業 の 特 徴 を 踏 ま え つ つ 、こ こ で は 韓 国 海 苔 メ ー カ ー の 市 場

対 応 や 動 向 か ら 主 体 間 関 係 の 変 化 を 見 た い 。  

 

1)国 内 市 場 を め ぐ る 動 き  

1990 年 代 ま で は 、 海 苔 輸 出 に は 干 し 海 苔 メ ー カ ー と 味 付 け メ ー カ ー が

対 応 し 、総 合 食 品 企 業 は 国 内 向 け の 韓 国 風 味 付 け 海 苔 の 生 産 に 集 中 す る と

い っ た 棲 み 分 け が 見 ら れ た 。 2000 年 代 に な る と 、 韓 国 の 国 内 需 要 の 主 軸

は 韓 国 風 味 付 け 海 苔（ 家 庭 用 ）や キ ン パ 専 門 店・コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な

ど中 食 向 けが中 心 になるとともに、需 要 の総 体 的 な頭 打 ちが見 られるなど、

海 苔 産 業 は 成 熟 期 に 入 る 8 8 )。こ う し た 状 況 下 で 総 合 食 品 企 業 の 中 に 海 苔 産

業 へ 進 出 す る も の が 現 れ た 。さ ら に 、韓 国 の 海 苔 市 場 を め ぐ る 競 争 が 強 ま

る と こ ろ に 、日 本 の 大 手 海 苔 メ ー カ ー に よ る 韓 国 へ の 進 出 が 原 料 調 達 に も

競 争 を 激 化 さ せ る こ と と な っ た 。日 本 資 本 に よ る 韓 国 進 出 は 、韓 国 メ ー カ

ー と の 合 弁 会 社 の 設 立 ま た は 韓 国 支 社 の 開 設 の 形 で 進 ん だ 。  

こ う し た 競 争 の 強 ま り に 対 し て 、韓 国 海 苔 メ ー カ ー に は 原 料 調 達 の 強 化

や コ ス ト 節 減 を 図 る 動 き が 見 ら れ る よ う に な っ た 。総 合 食 品 企 業 の な か に

は 原 料 の 安 定 確 保（ 干 し 海 苔 仕 入 ）を 前 提 に 産 地 入 札 仕 入 れ で は な く 1 次

加 工 業 者 と の 直 接 的 な 取 引 関 係 の 構 築 に 動 く も の や 、 1 次 加 工 業 者 を 買 収

し 加 工 場 を 設 立 ・ 拡 大 す る も の も 現 れ た 。 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー （ 2 次 加 工

業 者 ）に つ い て も 、干 し 海 苔 の 全 量 買 受 け 等 を 通 じ て 1 次 加 工 業 者 と の 関

係 を 強 め 、 事 実 上 の 統 合 （ グ ル ー プ 化 ） を 実 現 す る も の も あ っ た 。 な お 、

干 し 海 苔 メ ー カ ー で 養 殖 生 産 や 2 次 加 工 業 を 兼 務 す る も の も あ る が 、そ の

数 は 多 く は な い (図 13)。  

こ う し た 、産 地 で の 、あ る い は 加 工 原 料 を 巡 る 垂 直 的 な 動 き の 他 に 、韓

国 の 海 苔 メ ー カ ー の 中 に は 国 内 で の 競 争 を 避 け て 、海 外 の 市 場 開 拓 を 目 指

す 動 き も 見 ら れ る よ う に な る 。勿 論 、そ れ は 国 内 市 場 で の 競 争 の 強 ま り だ

け で な く 、国 内 需 要 を 超 過 す る 増 産 が 海 外 市 場 の 創 出 を 必 要 に し た こ と も

関 係 す る 。こ の 頃 、海 外 の 市 場 開 拓 は 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー が 担 い 、そ の 対
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象 市 場 は 日 本 以 外 が 中 心 と な っ た 。韓 国 内 の 味 付 け 海 苔 市 場 を 巡 っ て は 総

合 食 品 企 業 が ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 活 用 し た 競 争 優 位 を 強 め た こ と と 、日 本

へ の 輸 出 は IQ 制 に よ る 制 約 ・ 限 界 が あ っ た こ と が 、 韓 国 ・ 日 本 以 外 の 市

場 開 拓 を 必 然 化 さ せ た 。な お 、そ れ ら の 市 場 開 拓 は 政 策 的 支 援 に よ る も の

で は な く 、海 外 食 品 フ ェ ア へ の 出 展 や 現 地 バ イ ヤ ー と の 商 談 な ど 個 別 業 者

の 対 応 で 行 わ れ た 。  

 

こ こ で 、 現 在 の 韓 国 の 海 苔 メ ー カ ー の 状 況 を 見 る こ と に し よ う 。 表 14

に 韓 国 の 上 位 海 苔 メ ー カ ー 10 社 と そ の 原 料 購 買 シ ェ ア を 整 理 し た 。 A1・ A

2・ A3・ A7・ A9 は 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー 、 A4・ A5・ A6・ A8 は 総 合 食 品 企 業 で

あ る 。各 社 の 売 上 高 に 占 め る 輸 出 の 割 合 を み る と 、味 付 け 海 苔 メ ー カ ー で

は A3 を 除 け ば 総 じ て 高 い 値 を 示 す 。 A1 は 7 割 、 A7 は 8 割 を 占 め る 。要 す

る に 、 売 上 高 上 位 の 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー で は 輸 出 に 注 力 す る 業 者 が 多 い 。

な お 、 総 合 食 品 企 業 は 売 上 高 が 企 業 グ ル ー プ ま た は 系 列 卖 位 で あ る た め 、

海 苔 だ け の 売 上 を 抽 出 す る の は 難 し い が 、輸 出 実 績 は 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー

と 比 べ て 大 き く な い 。 し か し 、 韓 国 内 の 韓 国 風 味 付 け 海 苔 市 場 で は A4・ A

図 13 2000～ 2010 年 の 海 苔 メ ー カ ー を め ぐ る 関 係 変 化 （ 韓 国 ）  

出 所 ： 聞 き 取 り 調 査 (2018 年 7 月 ～ 2019 年 6 月 実 施 )に よ り 作 成  
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5・ A6 の 3 社 で 4 割 の シ ェ ア を 有 し て お り 、 こ の シ ェ ア は 概 ね 安 定 し て い

る 。さ ら に 、総 合 食 品 企 業 の な か に は 海 苔 種 苗 研 究 所 の 設 立 や 味 付 け 海 苔

メ ー カ ー を 傘 下 に 取 り 込 むな ど 海 苔 関 連 事 業 を 拡 張 す る 動 きが あ るこ とは

見 逃 せ な い 。  

 

表  14 韓 国 の 主 要 海 苔 メ ー カ ー 10 社 と そ の 原 料 購 買 シ ェ ア (2018 年 ) 

区 分  
シ ェ ア  

( % )  
設 立 年  企 業 区 分  

売 上 高  

(億 ウ ォ ン ) 

社 員 数  

( 2 0 2 0 ) 

輸 出 実 績  

(億 ウ ォ ン ) 
輸 出 比 率  

A 1  1 0  1 9 6 8 海 苔 専 業  9 5 2  3 1 3  約 6 8 0 7 1 %  

A 2  8  1 9 7 0 海 苔 専 業  1 , 0 0 0 2 6 7  約 5 1 4 5 1 %  

A 3  5～ 7 1 9 8 1 海 苔 専 業  6 3 2  1 8 3  約 1 0 0 1 6 %  

A 4  同 上  1 9 6 9 食 品 企 業  1 6 , 3 2 6 2 , 9 4 6 1 0 0  -  

A 5  3 前 後  1 9 8 1 食 品 企 業  8 , 4 4 7 7 1 0  -  -  

A 6  同 上  1 9 5 3 食 品 企 業  6 0 , 4 5 7 8 , 1 1 1 2 7 0  -  

A 7  2 前 後  2 0 0 4 海 苔 専 業  5 3 8  1 7 9  約 4 4 6 約 8 1 % 

A 8  同 上  1 9 5 6 食 品 企 業  2 2 , 3 5 9 5 , 3 3 4 1 9 8  -  

A 9  同 上  1 9 7 9 海 苔 専 業  3 5 1  1 3 5  2 2 3 以 上  6 4 %以 上  

A 1 0  同 上  2 0 0 0 海 苔 専 業  2 3 5  9 7  1 1 1 以 上  4 7 %以 上  

合 計  約 4 5 -  

注 ：表 中 の「 食 品 企 業 」は 総 合 食 品 企 業 、「 海 苔 専 業 」は 味 付 け 海 苔 メ ー

カ ー を 指 す 。総 合 食 品 企 業 の 売 上 高 は 海 苔 以 外 を 含 む 企 業 全 体 の も の で あ

る 。 輸 出 比 率 は 売 上 高 に 占 め る 輸 出 額 の 割 合 を 指 す 。  

出 所：設 立 年・売 上 高・社 員 数 は 韓 国 水 産 貿 易 協 会「 輸 出 実 績 資 料 」と 企

業 別 「 財 務 情 報 」 、 そ れ 以 外 は 韓 国 海 苔 メ ー カ ー へ の 聞 き 取 り 調 査 (2018

年 7 月 ～ 2019 年 6 月 実 施 )に よ り 作 成  

 

2)輸 出 市 場 を め ぐ る 動 き  

す で に 見 て き た 国 内 市 場 で の 垂 直 的 な 関 係 変 化 を 踏 ま え つ つ 、輸 出 に 注

力 す る 韓 国 メ ー カ ー の 対 応 に 注 目 し た い 。  

海 苔 の 主 要 輸 出 市 場 ご と に 、製 品 別 の 輸 出 国 間 の 競 合 実 態 を 概 観・整 理

し た の が 表 15 で あ る 。 海 苔 を 貿 易 商 品 と し て 官 庁 統 計 的 に 見 る な ら 、 貿

易 統 計 上 は 原 料 海 苔（ 干 し 海 苔 ）と 海 苔 製 品 に 分 か れ る が 、こ こ で は 聞 き

取 り 調 査 に 基 づ い て 海 苔 製 品 を 4 種 類（ 韓 国 風 味 付 け 海 苔 、日 本 風 味 付 け

海 苔 、 寿 司 ・ お に ぎ り 用 海 苔 、 ス ナ ッ ク 海 苔 ） に 類 別 し 整 理 す る 。  
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日 本 へ輸 出 される海 苔 のうち、原 料 海 苔 の大 半 は韓 国 が輸 出 元 であった。

ま た 、 海 苔 製 品 で は 韓 国 84%、 タ イ 15%の 構 成 で 、 前 者 は 韓 国 風 味 付 け 海

苔 と 寿 司 用 海 苔 、後 者 は ス ナ ッ ク 海 苔 が 中 心 で 、両 国 製 品 に は 棲 み 分 け が

あ る 。中 国 市 場 に 輸 出 さ れ る 海 苔 製 品 の な か で は 、韓 国 の 韓 国 風 味 付 け ・

ス ナ ッ ク 海 苔 、タ イ の ス ナ ッ ク 海 苔 、日 本 の 寿 司 用 海 苔（ 尐 量 だ が 高 卖 価

の 製 品 ）が み ら れ る 8 9 )。台 湾・香 港 市 場 に は 中 国 か ら の 海 苔 輸 出 が 多 い こ

と も 特 徴 で あ る 。台 湾・香 港 市 場 に 輸 出 さ れ る 海 苔 に は 、中 国 か ら の 原 料・

寿 司 用 海 苔 、ス ナ ッ ク 海 苔 、日 本 か ら の 高 級 寿 司（ 高 級 日 本 食 レ ス ト ラ ン ）

用 海 苔 も あ る 。東 单 ア ジ ア 市 場 で は 、海 苔 製 品 に 関 し て 韓 国 、中 国 、タ イ

の 競 合 関 係 が 明 確 で あ り 、タ イ 産 の ス ナ ッ ク 海 苔（ タ イ で 再 加 工 さ れ た ス

ナ ッ ク 海 苔 ）は 市 場 占 有 率 が 大 き い と 知 ら れ て い る 9 0 )。最 後 に 、北 米・欧

州 輸 出 市 場 で は 、原 料 海 苔 に 関 し て は 日 韓 中 3 カ 国 、海 苔 製 品 で は 4 カ 国

全 て が 競 合 関 係 に あ る 9 1 )。  

海 苔 の 主 な 輸 出 市 場 に お い て は 、韓 国 か ら の 輸 出 が 量 的 に 多 い が 、タ イ

は ス ナ ッ ク 海 苔 、日 本 は 高 級 海 苔 、中 国 は 中 華 圏 の 国 へ 市 場 影 響 力 が 高 い

な ど 国 別 、海 苔 メ ー カ ー 別 の 棲 み 分 け や 特 徴 が あ る 。味 付 け 海 苔・ス ナ ッ

ク 海 苔 な ど 近 年 の 成 長 市 場 を 巡 っ て 輸 出 国 間 、海 苔 メ ー カ ー 間 の 競 争 が 強

ま る 傾 向 に あ る 9 2 )。  

表  15 世 界 の 主 な 海 苔 市 場 と 輸 出 国 の 関 係 (2019 年 ) 

 
海 苔 輸 出 市 場  

日 本  中 国  香 港 ・ 台 湾  
東 单 ア ジ ア  
( A S E A N ) 

北 米 ・ 欧 州  

品 目  

輸 出 元  
原 料  製 品  原 料  製 品  原 料  製 品  原 料  製 品  原 料  製 品  

韓 国  9 2  8 4  9 9  5 6  6 4  4 3  9 4  2 6  7 6  9 4  

日 本  ‐  ‐  1  0 . 1  ‐  7  0 . 0 1 1  5  1  

中 国  8  1  ‐  ‐  3 6  3 2  6  3 8  1 9  3  

タ イ  ‐  1 5  ‐  4 4  ‐  1 8  ‐  3 5  ‐  2  

合 計  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  

注 ： H S - CODE は 原 料 海 苔 （ 干 し 海 苔 、 韓 国 ： 1 2 1 2 2 1 1 0 1 0、 中 国 ： 1 2 1 2 2 1 4 1、
日 本 ： 121221100） 、 海 苔 製 品 （ 味 付 け 海 苔 な ど 、 韓 国 ： 2106904010 及 び 20
0 8 9 9 5 0 1 0、 中 国 ： 20089931、 日 本 ： 210690100 及 び 200899020、 タ イ ： 20089
9 3 0）で あ る 。表 中 の 数 値 は 、輸 出 市 場 に お け る 製 品 別 の 輸 出 国 別 構 成 比 を 指
し （ 縦 方 向 ） 、 卖 位 は ％ 。  
出 所 ： 各 国 （ 貿 易 統 計 － 輸 出 ） （ 2019 年 ） を も と に 著 者 が 作 成  
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続 い て 、 韓 国 の 上 位 メ ー カ ー の 最 近 の 動 き で あ る 。 図 14 に 2018 年 と

20 年 の 上 位 メ ー カ ー 別 の 売 上 高 と 輸 出 額 を 示 し た 。 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー

の A2・ A3・ A7・ A9 は 輸 出 が 売 上 を 支 え て お り 、 4 社 全 て が 対 米 輸 出 を 拡

大 し て い る 。 こ の う ち 、 輸 出 額 が 尐 な か っ た A3 は 、 海 外 出 資 フ ァ ン ド の

投 資 を 受 け て 製 品 開 発 と と も に 輸 出 事 業 を 拡 大 し て い る 。 A9 は 韓 国 メ ー

カ ー の な か で ヨ ー ロ ッ パ へ の 輸 出 が 最 も 多 か っ た が 、最 近 は 国 内 フ ァ ン ド

の 支 援 を 得 て ア メ リ カ へ の 輸 出 を 拡 大 し て い る 。同 社 は 卖 価 の 高 い 海 苔 を

主 に 扱 っ て い る こ と も 特 徴 で あ る 。 A2 は 2015 年 に ア メ リ カ 西 部 に 加 工 場

を 設 け た の に 続 き 、 最 近 は 同 国 東 部 に 工 場 の 新 設 を 計 画 し て い る 。 A7 は

ア メ リ カ 国 内 で COSTCO な ど 大 手 流 通 業 者 と の 取 引 を 強 め て い る 。 す な わ

ち 、味 付 け 海 苔 メ ー カ ー に よ る 海 外 市 場 へ の 展 開 に あ っ て は 、ア メ リ カ な

ど 輸 出 相 手 国 を 絞 り 込 む か 、大 手 資 本 の 傘 下（ フ ァ ン ド の 支 援 を 含 む ）に

入 っ て 経 営 を 維 持 す る か 、 と い う 2 つ の 動 き が み ら れ る 。  

韓 国 の 総 合 食 品 企 業 に よ る 海 苔 製 品 輸 出 は 、味 付 け 海 苔 メ ー カ ー に よ る

輸 出 よ り も 拡 大 が 著 し い 。 ま た 、 輸 出 拡 大 策 に は 企 業 ご と に 特 徴 が あ る 。

A6 は 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー の A1 を 子 会 社 化 し て 海 苔 製 品 生 産 能 力 を 拡 充 、

既 存 の 海 外 販 売 チ ャネ ル や 食 品 ブ ラン ドな ど を 活 用 し て 輸 出 量 を 増 やし て

い る 。 A8 は イ ン ド ネ シ ア に 加 工 場 を 新 設 す る な ど 、 東 单 ア ジ ア 市 場 で の

海 苔 関 連 事 業 を 強 化 し て い る 。こ れ は ア メ リ カ に 集 中 す る 味 付 け 海 苔 メ ー

カ ー と は 異 な る 動 き で あ る 。同 社 は 、そ の 他 食 品 の 販 売 を 通 じ て 開 拓 し た

既 存 販 路 の 活 用 を 重 視 し て い る 。  
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上 記 を 踏 ま え て 、 韓 国 に お け る 2010 年 以 降 の 海 苔 メ ー カ ー 間 の 関 係 変

化 を 整 理 す る 。韓 国 海 苔 メ ー カ ー の 中 に は 、他 業 者 と の 輸 出 業 務 の 提 携 や

大 手 メー カー 間 の合 併 など水 平 的 な統 合 や協 力 関 係 の構 築 に動 くものが 現

れ た (図 15)。 2010 年 以 前 に み ら れ た 垂 直 的 な 統 合 で は 、 原 料 確 保 や 一 次

加 工 に成 果 があっても海 外 市 場 の開 拓 や製 品 のラインナップ充 実 など輸 出

向 け の 業 務 展 開 は 難 し い こ と が こ の 動 き の 背 景 に あ る 。ま た 、韓 国 に 進 出

す る 日 本 の メ ー カ ー 数 が 増 え た 。韓 国 海 苔 メ ー カ ー と の 合 弁 会 社 設 立 で 始

まったこの進 出 形 態 は、日 本 資 本 による独 自 展 開（ 支 社 としての拠 点 確 保 ）

へ と 拡 が り 、韓 国 人 管 理 者 を 雇 用 し て 生 海 苔 を 直 接 に 仕 入 れ て 加 工 す る な

ど 事 業 を 拡 大 ・ 強 化 す る も の も 現 れ た 。  

今 日 、韓 国 海 苔 メー カー にとって原 料 調 達 の見 直 しが課 題 となるなかで、

重 点 と す る 市 場 や 商 品 を 見 直 す（ 国 内 市 場 か ら 輸 出 市 場 へ の 転 換 、商 品 構

成 の 絞 り 込 み や 新 規 商 品 開 発 な ど ）動 き と 並 行 し 、輸 出 の 新 規 市 場 の 開 拓

図  14 最 近 の 韓 国 上 位 メ ー カ ー の 売 上 高 と 輸 出 額 の 変 化  

出 所：2018 年 の デ ー タ は 聞 き 取 り 調 査 (2018 年 7 月 ～ 2019 年 6 月 実 施 )、

2020 年 の デ ー タ は 韓 国 水 産 貿 易 協 会 「 輸 出 実 績 資 料 」 、 企 業 別 「 財 務

情 報 」 に よ り 作 成  
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も 優 先 課 題 に 位 置 づ け ら れ て い る 。こ う し た 状 況 下 で 、味 付 け 海 苔 メ ー カ

ー の中 には 国 内 または海 外 のファンドの投 資 を受 け て輸 出 事 業 の拡 張 を試

み る 業 者 も 現 れ る よ う に な っ た 。  

垂 直 的 な 関 係 構 築 か ら 水 平 関 係 の 強 化 へ と 進 ん だ 韓 国 内 の 動 き に は 、国

内・外 市 場 に お い て の 競 争 強 化 が 関 係 す る 。韓 国 海 苔 メ ー カ ー（ 総 合 食 品

企 業 を 含 む ）は 、海 外 市 場 で は タ イ や 中 国 の 海 苔 メ ー カ ー と の 市 場 争 奪 競

争 に 、ま た 、韓 国 国 内 で は 日 本 海 苔 メ ー カ ー と の 原 料 確 保 競 争 に 、直 面 す

る よ う に な っ て い る 。こ れ に よ っ て 、水 平 的 な 関 係 、い わ ゆ る 同 業 者 間 の

関 係 の 再 編・再 構 築 が 動 き 始 め て い る の で あ る 。そ し て 、そ の 再 編 を 主 導

し て い る の は 総 合 食 品 企 業 と 大 手 味 付 け 海 苔 メ ー カ ー で あ る 。  

 

 

3)零 細 規 模 の 海 苔 メ ー カ ー を 含 ん だ 変 化  

こ こ で は 、前 述 の 対 応 変 化 を 念 頭 に お き な が ら 、総 合 食 品 企 業 や 大 手 味

付 け 海 苔 メ ー カ ー 以 外 の 零 細 メ ー カ ー の 動 向 も 補 足 し て お き た い 。韓 国 の

図 15 2010 年 以 降 の 海 苔 メ ー カ ー を め ぐ る 関 係 変 化 （ 韓 国 ）  

出 所 ： 聞 き 取 り 調 査 (2018 年 7 月 ～ 2019 年 6 月 実 施 )に よ り 作 成  
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海 苔 生 産・加 工 に つ い て は 分 業 に よ る 各 業 者 の 専 門 性 の 発 揮 が 特 徴 と し て

見 ら れ た 。し か し 、こ れ が 経 営 の 零 細 性 を 克 服 す る 原 動 力 に は な っ て い な

い 。 こ の 原 因 を 干 し 海 苔 メ ー カ ー を 事 例 に 説 明 す る 。  

元 々 、干 し 海 苔 メ ー カ ー は 生 海 苔 を 取 り 扱 っ て い る の で 、海 苔 養 殖 期 間

中 の 約 6 カ 月 間 9 3 )は 工 場 稼 動 率 の 最 大 化 が 最 優 先 課 題 と な る 。そ の た め に

は 原 料 の 円 滑 な 供 給（ 干 し 海 苔 メ ー カ ー の 立 場 で 表 現 す る な ら 、円 滑 な 仕

入 れ ）が 必 須 条 件 と な る 。し か し 、韓 国 か ら の 輸 出 拡 大 と 日 本 メ ー カ ー の

韓 国 進 出 は 原 料 確 保 競 争 を 激 化 さ せ て お り 、結 果 と し て 、仕 入 れ 価 格（ 原

料 価 格 ）が 上 昇 し 、資 金 負 担 も 増 す 。さ ら に 最 近 は 加 工 手 数 料 が 薄 く な っ

て い る と 言 わ れ て い る 9 4 )。 2015 年 の 調 査 9 5 )に よ れ ば 、 従 業 員 数 2 人 以 下

の 零 細 メ ー カ ー が 全 体 の 7 割 以 上 を 占 め て い る 。味 付 け 海 苔 メ ー カ ー に あ

っ て も 10 人 未 満 の 組 織 が 7 割 を 占 め 9 6 )、 そ の 零 細 性 は 変 わ ら な い 。 最 近

の 10 年 間 で 2 倍 と な っ て い る 最 低 賃 金 の 引 き 上 げ 9 7 )も 関 係 し 、 国 内 市 場

への仕 向 けを前 提 としている零 細 な海 苔 メー カー では自 社 独 自 の経 営 改 善

を 模 索 す る よ り も 同 業 者 間 の 連 携・協 力 関 係 の 構 築 を 重 視 す る 組 織 も 尐 な

く な い 。  

さ ら に 、 韓 国 の 海 苔 産 業 振 興 政 策 の 変 化 に よ る 影 響 が あ る 。 2004 年 か

ら 13 年 ま で 続 い た 「 一 ・ 二 次 育 て る 漁 業 発 展 基 本 計 画 」 で は 、 違 法 養 殖

施 設 の 管 理（ 法 の 網 を か ぶ せ る と い う こ と ）や 計 画 生 産 、新 規 加 工 施 設 へ

の 支 援 や HACCP 認 証 の 拡 大 な ど 養 殖 と 1 次 加 工 業 に 関 す る 政 策 が 中 心 に あ

っ た 。し か し 、そ の 後 の 海 苔 関 連 政 策 は 新 製 品 開 発 や 輸 出 振 興 に 重 点 が 移

っ て い る 。例 え ば 、2017 年 に 始 ま っ た「 海 苔 産 業 発 展 方 策 」(海 洋 水 産 部 )

と 20 年 に 施 行 さ れ た 「 海 苔 産 業 育 成 法 」 で は 、 海 苔 品 種 改 良 お よ び 開 発

な ど 基 礎 技 術 力 の 強 化 、輸 出 市 場 開 拓 支 援 、加 工 輸 出 総 合 団 地 の 造 成 な ど

を 重 視 し て い る 。こ う し た 政 策 の 流 れ を 踏 ま え れ ば 、韓 国 で は 総 合 食 品 企

業 と 大 手 専 門 メ ー カ ー が 海 苔 産 業 を リ ー ド し な が ら も 、零 細 メ ー カ ー を め

ぐ る 再 編 が 今 後 も 続 く と 考 え ら れ る 。   
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2 節  日 本 海 苔 メ ー カ ー に よ る 取 引 関 係 の 特 徴  

1.日 韓 海 苔 メ ー カ ー 間 の 取 引 関 係 の 固 定 化  

日 韓 海 苔 流 通 取 引 の 第 一 の 特 徴 は 、取 引 関 係 が 固 定 化 し つ つ あ る こ と で

あ る 。 日 韓 間 の 海 苔 貿 易 と は 、 既 に 触 れ た よ う に 、 日 本 の IQ 制 下 に あ る

の で 、需 要 者 割 当 の 場 合 、入 札 会 と 相 談 会 が 公 式 的 な 取 引 の 場 と さ れ て い

る 。し か し 、実 際 は そ の 入 札 会 や 相 談 会 よ り も 前 に 、こ の 枠 組 み で 取 引 に

関 わ る 日 本 の 海 苔 メ ー カ ー は 韓 国 の 業 者 を 訪 問 し て 、自 社 と の 取 引 に 対 応

で き る の か を 確 認 し 、お お よ そ の 取 引 量 を 訪 問 先 事 業 者 と の 間 で 事 前 に 協

議 し て い る 。 外 形 的 に は 海 苔 IQ 枠 に 基 づ く 取 引 で は あ る が 、 日 本 の 海 苔

メ ー カ ー に と っ て は 、入 札 会 や 相 談 会 の 場 で サ ン プ ル だ け を 確 認 し て 取 引

を 決 め る こ と は 大 き な リ ス ク と な る 。こ れ が 、こ の 事 前 訪 問・事 前 確 認 の

理 由 で あ る 。  

日 本 の海 苔 メー カー による事 前 確 認 のプロセスは現 地 パー トナー の選 定

を 含 む 。こ の こ と に よ っ て 、両 国 の 取 引 契 約 当 事 者 の 関 係 は ほ ぼ 固 定 さ れ

て い る 。韓 国 の 業 者 か ら 見 て も 対 日 輸 出 に 関 す る パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 構 築

す る メ リ ッ ト は 、取 引 先（ 輸 出 商 談 先 ）や 商 談 の 成 立 に 関 す る 見 通 し を 持

た な い ま ま 入 札 会 に 参 加 す る こ と か ら 生 じ る リ ス ク 、換 言 す る な ら 、競 争

と 不 確 実 の リス ク を回 避 で き るこ と や 輸 出 事 業 の 安 定 化 な どに あ る と言 わ

れ て い る 9 8 )。  

こ の よ う な パ ー ト ナ ー シ ッ プ 関 係 が 無 か っ た 時 期 （ 1990 年 代 ） の 韓 国

産 海 苔 入 札・相 談 会 で は 、韓 国 産 海 苔 の な か で 流 札 品 が 出 る 場 合 も あ り（ 入

札 す る 日 本 メ ー カ ー が な い こ と を 指 す 。こ れ に よ っ て 、当 該 出 品 者 に と っ

て は 商 談 不 成 立 に 直 面 す る ）、相 談 会 に 参 加 し て も 輸 出 契 約 を 取 れ な い 業

者 や 目 標 の 輸 出 契 約 物 量 を 達 成 で き な か っ た 業 者 が 韓 国 側 に 生 じ た 9 9 )。韓

国 の 海 苔 メ ー カ ー に と っ て の 1990 年 時 点 の 対 日 輸 出 と は 、 後 述 す る よ う

に 直 近 の 状 況 と は 異 な る も の で 、 国 内 市 場 に 向 け た 出 荷 ・ 商 談 に 比 べ て 、

利 益 分 が 大 き い 取 引 で あ っ た こ と と 、入 札・相 談 会 に 出 品 し て も 流 札 に 至

る と 、 そ の 後 処 理 に 困 る こ と か ら 、 韓 国 海 苔 メ ー カ ー の な か で 対 日 輸 出
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Quota の 売 買 を す る 場 合（ 事 実 上 の 権 利 の 売 買 に 該 当 ）も あ っ た 1 0 0 )。こ う

し た 事 態 を 避 け る 意 味 か ら 、韓 国 海 苔 メ ー カ ー の な か に は 現 在 の よ う な 事

前 下 見 に よ る パ ー ト ナ ー シ ッ プ 関 係 の 構 築 を 好 む 業 者 も あ る 。  

こ の パ ー ト ナ ー シ ッ プ 関 係 構 築 に つ い て は 、日 本 海 苔 メ ー カ ー が 韓 国 産

海 苔 を 2 次 加 工 用 の 原 料 と し て 使 用 す る こ と も 関 係 し て い る 。日 本 側 に よ

る 韓 国 産 海 苔 の 輸 入 実 績 を 図 16 に 示 す 。 日 本 の 経 済 産 業 省 が 公 表 し て い

る 「 IQ 対 象 と な る 品 目 一 覧 」 に よ る と 、 海 苔 IQ の 対 象 と な る 海 苔 品 目 は

「 干 し の り 」 、 「 無 糖 の 味 付 け の り 」 、 「 の り の 調 製 品 」 の 三 つ で あ る 。

こ の な か で 、「 無 糖 の 味 付 け の り 」に は 韓 国 風 味 付 け 海 苔 が 、「 の り の 調

製 品 」 に は 焼 き 海 苔 1 0 1 )が 大 半 を 占 め る 1 0 2 )。 日 本 国 内 で 加 工 用 原 料 と な る

干 し 海 苔 と 焼 き 海 苔 の 割 合 は 、 最 近 、 増 加 が 続 い て い る 。  

 

図  16 日 本 に よ る 韓 国 産 海 苔 輸 入 の 種 類 別 推 移  

出 所 ： 財 務 省 「 貿 易 統 計 」 （ 2018 年 ） を も と に 筆 者 が 作 成  
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2013 年 ま で の 韓 国 産 海 苔 の 輸 入 で は 韓 国 風 味 付 け 海 苔（ 完 成 品 の 海 苔 ）

が 半 数 以 上 だ っ た が 、2014 年 以 降 は 韓 国 風 味 付 け 海 苔 の 輸 入 量 が 停 滞 し 、

最 近 で は 約 3 割 に 減 尐 し て い る 。 干 し 海 苔 と 調 製 品 （ 合 わ せ て 海 苔 原 料 ）

の 輸 入 量 が 漸 増 し 、韓 国 産 海 苔 輸 入 の 約 ７ 割 を 占 め て い る 。つ ま り 、日 本

側 による韓 国 産 海 苔 の輸 入 は 内 需 向 けの海 苔 原 料 確 保 を実 現 する主 要 回 路

で あ る 。ま た 、パ ー ト ナ ー シ ッ プ 形 成 に よ る 輸 入 先 の コ ン ト ロ ー ル に は 韓

国 海 苔 メ ー カ ー に よ る 直 接 的 な 日 本 市 場 進 出（ 商 材 と し て 見 る な ら 韓 国 風

味 付 け 海 苔 ） を 抑 制 す る こ と も 踏 ま え て い る と み ら れ る 。  

両 国 間 の取 引 関 係 が固 定 的 なものとなる 中 での 韓 国 側 海 苔 メー カー の対

応 は 、ど う だ ろ う か 。こ こ で は 対 日 輸 出 海 苔 の 値 段 の 変 化 か ら 韓 国 側 事 業

者 の 立 場 の 変 化 を 見 て み た い 。  

韓 国 の 国 内 需 要 向 け の 干 し 海 苔 と 対 日 輸 出 用 干 し 海 苔 の 価 格 差 を 図 17

に 示 す 。 韓 国 産 干 し 海 苔 の 韓 国 内 需 要 用 （ 卸 売 価 格 ） と 対 日 輸 出 用 （ FOB

価 格 ） の 価 格 差 は 、 2004 年 に は 4 円 だ っ た が 、 2017 年 に は 1.2 円 ま で 減

尐 し た 。こ の 差 が 輸 出 に 振 り 向 け た 場 合 の 利 益 分 だ と は 断 定 で き な い も の

の 、韓 国 海 苔 メ ー カ ー の 中 に は 、こ の 部 分 の 変 化 を 重 視 し て 、固 定 的 な 対

日 取 引 関 係 を 確 保 し な が ら 輸 出 先 を 分 散 す る 動 き も あ る 。こ う し た 輸 出 先

の 分 散 に は 、対 日 輸 出 集 中 の 緩 和 に よ る 輸 出 取 引 リ ス ク の 分 散 効 果 が 伴 う

た め 、 過 去 の よ う に 対 日 輸 出 を 専 門 と す る 海 苔 メ ー カ ー は 珍 し い 。 一 方 、

韓 国 海 苔 メ ー カ ー の 輸 出 先 分 散 に は 日 本 以 外 の 他 国（ 以 下 、他 国 ）へ の 輸

出 で は 製 品 対 応 が し や す い こ と が 関 係 す る 。対 日 輸 出 の 場 合 、原 料 輸 出 が

中 心 で 、原 料 海 苔 (乾 海 苔 、焼 き 海 苔 )を 輸 出 す る た め に は サ イ ズ は 同 じ で

も 重 さ を 日 本 基 準 3g/1 枚 (韓 国 内 需 用 は 2.6g/枚 )に 合 わ せ な け れ ば な ら

な い 。し か し 、味 付 け 海 苔 、ス ナ ッ ク 海 苔 が 主 軸 で あ る 他 国 へ の 海 苔 輸 出

では、韓 国 内 需 用 原 料 をそのまま加 工 するので基 本 的 な対 応 が容 易 であり、

海 苔 の 高 次 加 工 に よ る 付 加 価 値 創 出 が 可 能 な 長 所 が あ る 。ま た 、他 国 へ の

輸 出 に は 製 品 の 品 質 的 な 面 よ り も 加 工 形 態 や 加 工 方 式 、 認 証 獲 得 （ HACCP

な ど）の是 非 が注 目 される点 で、韓 国 海 苔 メー カー の観 点 から みた他 国 は、

日 本 に 比 べ て 対 応 が 便 利 な 輸 出 先 と い え る 。  
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2.日 本 海 苔 メ ー カ ー の 韓 国 進 出  

韓 国 に よ る 輸 出 先 分 散 の 一 方 で 、日 本 の 大 手 海 苔 メ ー カ ー の 中 に は 、韓

国 に 資 本 進 出 す る も の が 現 れ て い る 。こ こ で は 日 本 海 苔 メ ー カ ー の 動 き に

注 目 す る 。  

日 本 の 海 苔 メ ー カ ー の 上 位 10 社 の 日 本 国 内 向 け の 海 苔 購 買 シ ェ ア は 約

6 割 で あ る (表 16)。 特 に J1 は 、 25％ の シ ェ ア を 持 っ て い て 、 韓 国 側 に は

子 会 社 の K10（ K1 と の 合 弁 会 社 ） も あ る 大 手 海 苔 メ ー カ ー で あ る 。 表 16

に 示 し て い る よ う に 、日 本 の 上 位 海 苔 メ ー カ ー の 半 数 は 、海 外 拠 点 を 持 っ

て い る 。 そ の 海 外 拠 点 の 形 成 は 1990 年 代 に 中 国 を 軸 と し て 始 ま っ た 。  

当 時 、J1 など日 本 の大 手 海 苔 メー カー の一 部 が中 国 に日 本 の海 苔 品 種 (ア

サ ク サ ノ リ 、 ス サ ビ ノ リ )と 養 殖 技 術 を 移 出 し て 、 中 国 で 海 苔 養 殖 生 産 を

始 め た 。 当 初 、 こ れ は 海 苔 養 殖 の 技 術 移 転 に 留 ま っ て い た が 、 2005 年 に

日 本 の 海 苔 IQ に 中 国 産 海 苔 が 適 用 さ れ る よ う に な っ た こ と で 、 中 国 国 内

の 海 苔 養 殖 生 産 は 、日 本 国 内 需 要 向 け の 原 料 調 達 先 の ひ と つ と し て 位 置 づ

図  17 韓 国 産 干 し 海 苔 価 格 の 推 移  

出 所 ： 財 務 省 「 貿 易 統 計 」 お よ び 韓 国 の 「 卸 売 市 場 価 格 情 報 」 に よ

り 作 成  
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け ら れ る よ う に な っ た 。し か し 、当 時 は 中 国 で の 海 苔 養 殖 生 産 量 は 年 ご と

の 変 化 が 大 き く 、さ ら に 、中 国 産 食 品 安 全 性 に 対 す る 不 安 や 消 費 者 側 が 持

つ 否 定 的 な 印 象 な ど の 問 題 も あ っ て 、日 本 に よ る 中 国 か ら の 海 苔 輸 入 量 は

大 き く は 増 え な か っ た 。な お 、日 本 資 本 に よ る 最 近 の 海 外 拠 点 は 韓 国 で 拡

大 し て い る 。 2018 年 に は 韓 国 で 3 個 所 の 拠 点 が 設 立 さ れ た 。  

 

表  16 日 韓 の 主 要 海 苔 メ ー カ ー の 市 場 シ ェ ア と 海 外 拠 点  

日 本 海 苔 メ ー カ ー  韓 国 海 苔 メ ー カ ー  

会 社 名  シ ェ ア ( % )  海 外 拠 点  会 社 名  シ ェ ア ( % )  海 外 拠 点  

J 1  2 5  
中 国 ,韓 国 ,  

台 湾 ,シ ン ガ ポ ー ル  
K 1  1 0  ア メ リ カ  

J 2  6～ 7  中 国 ,韓 国 ,台 湾 ,ア メ リ カ  K 2  8  -  

J 3  同 上  中 国 ,ア メ リ カ  K 3  5～ 7  -  

J 4  同 上  -  K 4  同 上  -  

J 5  4～ 5  韓 国  K 5  3 %前 後  -  

J 6  4  -  K 6  同 上  -  

J 7  3～ 4  中 国 ,ア メ リ カ ,メ キ シ コ  K 7  2 %前 後  -  

J 8  同 上  -  K 8  同 上  イ ン ド ネ シ ア  

J 9  3  -  K 9  同 上  -  

J 1 0  2～ 3  -  K 1 0  同 上  -  

合 計  約 6 0 %  中 国 9 ,韓 国 4 ,そ の 他 7  合 計  約 4 5 %  
ア メ リ カ 1  

イ ン ド ネ シ ア 1  

注 ： 市 場 シ ェ ア は 、 各 国 の 原 料 購 買 量 を も と に 算 出 し た 。 J6・ J10・ K4・

K5・ K6・ K8 は 総 合 食 品 企 業 、 そ れ 以 外 は 海 苔 専 門 メ ー カ ー で あ る 。  

出 所：日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー 各 3 社 お よ び 韓 国 水 産 貿 易 協 会 へ の 聞 き 取 り 調

査 (2018 年 7 月 ～ 2019 年 6 月 実 施 )を も と に 筆 者 が 作 成  

 

と こ ろ が 、韓 国 の 上 位 海 苔 メ ー カ ー に は 海 外 拠 点 を 持 っ て い な い 事 業 者

が 多 い 。日 本 か ら の 韓 国 進 出 に 対 抗 す る 動 き と し て は 、韓 国 の 上 位 海 苔 メ

ー カ ー (K4・ K5・ K6)に は 総 合 食 品 企 業 と の 業 務 提 携 や 合 併 も 見 ら れ て い る

が 、そ れ 以 外 の 中 小 規 模 の 業 者 は 資 本 問 題 も 絡 ん で 原 料 調 達 競 争 等 で は 日

本 海 苔 メ ー カ ー に 太 刀 打 ち で き な い よ う で あ る 。  
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ま た 、日 本 の 上 位 海 苔 メ ー カ ー と 比 べ る と 、韓 国 の 上 位 海 苔 メ ー カ ー は

経 営 規 模 が 小 さ い 。円 ベ ー ス に 換 算 し て 、1 業 者 あ た り の 売 上 高 を 見 る と 、

日 本 の 上 位 海 苔 メ ー カ ー の 平 均 で は 192.9 億 円 で 、韓 国 の 上 位 海 苔 メ ー カ

ー （ 総 合 食 品 企 業 は 抜 く ） は 60.4 億 円 で あ っ た (表 17)。日 本 で は 海 苔 市

場 の 縮 小 に よ っ て 倒 産 す る 業 者 が 増 え 、最 近 は 大 手 の 海 苔 メ ー カ ー に よ る

再 編 が あ る が 、海 苔 養 殖 の 現 場 は 基 本 的 に 家 族 経 営 体 に よ る 生 産 が 続 い て

い る 。 こ れ に 対 し て 、 韓 国 で は 、 2000 年 代 に 入 っ て か ら 、 同 国 政 府 の 支

援 を 受 け て 海 苔 加 工 業 を 始 め た と い う 中 小 規 模 の 業 者 が 増 え た 。 2018 年

時 点 で 、韓 国 に は 約 450 社 の 2 次 海 苔 メ ー カ ー (味 付 け 海 苔 加 工 業 者 )が あ

る と 言 わ れ 1 0 3 )、 韓 国 内 の 海 苔 需 要 規 模 は 日 本 よ り 小 さ い に も か か わ ら ず

海 苔 メ ー カ ー の 数 は 日 本 の 2 倍 以 上 、 存 在 し て い る 。  

 

表  17 日 韓 海 苔 メ ー カ ー の 売 上 高 (2017 年 ) 

日 本  売 上 高 (億 円 ) 韓 国  売 上 高 (億 円 ) 

J1 396.6 K1 87.2 

J2 208.7 K2 84.8 

J3 138.3 K3 60.1 

J4 166.1 K7 39.5 

J5 54.6 K8 30.3 

平 均  192.9 平 均  60.4 

注 ： 韓 国 の K4・ K5・ K6 は 大 手 食 品 企 業 な の で 除 外 と す る  

韓 国 企 業 の 売 上 高 は 2017 年 の 為 替 レ ー ト (100 円 =949.3 ウ ォ ン )を 適 用  

出 所 ： 日 本 の 「 東 京 商 工 リ サ ー チ 」 と 韓 国 の 「 SARAMIN」 の 企 業 情 報 を も

と に 筆 者 が 作 成  

 

J1 と J2 の 事 例 か らみ る と 、日 本 の 海 苔 メ ー カ ー に よ る 韓 国 へ の 進 出 は、

2000 年 代 初 期 に 韓 国 の 海 苔 メ ー カ ー や 食 品 企 業 と の 合 弁 会 社 の 設 立 で 始

ま っ た 。 し か し 、 そ の 後 、 J1 と J2 は 韓 国 に 独 立 会 社 を 設 立 し 、 最 近 は J

5 も 同 じ 歩 み を 見 せ て い る 。 す で に 述 べ た よ う に 、 日 本 の 最 近 の 大 手 海 苔

メ ー カ ー の 主 な 取 引 先 は 中 ∙外 食 の 大 手 チ ェ ー ン と な り 、 供 給 原 価 の 管 理

が こ れ ま で 以 上 に 求 め ら れ る よ う に な っ て い る 。こ れ か ら み る と 、日 本 海

苔 メ ー カ ー に よ る 韓 国 進 出 で は 、韓 国 産 海 苔 の 品 質 管 理 を 強 化 す る だ け で
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は な く 、韓 国 側 の 取 引 先 事 業 者 に 支 払 う 費 用（ 韓 国 海 苔 メ ー カ ー の 立 場 で

は 対 日 輸 出 の イ ン セ ン テ ィ ブ ）を 圧 縮 し て 調 達 コ ス ト を 削 減 す る こ と が 重

要 な 課 題 で あ る 。  

前 述 の 韓 国 干 し 海 苔 メ ー カ ー の 特 徴 で 述 べ た よ う に 、韓 国 の 1 次 加 工 業

者（ 干 し 海 苔 加 工 ）に は 資 金 の 確 保 や 回 転 は 経 営 の 生 命 線 で あ る 。韓 国 に

拠 点 を 持 つ 日 本 の 大 手 海 苔 メ ー カ ー は 、前 渡 金 等 を 活 用 し て 一 次 加 工 業 者

と の 関 係 を 強 め て い る と み ら れ る 。日 本 の メ ー カ ー か ら 見 る と 、主 要 あ る

いは既 存 の取 引 相 手 メー カー 以 外 にも韓 国 では多 数 の中 小 規 模 のメー カー

が 存 在 す る の で 、こ れ ら と の ビ ジ ネ ス の 新 規 展 開 も あ っ て 、韓 国 で の 現 地

事 業 の 拡 大 が 進 ん で い る 。  

さ ら に 、韓 国 に 現 地 法 人 を 設 立 し て い る 日 本 の 大 手 メ ー カ ー は 、韓 国 内

で 2 次 加 工 海 苔 製 品 に 手 が け る な ど 、原 料 調 達 に 留 ま ら な い 動 き を 見 せ る

よ う に な っ て い る 。日 本 海 苔 メ ー カ ー の 中 に は 韓 国 現 地 で コ ン ビ ニ エ ン ス

ス ト ア の おに ぎ り 用 海 苔 を 供 給 す るな ど事 業 を 拡 張 し てい る業 者 も 見 ら れ

て い る こ と か ら 、日 本 海 苔 メ ー カ ー に よ る 韓 国 の 現 地 市 場 へ の 自 社 製 品 の

直 接 販 売 活 動 も 行 っ て い る と い え る 。要 す る に 、韓 国 現 地 へ の 進 出 に よ っ

て 、調 達 コ ス ト の 節 減 は も ち ろ ん 、韓 国 現 地 で の 販 売 活 動 に よ る 新 し い 収

入 源 の 開 拓 が 現 れ て い る 。  

 

3.日 本 海 苔 メ ー カ ー に よ る 海 外 業 務 展 開  

先 に 述 べ た 日 韓 海 苔 メ ー カ ー の 取 引 関 係 は 、日 本 海 苔 メ ー カ ー に よ る 韓

国 現 地 進 出 に よ っ て 変 化 し 、そ の 背 景 に は 両 国 メ ー カ ー の 資 本 規 模 の 違 い

や 零 細 業 者 が 多 数 あ る 韓 国 側 の 特 徴 が 関 係 し て い た 。と こ ろ で 、日 本 海 苔

メ ー カ ー の 動 き は 、日 韓 間 の 取 引 関 係 内 に 限 ら れ て い る の だ ろ う か 。本 節

で は 、 こ れ に 注 目 し た い 。  

日 本 の 海 苔 メ ー カー に よる 韓 国 へ の 進 出 が 大 手 層 の 中 に 見 られ るこ と を

先 に 述 べ た 。こ れ に 対 し て 、韓 国 の 海 苔 メ ー カ ー の 中 に は 、こ の 動 き に 連
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動 し て 当 該 進 出 事 業 者 と の 取 引 構 築 を 目 指 す の で は な く 、む し ろ 一 線 を 画

し て 、輸 出 先 を 広 げ よ う と す る 動 き が 現 れ て い る 。こ れ に つ い て は 、本 来

的 に 商 談 を 検 討 す る 相 手 で は な い と す る 事 業 者 も あ れ ば 、進 出 企 業 が 生 み

出 す 影 響 を 回 避 し よ う と し て い る 事 業 者 も あ る 。特 に 後 者 に つ い て は 、原

料 中 心 の 対 日 海 苔 輸 出 の メ リ ッ ト が 小 さ く な っ て い る こ と（ 取 引 レ ベ ル で

期 待 で き る 利 益 が 薄 く な っ て い る ）、欧 米 等 で は 海 苔 製 品 の 需 要 が 大 き く

な っ て い る （ 成 長 市 場 へ の 積 極 的 な 接 近 ） こ と の 両 方 が 関 係 し て い る 。  

し か し 、成 長 市 場 へ の 接 近（ 日 本 以 外 の 輸 出 市 場 、例 え ば 欧 米 へ の 輸 出 ）

と い う 切 り 口 に つ い て は 、日 本 の 海 苔 メ ー カ ー も 当 然 、同 じ 見 方 を し て い

る し 、そ れ を 反 映 し た 動 き を 見 る こ と が で き る 。す な わ ち 、こ れ ま で 述 べ

て き た 韓 国 へ の 進 出 だ け に 留 ま ら ず 、成 長 市 場 で あ り 、ま た 、タ イ を 軸 と

し た 東 单 ア ジ ア や 欧 米 へ の 海 苔 輸 出 を 開 拓 で き る 起 点 と し て 、一 部 の 日 本

の 海 苔 メ ー カ ー は 中 国 国 内 か ら の 事 業 拡 大 を す す め て い る 。中 国 産 の「 ア

サ ク サ ノ リ 」や「 ス サ ビ ノ リ 」は 日 本 の 海 苔 市 場 に は ま だ 受 け 入 れ ら れ る

余 地 は 小 さ い よ う だ が 、日 本 以 外 の 外 国 市 場 で は 現 地 の 日 本 食 料 理 店 な ど

の 業 務 用 需 要 に 関 し て 高 い 市 場 シ ェ ア を 持 っ て い る 。前 述 の 世 界 海 苔 市 場

に は 韓 国 産 の 次 に 中 国 産 海 苔 が 多 く 流 れ て い た 。こ れ は 、中 国 産 海 苔 の 輸

入 量 が 尐 な く な っ た こ と に も か か わ ら ず 、日 本 海 苔 メ ー カ ー は 中 国 の 拠 点

を 今 ま で 撤 収 さ せ な か っ た こ と と 繋 が る 。  

こ う し た 観 点 で は 、日 本 の 海 苔 メ ー カ ー に よ る 海 苔 生 産 地 国（ 韓 国 と 中

国 ） へ の 現 地 拠 点 設 置 は 、 第 三 国 需 要 へ の 対 応 が 前 提 で あ る と み ら れ る 。

こ の 動 き が 最 も 明 確 な 日 本 海 苔 メ ー カ ー J1 を 事 例 と し て み る と 、 韓 国 内

で は 合 弁 会 社 1 社 と 独 立 会 社 1 社 か ら 業 務 を 拡 大 す る（ 原 料 調 達 → 市 場 供

給 ） 片 方 で 、 中 国 （ 1992 年 か ら ） ・ 台 湾 （ 2000 年 か ら ） ・ シ ン ガ ポ ー ル

（ 1991 年 か ら ）に 100％ 出 資 の 現 地 法 人（ 独 資 会 社 ）を 4 社 、合 弁 会 社 を

4 社 、 運 営 し て 、 中 国 の 海 苔 産 地 か ら 原 料 を 調 達 し て 、 自 社 工 場 で 現 地 消

費 用（ 中 国 国 内 消 費 ）製 品 を 生 産 し て い る 。ま た 、中 国 国 内 で 生 産 し た 海

苔 製 品 を 、 中 華 圏 、 ま た は 東 单 ア ジ ア ・ 欧 米 な ど に 輸 出 し て い る 。  
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も ち ろ ん 、こ の こ と が 全 て の 日 本 海 苔 メ ー カ ー に 共 通 す る 動 き と は い え

な い 。日 本 国 内 海 苔 市 場 に 集 中 す る 業 者 、高 級 海 苔 製 品 に 専 門 特 化 す る 業

者 も あ る が 、先 導 す る 動 き を 見 せ る 大 手 海 苔 メ ー カ ー は 世 界 市 場 を 舞 台 に

業 務 を 展 開 し て い る 。日 本 国 内 で は 量 販 や 外 食 の チ ェ ー ン に よ る 仕 入 れ 圧

な ど が 続 く な か で 、日 本 の 海 苔 メ ー カ ー に お い て は 韓 国 の 海 苔 メ ー カ ー と

同 じ よ う に 、 海 外 市 場 へ の 事 業 拡 張 が 主 な 課 題 で あ る 。  
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3 節  小 括   

第 4 章 で は 、日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー を め ぐ る 主 体 間 関 係・業 務 展 開 の 実 態

を 検 討 し た 。  

韓 国 の 海 苔 メ ー カ ー に つ い て は 、 2 次 加 工 メ ー カ ー (味 付 け 海 苔 メ ー カ

ー と 総 合 食 品 企 業 )が パ イ オ ニ ア 企 業 と な っ て 、 国 内 市 場 中 心 か ら 輸 出 市

場 中 心 に 事 業 の 軸 を 変 わ っ て ゆ く の が 特 徴 で あ っ た 。こ う し た 軸 足 の 移 動

や 拡 張 が 急 進 す る の は リ ー マ ン シ ョ ッ ク 後 の 2010 年 以 降 で あ っ た 。 当 然

な が ら そ の 背 景 に は 、① 国 内 消 費 の 停 滞 と 海 苔 の 過 剰 生 産 、② 海 外 需 要 の

増 大 、 ③ 輸 出 対 応 が 可 能 な 商 品 性 の 確 立 、 が あ っ た 。  

注 目 す べ き は 、韓 国 海 苔 メ ー カ ー を め ぐ る 主 体 間 の 関 係 変 化 で あ る 。韓

国 で は 養 殖 と 加 工 、 1 次 加 工 と 2 次 加 工 が 分 離 し て い る 。 し か し 、 実 際 に

は 、2 次 加 工 業 者 を 中 心 と す る 1 次 加 工 や養 殖 と の垂 直 的 統 合 が 見 られ た。

つ ま り 、従 来 の 産 業 構 造（ 生 産 － 1 次 加 工 － 2 次 加 工 ）が 再 編 途 上 に あ る 。

そ の 原 因 は 、国 内 消 費 量 の 飽 和 に よ る 価 格 競 争 の 強 化 と 、そ れ に よ る 原 料

確 保 競 争 の 激 化 で あ る 。韓 国 国 内 で の 日 本 メ ー カ ー の 事 業 拡 大 は 原 料 確 保

競 争 を さ ら に 強 化 さ せ て い る 。一 方 、輸 出 市 場 に 対 し て は 、他 業 者 と の 協

力 関 係 を 作 る 動 き が あ る 。こ れ に は 、輸 出 市 場 拡 大 の た め に は 国 内 市 場 と

は 異 な る 主 軸 需 要 (ス ナ ッ ク 海 苔 な ど )へ の 対 応 、市 場 開 拓 お よ び 取 引 先 管

理 な ど 輸 出 業 務 へ の 対 応 が 必 要 で あ る こ と 、日 本・中 国・タ イ と の 市 場 確

保 競 争 が 、関 連 し て い る 。こ れ に よ っ て 、製 品 対 応 面 で は 加 工 技 術 の 提 携 、

業 務 対 応 面 で は 輸 出 業 務 協 力 な ど に 至 っ て い る 。  

日 本 の海 苔 メー カー の動 きは、日 韓 海 苔 取 引 の実 態 から明 らかになった。

日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー 間 の 取 引 は 、 日 本 の IQ 制 の 制 約 下 に あ る 。 IQ 制 に よ

る 割 当 の 中 で 、割 当 量 が 最 も 多 い 需 要 者 割 当 の 場 合 、韓 国 産 海 苔 入 札 会 と

相 談 会 が 両 国 の 海 苔 取 引 機 会 と な る 。外 形 的 に は 、こ れ は 割 当 保 有 業 者 間

で 競 争 原 理 が 機 能 す る 場 の よ う に 見 え る が 、実 際 に は 両 国 間 に 固 定 的 な 取

引 関 係 が 生 ま れ て い た 。日 本 側 メ ー カ ー は 取 引 契 約 前 に 、取 引 先（ 韓 国 メ

ー カ ー ）の 商 品 や 加 工 場 の 運 営 実 態 な ど を チ ェ ッ ク す る 。韓 国 メ ー カ ー に



 

82 

 

と っ て も 、こ の よ う な 固 定 取 引 関 係 に よ る パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 形 成 は 対 日

輸 出 の 安 定 性 を 確 保 す る と い う 面 で 選 好 さ れ る 点 も あ っ た 。し か し 、日 本

海 苔 メー カー にはこ のような固 定 的 な海 苔 調 達 チャンネルを 、さらに短 縮・

統 合 す る 動 き が あ る 。日 本 国 内 市 場 で の 重 点 事 業 は 全 国 チ ェ ー ン 店 を 対 象

と し た 大 量 納 品 だ と 位 置 づ け ら れ た こ と か ら 、原 料 調 達 費 用 の 削 減 や 取 引

先（ 韓 国 海 苔 メ ー カ ー ）へ の 支 払 い 手 数 料 相 当 分 の 最 小 化 が 求 め ら れ て い

る 。ま た 、日 本 の 海 苔 メ ー カ ー に よ る 韓 中 の 現 地 進 出 及 び 現 地 国 内 で の 事

業 拡 大 に は 、韓 中 の 国 内 で の 販 売 活 動 展 開 だ け で は な く 、世 界 海 苔 市 場 へ

の 輸 出 を 前 提 と し て い る も の と み ら れ る 。  

こ の よ う な 両 国 海 苔 メ ー カ ー の 動 き に は 、両 国 内 で は な く 世 界 市 場 を 主

な タ ー ゲ ッ ト に 展 開 し て い る こ と 、原 料 の 確 保 や 調 達 能 力 の 強 化 が 重 要 視

さ れ て い る こ と に 共 通 点 が あ る 。現 状 で は 両 国 海 苔 メ ー カ ー が 主 力 と す る

製 品 の 市 場 は 重 な ら な い た め 、海 外 市 場 で の 競 争 は 尐 な い だ ろ う が 、原 料

確 保 競 争 は さ ら に 激 し く な る と 見 ら れ る 。現 在 、韓 国 に 代 わ る 原 料 確 保 先

は な い 状 況 で 、両 国 海 苔 メ ー カ ー に よ る 海 外 輸 出 や 、日 本 海 苔 メ ー カ ー の

韓 国 進 出 の 増 加 は 、結 局 、韓 国 内 の 1 次 加 工・養 殖 業 者 を 主 軸 と し た 垂 直

統 合 の 拡 大 を 加 速 化 す る も の と み ら れ る 。  
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第 5 章  結論  ―担い手の対応行動の特徴と影響 ―  

本 論 で は 、日 韓 の 養 殖 業 者 と 海 苔 メ ー カ ー の 行 動 変 化 と そ の 原 因 を 、経

営 の 外 部 環 境 の 変 化 を 踏 ま え て 検 討 し た 。こ の 外 部 環 境 は 両 国 の 海 苔 養 殖

業 者 と 海 苔 メ ー カ ー に 固 有 の 事 情 が あ る に し て も 、海 苔 の 大 衆 化 や 世 界 海

苔 市 場 の 拡 大 な ど 共 通 要 素 を 確 認 す る こ と が で き た 。  

こ こ で は 、海 苔 取 引 当 事 者 に よ る 対 応 と 主 体 間 関 係 か ら 海 苔 を め ぐ る 動

き の 構 造 的 特 徴 を 先 に 整 理 し た う え で 、そ の 対 応 行 動 の イ ン パ ク ト に 言 及

す る こ と で 、 本 論 の ま と め と す る 。  

 

１ 節  担 い 手 の 対 応 行 動 と 主 体 間 関 係 か ら 見 た 海 苔 養 殖 産 業 の 現 局 面  

 

1.担 い 手 の 外 部 環 境 の 変 化  

日 本 の 海 苔 市 場 は 縮 小 傾 向 に あ る な か で 、需 要 の 主 軸 と な っ た 業 務 用 海

苔 に 韓 国 産 海 苔 の 取 り 扱 い が 増 え て い る 。食 品 安 全 性 と 品 質 管 理 面 で 対 応

能 力 を 持 つ に 至 っ た 韓 国 産 海 苔 は 、用 途 配 分 的 に 合 理 的 な 価 格 と 品 質 を 評

価 さ れ る こ と に よ っ て 、日 本 の 業 務 用 海 苔 市 場 を 支 え て い る 。国 内 生 産 量

の 減 尐 が 続 く な か で 、韓 国 産 海 苔 の 調 達 安 定 化 は 、市 場 側 は も ち ろ ん 、コ

ス ト 節 減 を 目 指 す 海 苔 メ ー カ ー に と っ て 大 き な 課 題 で あ る 。  

韓 国 で は 、生 産 と 加 工 の 分 離 が 構 造 的 特 徴 で あ り 、国 内 海 苔 生 産 量 は 持

続 的 に 増 え て い る 。し か し 、国 内 需 要 は 頭 打 ち で 、そ の 超 過 生 産 量 に よ っ

て 輸 出 を 拡 大 し て い る 。最 近 の 韓 国 は 日 本 以 外 の 海 外 海 苔 市 場 に 対 す る 主

な 供 給 者 と な り 、市 場 が 成 長 し て い る 欧 米・中 国・東 单 ア ジ ア に 輸 出 さ れ

る 海 苔 の 半 分 以 上 を 韓 国 産 が 占 め て い る 。伝 統 的 に 海 苔 の 品 質 に よ っ て 細

分 化 さ れ た 市 場 を 持 っ て い る 日 本 と は 異 な り 、欧 米 な ど 海 外 で の 海 苔 消 費

を 支 え て い る も の は 、味 付 け や ス ナ ッ ク と い っ た 高 次 加 工 海 苔 製 品 が 主 と

な っ て い る 。  
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日 韓 の 国 内 海 苔 市 場 は 縮 小・停 滞 し て い る が 、両 国 の 生 産・貿 易 の 基 調

は 異 な る こ と 、な ら び に 日 韓 以 外 の 成 長 性 が 高 い 海 外 海 苔 市 場 へ の 展 開 を

支 え て い る の は 韓 国 で あ る 。  

 

2.海 苔 養 殖 業 者 の 対 応 変 化 ― 日 韓 で 異 な る 海 苔 養 殖 経 営 の 展 開 方 向 ―  

日 韓 の 海 苔 養 殖 業 者 に は 、出 荷 市 場 の 拡 縮 や 需 要 軸 の 変 化 、経 営 内 部 与

件 の 悪 化（ 資 本 や 労 働 、コ ス ト 負 担 の 増 加 ）に 伴 う 対 応 行 動 が 特 徴 的 で あ

る 。  

日 本 の 海 苔 養 殖 は 、業 務 用 需 要 が 主 軸 と な っ た こ と か ら 、中 低 価 格 帯 海

苔 の 生 産 に 集 中 し て い る 。贈 答 需 要 向 け の 高 品 質・高 価 格 の 養 殖 海 苔 生 産

による利 益 確 保 といった従 来 型 の経 営 が、最 近 では成 立 し難 くなっている。

そ し て 、海 苔 養 殖 経 営 に は 労 働 力 不 足 と 労 働 負 担 の 重 さ 、生 産 コ ス ト（ 特

に 海 苔 乾 燥 設 備 に よ る ）負 担 と い う 慢 性 的 な 不 利 条 件 が 続 く な か で 、採 苗

や 加 工 の 外 注 化 が 進 ん で い る 。こ れ に よ っ て 、海 苔 養 殖 経 営 内 部 で は 業 務

形 態 が 養 殖 工 程 と いう コ ア ビ ジ ネ ス に集 中 す る 動 き が 見 ら れる よ う に な っ

て い る 。  

す な わ ち 、日 本 の 海 苔 養 殖 経 営 体 に お い て は 、国 内 海 苔 市 場 構 造 の 変 化

に 似 合 う 生 産 体 制 へ の 変 容 が 進 ん で い る 。そ の 変 容 を 促 し て い る 側 に い る

も の が 韓 国 産 輸 入 海 苔 で あ り 、こ れ の 貿 易 に 関 わ る 日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー で

あ る 。 そ こ に は 、 海 苔 IQ 制 が 生 産 者 保 護 手 段 で あ る と の 評 価 は 、 も は や

存 在 し な く な っ て い る 。  

一 方 、日 本 の 海 苔 養 殖 経 営 の 変 革 に と っ て 重 要 な 役 割 を 果 た す 一 例 と な

る も の が 、 地 域 漁 協 へ の 委 託 加 工 で あ る 。 調 査 対 象 の 柳 川 地 区 （ 福 岡 県 ）

の 場 合 、同 業 者 ど う し に よ る 経 営 協 業 化 、同 じ 作 業 工 程 の 協 業 や お 互 い の

協 力 関 係 維 持 と い っ た 海 苔 養 殖 経 営 の 工 夫 は 、隣 接 す る 佐 賀 県 に お け る 海

苔 養 殖 業 者 の そ れ と は 一 線 を 画 し て き た 。漁 協 自 営 加 工 施 設 利 用 の 拡 大 と

い う 当 地 の 動 き は 、事 業 連 携 や 地 域 内 で の 分 業 連 携（ 海 苔 養 殖 に 関 わ る 各
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作 業 をそれぞれ独 立 して専 業 的 に事 業 化 した主 体 と海 苔 養 殖 業 者 による連

携 で あ っ て 、そ の 広 が り は 1 対 1 対 応 で は な く 複 数 業 者 間 連 携 と 言 っ て 良

い ）が 特 徴 と な っ て い る 。な お 、佐 賀 県 に お い て 先 行・展 開 し て き た 協 業

化（ こ こ で は 養 殖 業 者 間 協 業 を 指 す 。た だ し 、佐 賀 県 に は 福 岡 県 柳 川 地 区

で 見 た 漁 協 加 工 施 設 の 利 用 も あ る し 、そ れ は 先 行 例 で も あ る ）が 佐 賀 県 内

と 同 程 度 に は 普 及 し て い な い 柳 川 地 区 に は 、海 苔 養 殖 経 営 の 工 夫 や 苦 境 脱

出 は 各 経 営 体 独 自 の 努 力（ 自 己 完 結 型 と 呼 ん で も 良 い 努 力 ）で 成 し 遂 げ る

も の だ と 言 う 一 種 の 経 営 哲 学 が 存 在 し て い た 。こ の こ と が 、柳 川 地 区 で は

養 殖 業 者 間 協 業 へ の 参 加 割 合 が 佐 賀 県 ほ ど に は な い 理 由 で あ る 。  

韓 国 の 海 苔 養 殖 業 者 は 、養 殖 工 程 の み を 対 象 事 業 と す る な か で 、地 域 の

種 苗 業 者 な ど 他 業 他 社 と の 業 務 連 携（ 特 に 種 苗 生 産・採 苗 作 業 ）が み ら れ

る 。こ の 産 地 段 階 で の 分 業 は 、日 本 の 柳 川 地 区 の 事 例 と 似 て お り 、韓 国 側

の 増 産 を 支 え る 特 徴 で あ る 。ま た 、海 苔 養 殖 の 経 営 面 で は 、経 営 形 態 に よ

っ て 違 い は あ っ た が 、共 通 し て 増 産 が 重 視 さ れ て い る 。さ ら に 業 務 拡 大 の

動 き が あ る 。  

韓 国 の海 苔 養 殖 方 式 の中 で最 大 の比 重 を占 める浮 流 式 を採 る海 苔 養 殖 経

営 体 は 、韓 国 産 海 苔 養 殖 業 の 特 徴 を 最 も よ く 反 映 し て い て 、海 苔 メ ー カ ー

に よ る 輸 出 拡 大 を 増 産 に よ っ て 支 え て い る 。ま た 、共 同 採 苗 場 の 開 設 に よ

っ て 種 苗 生 産 へ と 業 務 を 拡 大 し よ う と し て い る 。こ れ は 、増 産 の 安 定 化 と

も 関 係 す る が 、生 海 苔 の 品 質 管 理 へ の 動 機 が 関 わ っ て い る 。こ の 動 き は 支

柱 式 や セ ッ ト 式 を 採 る 養 殖 業 者 で も 見 ら れ て お り 、彼 ら は 海 苔 の 品 質 差 別

化 や ブ ラ ン ド 化 を 目 指 し て い る 。こ の 前 提 は 、養 殖 業 者 が 自 ら 担 う 加 工 ・

製 造・販 売 で あ る 。こ れ は 、海 苔 メ ー カ ー に よ る グ ル ー プ 化 や 統 合 な ど 流

通 川 下 か ら の 動 き へ の 対 応 で あ り 、輸 出 を 中 心 と し た 出 荷 市 場 の 規 模 拡 大

に 伴 う 需 要 の 多 様 化 に 答 え る 動 き で も あ る 。共 販 制 に よ っ て 流 通 川 下 側 へ

の 業 務 拡 大 に 限 界 が あ る 日 本 と は 、 ま さ に こ の 点 が 異 な る と こ ろ で あ る 。 

韓 国 に お け る 分 業 化 に 基 づ く 増 産 と 日 本 に お け る 従 来 型 海 苔 養 殖（ 種 苗

生 産・養 殖・加 工 を 事 業 内 容 と す る も の ）と い う 両 国 の 海 苔 産 業 の 特 徴 は 、
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韓 国 では養 殖 業 者 が養 殖 工 程 以 外 に業 務 を拡 大 することや日 本 では養 殖 業

者 が 養 殖 工 程 に 業 務 を 集 中 さ せ る よ う に な る 、と い う も の に 変 容 し よ う と

し て い る 。  

 

3.海 苔 メ ー カ ー の 主 体 間 関 係 ― 日 韓 間 の 原 料 確 保 競 争 と 関 係 再 編 ―  

日 韓 海 苔 メ ー カ ー を め ぐ る 主 体 間 関 係 は 、彼 ら の 既 存 の 取 引 関 係（ 海 苔

IQ 制 に よ る 取 引 ） と 、 海 外 進 出 動 向 を 絡 め て 検 討 し た 。  

輸 出 主 導 型 の 韓 国 の 海 苔 産 業 で は 増 産 が 続 き 、 輸 出 の 量 的 増 大 と 輸 出

先・輸 出 品 目 の 多 様 化 が 見 ら れ る 。対 日 輸 出 を 拡 大 で き た 韓 国 産 海 苔 の 商

品 化 対 応 能 力 の 高 さ 、世 界 の 海 苔 市 場 で も そ の 成 果 を 見 せ て い る 。内 需 の

中 心 にあった韓 国 風 味 付 け海 苔 が海 外 ではスナック海 苔 の一 種 として再 評

価 さ れ 、輸 出 増 大 を 支 え る 点 も あ っ た 。韓 国 海 苔 産 業 に 韓 国 の 総 合 食 品 企

業 と 日 本 の 大 手 海 苔 メ ー カ ー が 参 入 す る こ と に よ っ て 、加 工 原 料 の 確 保 競

争 が 強 ま る な か で 、輸 出 市 場 が 注 目 さ れ た 。海 苔 メ ー カ ー は 、流 通 川 上 側

の 養 殖 業 者 や 1 次 海 苔 加 工 業 者 と の 垂 直 統 合 に よ っ て 原 料 調 達 を 強 化 す る

と と も に 、同 業 者 の 吸 収 合 併 や 輸 出 業 務 協 力 な ど 水 平 的 な 主 体 間 の 関 係 強

化 を も と に 海 外 市 場 を タ ー ゲ ッ ト と し た 事 業 拡 大 に 注 力 し て い る 。水 平 方

向 で の 日 韓 海 苔 メ ー カ ー 間 、韓 国 海 苔 メ ー カ ー 間 の 競 争 関 係 深 化（ 市 場 シ

ェ ア ・ 原 料 確 保 競 争 ） は 、 垂 直 方 向 で の 産 地 と の 関 係 強 化 を 促 す な か で 、

輸 出 事 業 の 拡 大 に 伴 う 同 業 者 間 の 協 力 や 合 弁 を 生 み だ し た 。海 苔 商 品 開 発

お よ び 加 工 技 術 の 専 門 性 を 基 に す る 日 韓 の 大 手 海 苔 加 工 メ ー カ ー と 、資 本

力 を 基 に す る 韓 国 の 総 合 食 品 企 業 は 、韓 国 国 内 の 海 苔 産 業 関 連 主 体 と の 関

係 再 編 を 主 導 し て い る 。  

日 韓 の 二 国 間 海 苔 流 通 取 引 で は 、 海 苔 IQ 割 当 量 を 保 有 し て い る 日 本 の

大 型 海 苔 メ ー カ ー が 主 導 す る 固 定 的 な 取 引 関 係 が み ら れ る よ う に な っ た 。

こ の 取 引 関 係 は 、 日 本 国 内 需 要 向 け の 原 料 輸 入 を 主 に 担 っ て い る 。 一 方 、

日 本 の 大 型 海 苔 メ ー カ ー に よ る 海 苔 産 地 国 へ の 進 出 が 拡 大 し て い る 。韓 国

内 で は 、流 通 川 上 へ の 垂 直 的 資 本 関 係 の 形 成（ 韓 国 の 海 苔 養 殖 業 者 や １ 次
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加 工 メ ー カ ー と の 取 引 関 係 構 築 ）、合 弁 会 社 設 立 や 加 工 技 術 提 携 に よ る 韓

国 側 同 業 者 と の 水 平 的 協 力 関 係 強 化 に 集 中 し て い た 。こ う し た 日 本 海 苔 メ

ー カ ー の 動 き は 、需 要 者（ 日 本 メ ー カ ー ）と 供 給 者（ 韓 国 メ ー カ ー ）と い

う 従 来 の 日 韓 海 苔 取 引 の 再 編 を 示 し て い る 。ま た 、日 本 海 苔 メ ー カ ー に よ

る 中 国 を 含 む 海 苔 生 産 国 へ の 進 出 は 、現 地 市 場 へ の 販 売 や 第 三 国 輸 出 を 前

提 と す る た め 、 現 地 の 主 体 間 関 係 の 変 化 を 加 速 し て い る 。   
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2 節  担 い 手 の 行 動 変 化 に よ る イ ン パ ク ト  

本 稿 で は 日 韓 の 生 産・流 通 段 階 の 経 済 主 体 の 対 応 変 化 か ら 、両 国 の 海 苔

産 業 内 部 の 変 容 と そ の 背 景 に 検 討 を 加 え た 。 韓 国 は 輸 出 主 導 の 海 苔 産 業 、

日 本 は 内 需 中 心 型 海 苔 産 業 と い う 従 来 の 評 価 と 重 な る 部 分 を 残 し な が ら 、

海 苔 を め ぐ る 各 経 済 主 体 は 外 部 与 件 の 変 化 に 応 じ て 、 伝 統 的 な 取 引 関 係 、

経 営 形 態 な どと は 一 線 を 画 す 再 編 の 動 きが 速 く 大 きく 見 ら れる よ う にな っ

た 。こ の 動 き は 、日 韓 の 海 苔 メ ー カ ー が 主 導 し て い る こ と か ら 、海 苔 メ ー

カ ー を 軸 と し て 海 苔 産 業 の 担 い 手 の 行 動 変 化 と それ に よる 影 響 を ま とめ た

い 。  

海 苔 産 業 内 の 担 い 手 の 行 動 は 、日 韓 を 含 む 世 界 の 海 苔 市 場 の 拡 縮 に 伴 い

変 化 し て い る 。同 業 者 間 の 業 務 協 約 や 、川 下 向 け の グ ル ー プ 化 に よ る 経 営

規 模 の 拡 大 は 、日 韓 取 引 に も 有 効 な 対 応 で あ る が 、特 に 欧 米 な ど の 成 長 市

場 へ の 事 業 拡 大 を 前 提 と し て い る 。す な わ ち 、縮 小 傾 向 の 国 内 市 場 に 対 し

て は 既 存 の 事 業 を 維 持 ま た は 縮 小 す る こ と に 対 応 し 、業 務 展 開 の 重 点 は 海

外 の 成 長 市 場 に 置 い て い る こ と に 特 徴 が あ る 。  

垂 直 方 向 の 主 体 間 関 係 の 再 編 は 、 産 地 の 主 体 間 連 携 を 強 化 さ せ て い る 。

担 い 手 に よ る 産 地 向 け の 業 務 展 開（ 現 地 工 場 設 立 な ど ）に 対 し て 、小 規 模

養 殖 業 者 が 多 い 海 苔 産 地 で は 、地 域 内 の 他 業 他 社 と の 業 務 連 携 が 強 ま っ て

い る 。こ れ に よ っ て 、従 来 の 海 苔 生 産 形 態 は 変 化 さ れ 、養 殖 業 者 は 対 象 と

す る 業 務 工 程 を 拡 大 、ま た は 縮 小 し て い る 。特 に 地 域 性 が 強 い 水 産 業 で は

海 苔 産 業 の 事 例 の よう な 地 域 コ ミュ ニティ を 基 盤 と した 新 たな 生 産 体 制 と

協 力 関 係 が 経 営 改 革 の 一 つ の 方 法 に な る と 考 え ら れ る 。  

担 い 手 の 海 外 進 出 と 海 苔 原 料 を め ぐ る 調 達 競 争 の 強 化 は 、日 韓 海 苔 市 場

の 同 質 化 を 促 し て い る 。 韓 国 内 で は 、 従 来 に は 養 殖 業 者 ・ 1 次 加 工 業 者 ・

2 次 加 工 業 者 と い う 順 で 取 引 が 行 な わ れ て い た 。 し か し 、 海 苔 メ ー カ ー に

よ る 原 料 の 直 接 調 達 が 増 え 、 既 存 の 流 通 経 路 を 縮 約 さ せ て い る 。 さ ら に 、

原 料 調 達 能 力 の 強 化 は 調 達 量 の 増 加 と つ な が り 、同 じ 原 料 を 対 象 と す る 両

国 海 苔 市 場 は 同 質 化 が 進 ん で い る 。  
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さ ら に 、 日 本 に よ る 他 国 の 海 苔 生 産 地 （ 原 料 調 達 と 現 地 輸 出 を 目 指 す ）

への進 出 、韓 国 による海 外 の消 費 地（ 消 費 国 での製 品 製 造 と供 給 を目 指 す）

へ の 進 出 の 両 方 が み ら れ る な か で 、今 日 の 海 苔 産 出 国 と 世 界 市 場 は 、担 い

手 の 業 務 展 開 に よ っ て そ の リ ン ク を さ ら に 強 化 し て い る 。 一 国 の 資 源 (海

苔 )と 市 場 を め ぐ る 関 係 は 国 内 完 結 型 だ と す る も の で は な く 、 国 境 を 越 え

て 広 が り 、国 境 に よ っ て 分 離 遮 断 し に く い 関 係 が す で に 成 立 し て し ま っ て

い る の で あ る 。  

以 上 を 踏 ま え れ ば 、産 業 間・国 家 間 の 経 済 主 体 間 の 有 機 的 な 関 係 、ま た

は 担 い 手 の 行 動 が 結 局 は 産 業 内 生 産・流 通 の あ り 方 や 産 業 全 体 の 姿 を 変 容

さ せ る と い う 構 図 が 日 韓 両 国 の 海 苔 産 業 に お い て も 観 察 さ れ る の で あ る 。 
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3 節  今 後 の 課 題  

本 論 文 で は 海 苔 産 業 を 事 例 に 担 い 手 の 行 動 変 化 に 注 目 し た 。日 韓 両 国 に

お け る 海 苔 養 殖 業 者 と 海 苔 メ ー カ ー の 関 係 は 、両 国 そ れ ぞ れ に 特 徴 を 見 せ

て い る が 、そ れ は 、海 苔 の 需 要 が 世 界 的 に 拡 大 し て い る こ と に 応 じ よ う と

動 く 両 国 の 海 苔 メ ー カ ー の 行 動 が 作 り 出 し て い る 。こ の 行 動 を 見 せ て い る

海 苔 メ ー カ ー と 、 そ の 動 き に 揺 り 動 か さ れ る 海 苔 養 殖 業 者 を 、 本 稿 で は

Key Players だ と 見 て 注 目 し て き た 。 Key Players の 主 体 間 関 係 は 輸 出 拡

大 （ 海 外 市 場 の 拡 大 ） を 背 景 に 、 両 国 海 苔 産 業 の 再 編 に 直 結 し て い る 。  

こ う し た 構 図 は 、国 際 的 な 海 苔 市 場 の 拡 大 、貿 易 自 由 化 、市 場 開 放 と い

う 現 実 と 制 度 運 用 の 上 に 描 か れ て い る 。本 論 は 、日 韓 両 国 、海 苔 養 殖 、海

苔 加 工 の 3 点 か ら 事 業 者 の 対 応 行 動 の 観 察 を 始 め た が 、そ の 観 察 は た だ ち

に 貿 易 制 度 、海 外 市 場 の 拡 大 、国 内 市 場 の 拡 縮 、と い う 海 苔 養 殖 だ け に 限

定 し な い 普 遍 的 な 用 語・要 素 と の 関 連 を ど う 見 る の か と い う 命 題 に 直 面 し

た し 、そ れ は 研 究 着 手 前 の 整 理 で も 研 究 の 主 軸 と し て 想 定 し て い た こ と で

あ る 。  

今 後 の 展 望 に 言 及 す る の で あ れ ば 、世 界 規 模 で 進 む 貿 易 制 度 の 変 化 が 国

内 産 業（ と く に 食 料 生 産 部 門 ）に ど う 影 響 す る の か 、そ の プ ロ セ ス で 見 ら

れ る 産 業 内 部 と 隣 接 領 域 に お け る 主 体 間 関 係 は ど の よ う な も の か 、そ し て

そ の こ と が 水 産 資 源 と の 共 生 関 係 を ど う 説 明 で き る も の な の か 、と い う 点

を 総 括 す る 論 考 が 待 た れ る 、 と い う こ と に な ろ う 。  
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